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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　もし『何でも願いの叶かなう魔ま法ほうの道具』を手に入れたらどうするか。




　同業者がよく挨あい拶さつ代わりに放ってくる質問なのだが、これに対する模も範はん解答は『金』である。

　真面目に考かんがえ込こんでは馬ば鹿かを見る。一いつ瞬しゆんでも悩なやもうものなら、「そんなお宝が残ってるわけねぇだろ」と笑いものにされること請うけ合あいだ。




　しかし、もし本当にそんな品が目の前にあったとしたら。

　今の俺おれは、きっと真しん摯しに願うことだろう。金や地位や名めい誉よといったお決まりの答えではなく、本心からの差さし迫せまった言葉を叫さけぶだろう。







　──この手て錠じようを外して無事に逃にがしてくれ、と。
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「さっさと歩けこの盗とう掘くつ者しやが」

　前を歩く取とり締しまり官かんに手て錠じようの縄なわを強く引かれ、俺おれは危あやうく転びそうになる。

　つまらないことを考えているうちに、知らず知らず歩調が緩ゆるくなっていたらしい。

　俺おれは力なく肩かたを落としてみせ、細い声で反省の弁を述べる。

「すいません。どうしてこんなことをしてしまったのかと思うと、自分が情けなくて……。惨みじめさのあまり、つい足が止まってしまいました」

「は。噓うそこくなよ兄ちゃん。あんたの身なり、そりゃどう見ても出来心とか魔まが差したってタチじゃねえだろ。手慣れてる輩やからの格好だ」

　正解。俺おれの背後をついてくるもう一人の取とり締しまり官かんの指し摘てきは実に的を射ていた。

　もっとも、そこまでの名推理というわけではない。俺おれの服装は厚手の綿パンツにジャケット、頑がん丈じような革かわのブーツ。まさしく盗とう掘くつ者しやの正装といえる。これで常習犯と気付けなければ官憲失格といえよう。

　そしてもちろん、俺おれが述べた反省の言葉も噓うそ八はつ百ぴやくだ。

　悔くいがあるとすれば、捕つかまるなどというヘマをやらかした一点に尽つきる。

　そんなヘマのせいで俺おれは今、連行という醜しゆう態たいを街頭に晒さらすハメになっている。行いき交かう通行人からの好こう奇きの視線をいまさら恥はじとは思わないが、前科者として顔を覚えられるのは面めん倒どうなので顔は浅く俯うつむけておく。

　ここはヴァリア遺い跡せきすぐそばの街だ。

　そう大きな街ではないものの、それなりの賑にぎわいはある。もともとはヴァリア遺い跡せきの盗とう掘くつ品ひんの流通拠きよ点てんに過ぎなかったが、ここ数年でまっとうな宗教街へと宗しゆう旨し替がえしたのだ。

　理由はひとえに、盗とう掘くつの取とり締しまりが強化されたからである。

　よくある金持ちの世界の話だ。どこぞの有力者が遺い跡せき周辺の土地を丸ごと買い上げて保護に乗り出したというが、要するにそれだけの費用をかけてなお利益が望めるほどに、発はつ掘くつ遺物の相場が高こう騰とうしたのだろう。

　俺おれには関係なかった。

　子供の頃ころからあちこちで遺い跡せき漁あさりをして暮らしていたし、これからもそうする。それだけだ。

　だから今も、こんなところで容易たやすく観念して牢ろう獄ごく送りになるつもりはさらさらない。

　というわけで、捕つかまった瞬しゆん間かんから練っていた逃とう走そう策に移る。

「……申し訳ありません。少しだけ、祈いのらせてもらっていいですか」

「何？」

　取とり締しまり官かんが返答を寄よ越こすよりも早く、俺おれは地面に膝ひざをついた。

　場所は街の中心部。数多あまたの信者を抱かかえる銀ぎん月げつ教の教会正面だ。聖地であるヴァリア遺い跡せきに近いこともあり、敬けい虔けんな巡じゆん礼れい者しやたちでごった返している。

「馬ば鹿かを言うな。さっさと立って歩け」

「盗とう掘くつなどという行いでグレイ様を冒ぼう瀆とくしてしまったことが情けないんです。どうか償つぐないとして少しだけ祈いのらせてください」

「ふざけるな。そんなことを言える立場だと思うか」

　静かに舌打ちを放った取とり締しまり官かんは、手て錠じようの縄なわを強ごう引いんに引いて俺おれを立たせようとする。しかし俺おれは卑ひ屈くつな姿勢を崩くずさず頑がんとして座すわり込こむ。

「こら！　いい加減にしろ！」

「お願いします。少しだけでいいですから……」

　背後にいた取とり締しまり官かんは俺おれの襟えり首くびを摑つかみ、半ば服ごと喉のどを締しめ上あげようとしてくるが、息を詰つめて俺おれは耐たえる。

　やがて、連行中の罪人と取とり締しまり官かんが揉もめていることに周りも気付き始める。

「まあまあ。落ち着いてください。どうかされましたか？」

　そこで、俺おれが待っていたものが来た。

　銀ぎん月げつ教の神父だ。いつも最低一人は巡じゆん礼れい者しや向けに教会正面で有あり難がたいお言葉を振ふりまいているから、こうやって取とり締しまり官かんと揉もめていればすぐに駆かけつけてくることは読めていた。

　取とり締しまり官かんは明らかに面めん倒どうそうな口ぶりで事情を説明する。

「いえ、大したことでは。この盗とう掘くつ者しやが連行中のくせに祈いのりたいというもので……」

「ほんの少しでいいんです。どうかグレイ様に赦ゆるしを乞こわせていただけませんか」

　さっと割わり込こませた俺おれの嘆たん願がんに対し、神父はあっけないほど簡単に柔にゆう和わな笑えみを見せた。

「救いを求める心に尊そん卑ぴはありません。取とり締しまりの皆みな様さま方がたもお忙いそがしいかとは思いますが、彼かれに多少の改心の機を与あたえてもよろしいのでは？」

　そこで神父は、信しん仰こうに満ちた目で教会の正面に建てられた聖像を振ふり向むいた。

　それは、杖つえを天に翳かざして立つ女性の像だ。

　グレイ・フラーブ。

【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】の異名を取り、神の遣つかいとして信しん仰こうの対象ともなっている、世に知らぬ者のない大だい英えい雄ゆう。

　流りゆう麗れいな長ちよう髪はつに、すらりと伸のびた肢し体たい。芸術とでもいうべき美を湛たたえながら、魔ま法ほう時代に数多あまたいた魔ま術じゆつ師したちの中で最強の力を持っていたとされる。

　そしてその強大なる力をもって、千年前の世界を滅ほろびの危機から救った。

「きっと慈じ悲ひ深ぶかきグレイ様も、ここにいたならば彼かれに救いの手を差さし伸のべることでしょう」

「む……」

　神父が執とり成なすと、手て錠じようを引く取とり締しまり官かんの力が緩ゆるんだ。

　期待どおり。神父様よりの、反へ吐どが出るほど百点満点の有あり難がたいお言葉だった。

「ありがとうございます。できるだけ手短に祈いのらせていただきます」

　両手を組み合わせた俺おれは、額が地面に付かんばかりに身を屈かがめて祈いのりを捧ささげた。

　否。捧ささげるフリをした。

　大事なのはこの姿勢になることだった。手を組んで、地に拝おがみ伏ふす前ぜん傾けい姿勢。そして、そのまましばらく動かずとも誰だれにも咎とがめられない状じよう況きよう。




　──そうすれば、口の中に隠かくしていた針金で手て錠じようを外せるから。




　ピンが外れる金属音とともに俺おれは動いた。

　地を蹴けって飛び出し、後ろ手で神父を取とり締しまり官かんの一人へと突つき飛とばす。倒たおれんとする神父を咄とつ嗟さに抱かかえた取とり締しまり官かんは、しかし勢いに耐たえられずそのまま倒たおれ込こむ。

「貴様！」

　もう一人の取とり締しまり官かんは怒ど号ごうを放って手の縄なわを引くが、それで釣つれるのは外れた手て錠じようだけだ。俺おれの身は既すでに自由となって走り出している。

「待て！　くそ、誰だれかそいつを──」

「連行中の罪人が逃にげたぞぉっ！　逃にげろ！　刃は物ものを持ってる！　何をするか分からんぞ！」

　取とり締しまり官かんの制止に被かぶさって、唐とう突とつな叫さけび声ごえ。

　教会の前に集っていた巡じゆん礼れい者しやたちが一いつ斉せいに立ち上がり、蜘く蛛もの子を散らすようにあちこちへと逃にげ惑まどい始める。

　もちろん、叫さけんだのは俺おれである。

　逃とう走そう開始のドサクサに乗じたタイミングで。

　刃は物ものなど持っていない。だが、パニックを起こしてしまえばこちらのものだ。

「待て、貴様、この！」

　人波に邪じや魔まされて取とり締しまり官かんたちは即そく座ざに追ってこられない。俺おれも条件は同じだが、その分だけ人混みに紛まぎれて逃にげやすくなる。混乱の中にあっては逃とう走そう者しやに分がある。




　そのまま優位を活いかして俺おれが路地裏に隠かくれ込こむのは、至し極ごく簡単なことだった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　かつて──千年前、世界には魔ま法ほうがあったという。

　それは文明が栄えい華がを極きわめた、遠い昔の華はな々ばなしき時代。

　数々の魔ま術じゆつ師しが歴史に残した足そく跡せきは、偉い大だいなる英えい雄ゆう譚たんとして今も語かたり継つがれている。

　世界に満ちていた魔ま力りよくが枯かれ果はてた今、魔ま法ほうの杖つえはただの棒きれであり、紙し片へんに記された呪じゆ文もんや魔ま法ほう陣じんは意味不明な落書きでしかない。

　それでもなお、多くの人々はそうした過去の遺物に英えい雄ゆうたちのロマンを見み出いだす。

　だからこそ、そのロマンが金になる。




「ちくしょう。大損こいちまった」

　逃にげ切きったはいいものの、俺おれの先行きは暗かった。

　まず、捕つかまったときにピッケルや金かな槌づちといった仕事道具から有り金まで、ほぼ全財産を没ぼつ収しゆうされてしまった。取とり締しまり官かんたちに顔や風ふう体ていも完全に覚えられただろうから、今後街に出て盗とう掘くつ品ひんを売うり捌さばくのも一苦労となる。

　ため息をつきながらも、俺おれはまた人目を忍しのびつつヴァリア遺い跡せきへと舞まい戻もどっていた。

　河か岸しを変えて別の遺い跡せきに移りたいのは山々だが、今の俺おれには移動のための金すらない。いくらケチのついた仕事場だろうと、トンズラ費用が溜たまるまでは居残るしかないのだ。

「つっても、そう上う手まくはいかねえか……」

　素す手でで瓦が礫れきの山を漁あさりつつ、俺おれは再びため息をついた。

　このヴァリア遺い跡せきは、【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】ことグレイ・フラーブが若き学生時代を過ごした重要な史し跡せきだ。魔ま法ほう時代最高の英えい雄ゆうとして今なお讃たたえられる彼かの女じよは──当然として、盗とう掘くつ者しやたちからも圧あつ倒とう的てきな人気を誇ほこる。

　過去に開かい催さいされたあるオークションでは、彼かの女じよが残した走り書きのメモ一枚が、豪ごう邸ていが建つほどの価格で落札されたとも聞く。

　そんな市場価値もあって、このヴァリア遺い跡せきはグレイの遺物目当ての盗とう掘くつ者しやたちに悉ことごとく掘ほり返かえされてしまっているのだ。

　グレイが在ざい籍せきしていた魔ま導どう学院の跡あと地ちなんかは、文字通りに『掘ほり尽つくされて』、隕いん石せきが降ったかのような巨きよ大だい竪たて穴あなに成り果てている。

　数少ない未み発はつ掘くつの区画は、遺い跡せき保護を謳うたった金持ちの私設調査団によって封ふう鎖さ済。

　まともな発はつ掘くつ道具もない今、収しゆう穫かくを得られる望みはかなり薄うすかった。さっきから瓦が礫れきや発はつ掘くつ残土を漁あさってみてはいるが、金目の物が紛まぎれている気配は微み塵じんもない。

「どうするかな……」

　いよいよ俺おれはやる気をなくして瓦が礫れき漁あさりの手を止める。

　素す直なおに捕つかまって牢ろう獄ごくに入っても、賄わい賂ろ抜ぬきにはまともな食事すら保証されまい。足を洗って正業を探すにも、俺おれみたいな貧しい前科者が就つけるのは、農のう奴どか奴ど隷れい鉱夫みたいな「死なない程度に餌えさを貰もらえる」ような仕事だけだ。

　ロクな選せん択たく肢しがない。どの道を選んでも、先細って最後は崖がけに落ちる未来ばかり。

　魔ま法ほうがあった千年前は、文明はもっと豊かだったという。街は夜でもまるで昼日中のように明るく、庶しよ民みんに至るまで毎日腹はら一いつ杯ぱいに飯を食え、貧しくとも誰だれもが学校に通えたと。

　しかし、どんなに豊かな井い戸ども汲くみ過すぎればいずれ干ひ上あがる。あまねく世界に恩おん恵けいをもたらしていた魔ま力りよくは、遥はるか昔に枯こ渇かつしてしまった。

　ふと俺おれの脳のう裏りに、さきほど見たグレイ・フラーブの聖像が思おもい浮うかんだ。

　──何が世界を救った英えい雄ゆうだ。

　ここで今、俺おれは腹を減らしている。何も救われてなどいない。

　慈じ悲ひ深ぶかく救ってくれるというなら、今すぐ天から金目の遺物でも拾わせてみろ。

　空を仰あおいで、再びのため息。

　やめよう。不毛な八つ当たりをしていたら余計に虚むなしくなる。過去の人間に文句を言っても何も始まらない。

　それに、グレイ当人にこんな批判は筋すじ違ちがいだ。

　弁護するつもりはさらさらないが、英えい雄ゆうの遺物を扱あつかう盗とう掘くつ者しやという俺おれの職業柄がら、グレイ・フラーブの伝承はよく知っている。

　グレイは己おのれの功績を自ら語ることはなかったとされている。むしろ、多くを救えなかったと卑ひ下げすらしている。世界を救ったなどと喧けん伝でんして持もて囃はやしたのは周囲や後世の者たちだ。

　そんな人格者めいた態度が、これまた偽ぎ善ぜん臭くさくて鼻に付くというのは否いなめないのだが。

　そのとき。




　──……！




「っ！」

　俺おれはすぐさま瓦が礫れきの物もの陰かげに逃にげ込こんだ。

　微かすかだが、誰だれかの声が聞こえた。

　追手の取とり締しまり官かんだろうか。さっき捕つかまったときは不覚にも発はつ掘くつ中に背後を取られたのだが、二度も同じ轍てつは踏ふまない。

　しかし、しばらく息を殺して様子を窺うかがっていると、不可思議な感覚に襲おそわれた。




　知っている。

　俺おれはこの声を知っている。




　どんな声こわ色いろかもよく分からなければ、何を言っているかまともに聞き取れもしない。だというのに、その声を『知っている』ということだけが強く認にん識しきできた。

　そしてそれは、ひどく馴な染じみ深ぶかい雰ふん囲い気きを帯びていた。

「……誰だれだ？」

　俺おれは物もの陰かげから少しだけ顔を出して囁ささやく。返事はない。

　商売上の知人はある程度いるが、俺おれにとって気心の知れた人間というものは存在しない。幼い頃ころから、本当に頼たのみにしてきたのは自分一人だ。

　それが、この声にはほんの少しも警けい戒かいする気になれない。

　俺おれはふらりと物もの陰かげから歩み出た。まるで光に誘さそわれる夜や蛾がのように、自然と足が声に引き寄せられていく。

　誰だれだ。

　聞こえる。

　俺おれを呼んでいる。

　昔からよく知っている誰だれかが。

　いつしか走り出していた俺おれは、一目散に声のする方へ向かう。

　導かれるままに辿たどり着ついたのは遺い跡せきの郊こう外がい。何もない開けた場所だ。砂に覆おおわれた地面に跪ひざまずき、俺おれは素す手でで地を掘ほり始める。

　生いき埋うめでもない限り、こんな地中に人がいるはずはない。

　だがしかし、声は確かにそこから響ひびいていた。

　掘ほり進すすめるうち、手の先に何かが触ふれた。硬かたい感かん触しよく。摑つかんで引ひき抜ぬけば、その正体が分かる。

　──杖つえ。

　大人の指先から肘ひじほどまでの長さ。鹿しかの角のように枝分かれした形状は一見するとただの木の枝のようだが、柄えの部分はしっかりと磨みがかれて手指に馴な染じむ形となっている。

　この杖つえは──……

　俺おれがその杖つえの正体に思い至る前に、どこからともなく明めい瞭りような声が響ひびいた。




『アランさん。私のことを、どうかよろしくお願いします』




　さっきまでの呼び声とは違う、知らない女性の声だった。

　そして俺おれが何かを答える暇ひまもなく、視界が真っ白な光に包まれた。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「……うぉっ!?」

　白い光に眩くらんでいた目が突とつ然ぜんに色しき彩さいを取とり戻もどした。

　一いつ瞬しゆんのことだったはずが、妙みように長いこと感覚を失っていたかのように思える。

　いったい今の出来事はなんだったのか。幻げん聴ちようと白昼夢が同時に襲おそってきたのだろうか。変な声に呼ばれるがまま地面を掘ほり返かえすとは。どんなに悪い酒を飲んだときでも、あんな意味不明な行動に走ったことはなかったと思う。

「ん？」

　そこで気付いた。

　俺おれのいる場所が、さきほどまでの遺い跡せきではなくなっていた。

　砂と石に風化した廃はい墟きよではない。立派な造りの建物に囲まれた細い路地である。

　しかも路地の先には大通りが見え、そこをたくさんの人間が往来している。とても寂さびれ果はてた遺い跡せきではありえない光景だ。完全にさっきまでと別の土地になっている。

　俺おれは頰ほおをつねる。

　痛みはあるから夢や幻げん覚かくではない。

　しかし、見知らぬ土地に瞬しゆん間かん移動するなど現実的に到とう底ていありえない。

　もしもこの状じよう況きようが夢でないと、合理的に説明できるものがあるとすれば──

「まさか、この杖つえ……？」

　俺おれは手の中にある杖つえを見た。ヴァリア遺い跡せきで、声に導かれるままに砂から掘ほり出だした代しろ物ものだ。

　形状に見覚えはあったが、改めて見ると間ま違ちがいない。

　鹿しかの角に似た枝分かれの形状。

　これは【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】グレイが愛用したとされる、世せ界かい樹じゆの杖つえそのものだ。歴史資料で絵図を見たこともあれば、教会で模造品が飾かざられているのを見たこともある。

　もしや切せつ羽ぱ詰つまったあの状じよう況きようで、俺おれはとんでもない宝を掘ほり当あててしまったのか。

　この杖つえが魔ま法ほうの力を宿していたのなら、瞬しゆん間かん移動はそれで説明がつく。世界から失われたはずの魔ま法ほうの力を今なお残していたとは驚きよう愕がくするばかりだが、さすがに大だい英えい雄ゆうの愛あい杖じようは桁けた外はずれの逸いつ品ぴんということか。

　俺おれは杖つえを握にぎったまま生なま唾つばを飲のみ込こむ。

　落ち着け。まだ浮うかれていい段階ではない。

　価値があまりに高すぎると、かえって売うり捌さばくのは難しくなる。盗とう掘くつというアウトローな生業の必然だが、下手な仲ちゆう介かい屋やに持もち込こんだら殺されて横取りされかねないのだ。

　グレイの愛あい杖じようともなれば価値は天てん井じよう知しらず。小国の予算に匹ひつ敵てきする額になるかもしれない。俺おれのような小物の命など、巨きよ万まんの富の前ではただの塵じん芥かいだ。

「とにかく慎しん重ちように売り先は選ばねえと……っていうかまず、ここどこだ？」

　心臓はこれ以上なく早はや鐘がねを打っているが、こんなときこそまずは冷静な行動が重要である。俺おれは上着の懐ふところに杖つえを隠かくし入いれ、可能な限りの平静を装よそおって大通りへと歩み出した。

　適当な街の看板でも見つけて、今いる場所を推測するつもりだったのだ。




　そんな俺おれの考えは一秒で砕くだかれた。




　大通りに出た俺おれの目に飛とび込こんできたのは、街の中から空に向かってそびえ立つ巨きよ大だいな塔とうだった。その高さときたら、頂上部は雲に覆おおい隠かくされて見えないほどである。

「な……？」

　俺おれは口を半開きにして目を見開く。

　こんな巨きよ大だいな建物は、今現在の世界のどこにも存在しない。かつてあったものとして、絵画の中にその姿を残すのみである。




　──ヴァリア魔ま導どう学院。




　千年前。魔法時代最高の魔ま術じゆつ師し養成機関とされる建造物が、現実のものとして俺おれの前にあった。
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「過去の世界……？」

　そんなことがあり得るのか。

　信じられないが、信じざるを得なかった。

　なにしろ荷車が普ふ通つうに空を飛んでいる。空に引かれた光の轍わだちを辿たどって、あちらこちらへ人や物が運ばれていくのだ。魔ま導どう学院らしき巨きよ塔とうに向かっても、雲を突つくような上層に向かって地上から轍わだちが何本も伸のびている。

　こんな素すっ頓とん狂きようなまでに非現実的な光景、魔ま法ほう以外には説明がつかない。

　しばらく通りの真ん中で呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた俺おれだが、大量の通行人に次々と肩かたをぶつけられ、慌あわてて正気を取とり戻もどした。

　事態はまったく理解できないが、懐ふところにしまった世せ界かい樹じゆの杖つえだけは死守しなければならない。スられてしまっては自殺モノと気を引ひき締しめ、警けい戒かいに周囲を睨にらむ。

　大通りに沿って立ち並ぶ商店の賑にぎわいは、気を抜ぬけば人波に流されてしまいそうなほどの混雑具合である。

　陳ちん列れつされている商品もまた凄すさまじい。食材を扱あつかっている店の肉や魚は、乾かん物ぶつでも塩しお漬づけでも燻くん製せいでもなく、なんと生のままだ。そのくせちっとも腐ふ臭しゆうを放っていない。

　俺おれの時代であればお大だい尽じんの食しよく卓たくにしか並ばないような逸いつ品ぴんだ。それが飛ぶように売れていく。

　見ているだけで俺おれの口には涎よだれが溢あふれ始めた。

　空すきっ腹ぱらに毒なので、俺おれは足を速めて食料の並ぶ店から遠ざかる。

　服ふく飾しよく店てん。書店。何を扱あつかっているかよく分からない店。

　俺おれの時代ではお目にかかることすら稀まれだった富ふ裕ゆう層そう向けの商売から、もはや概がい念ねんを理解すらできない店まで。ほんの数分歩いただけであらゆるものが視界に飛とび込こんでくる。

　この一角を眺ながめただけでも『魔ま法ほう時代こそが人類史の最さい盛せい期きだった』という言説に頷うなずけた。あらゆる物の豊かさが、魔ま法ほうの失われた未来──俺おれのいた現代と隔かく絶ぜつしている。




　そしてもう俺おれは早々に、元の時代に帰ろうという気を完全になくしてしまった。




　もともと、盗とう掘くつ者しやなどというロクでなしの身である。金もなければ家もない。当然、待つ家族も友もいない。食うに困る貧しい時代に、誰だれが好き好んで帰るものだろうか。

　相変わらずどういう状じよう況きようなのかはさっぱり分からないが、これまでよりマシな暮らしを送れるなら過去だろうが未来だろうが関係ない。

　そのために俺おれがやるべきことは、奇くしくも今までと何一つ変わらない。金かね稼かせぎだ。

　ジャケット越ごしに懐ふところの杖つえの感かん触しよくを確かめる。

　最優先すべきは信しん頼らいできる買い手探しだ。盗とう掘くつ品ひんの売買にはかなり気を遣つかう。俺おれの身の安全を保証してくれつつ、相応の取り分を呈てい示じしてくれる相手──果たして飢うえ死じぬよりも先に見つけられるだろうか。

「……ん？　待てよ」

　ふと気付く。

　よく考えたらこの時代において、俺おれが掘ほり出だした杖つえは『盗とう掘くつ品ひん』ではないのだ。誰だれから盗ぬすんだわけでもない。未来の世界から持もち込こんできた、れっきとした俺おれの所有物である。

　ならば、わざわざ危険の伴ともなうアウトローな流通経路を探す必要はない。

　旅の商人として堂々と胸を張って、真っ当な大おお店だなや商会に買い取りを依い頼らいすればいい。もちろん、立場の違ちがいがあるから取り分は大おお幅はばに譲じよう歩ほを迫せまられるだろうが、それでも一生遊んで暮らせる額は貰もらえるに違ちがいない。

　なにしろこの世せ界かい樹じゆの杖つえは、大だい英えい雄ゆうグレイの愛用した最強の杖つえである。骨こつ董とう品ひん的な扱あつかいの未来と違ちがって、この時代なら実用性に満ちた最高の武器だ。逸いつ話わによれば、彼かの女じよが杖つえを全力で振ふるえば山すら消し飛ばすことができたともいう。

　どれだけの価値評価が付くか想像もできない。

　俺おれの足取りは一気に軽くなった。

　無事に売ばい却きやくして大金を手に入れられたら、まずは腹はら一いつ杯ぱい美う味まい飯を食おう。さっきの肉や魚を飽あきるほど貪むさぼってやる。それから、まともに屋根と壁かべのある家も欲ほしい。

　大通りを賑にぎやかな方向へとひた走る。

　幸いにも、大通りを歩く人々の言葉はしっかり聞き取れる。客寄せをしている店主たちの声も、内容ごと理解できる。言語が現代とそこまで変わっていないのか、はたまた時間遡そ行こうした際に何かしらの力が働いたのか。いずれにせよ、好都合である。

　街の看板を埋うめ尽つくす旧代文字も、ある程度は雰ふん囲い気きで分かった。文ぶん献けんや歴史資料で幾いく度どとなく見てきたことに加え、おそらく文法の基本も俺おれの時代とそう変わっていない。店探しには十分だ。

　夢の一いつ獲かく千せん金きん。富ふ豪ごう暮らし。降って湧わいた幸運に、俺おれは笑えみが浮うかぶのを抑おさえられなかった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「ただの木の枝ですな」

「は？」

　意い気き込ごんで駆かけ込こんだのは、大通りがいくつも交差する街の中心部に看板を掲かかげた大商会である。出入りする人々の言葉を聞いたところ『エスベル商会』という名で、各地に支部を持つ正しよう真しん正しよう銘めいの大おお店だならしい。

　盗とう掘くつがらみの裏商人と違ちがって取引の道理は通すだろうし、代金の支し払はらい能力にも不安はない。そう判断し、満を持して乗のり込こんだ俺おれは──

「……は？」

　商会の門前で硬こう直ちよくしていた。

　査定を頼たのみたいと言って、世せ界かい樹じゆの杖つえを見せてから僅わずか二秒のことである。客の受付と警備を兼かねているらしい壮そう年ねんの男性は、敷しき地ちの門前に立ちながら哀あわれむような顔で俺おれを見ている。

「残念ですが、正式な査定をするには及およびません。魔ま杖じようというのは神秘性の高い素材を用い、魔ま法ほうの増ぞう幅ふく装置としたものです。しかしその杖つえは、ただの木の枝に柄えを付けただけのものです。魔ま力りよくも一いつ切さい宿っていませんし、とても売り物にはなりません。お引き取りください」

　読めた。

　価値がないと言い張って安値で買かい叩たたく交こう渉しよう術じゆつだ。ここから「しかし特別に、安値であれば買い取ってあげましょう」と恩着せがましく値切ってくるのだ。そうに違ちがいない。

　しかし商会の男性は、それ以上の話を続けるつもりはないようで、普ふ通つうに踵きびすを返かえしてその場を去り始めた。

　これにはさすがに俺おれも慌あわてる。

「ま、待った。もっとよく調べてみてくれ。これは間ま違ちがいなくすごい杖つえのはずなんだ」

「最近ではこういう粗そ悪あくな杖つえもどきを、未熟な商人に売りつける詐さ欺ぎが流は行やっていましてな。見たところあなたは、魔ま具ぐを扱あつかう商人としての基き礎そもできていない。これを勉強と思って、一から精しよう進じんなさった方がいい」

　こちらの嘆たん願がんに応じることなく、男は一礼して門の奥おくへと引ひっ込こんでいった。がしゃんと閉じられた門の金属音が耳に重い。

　俺おれは背筋に冷たい汗あせを流しつつも、なんとか心を落ち着ける。

「まだだ。今のおっさんの目が節穴だっただけかもしれん……。次だ次。他にも商会っぽいところあったし、そこに行けば……」

　思考を前向きに切きり替かえ、やや離はなれた別の商会に持もち込こむことを決める。

　しかして結果は、

「木の枝ですね」

「んなっ……！」

　今度も門もん前ぜん払ばらい。来客の対応に出てきたのは眼鏡の若い女性だったが、こちらを哀あわれむような表情は、さっきの壮そう年ねん男性とほとんど同じだ。

「こうした品を摑つかまされたことには同情いたしますが……その失態も商人としての糧かてでございます。どうか次は良き取引ができることを祈いのっております」

「違ちがうんだ。これはたぶん特とく殊しゆな杖つえで」

「失礼いたします」

　取り付く島もなく、二軒けん目も撃げき沈ちんしてしまった。

　ここから俺おれは次し第だいに手段を問わなくなる。

　大商会から格を落とし、問屋じみた装よそおいの小さな商会を訪ねる。あっさり追い返される。

『よろず買い取り』を謳うたう雑貨屋じみた店に飛とび込こみ、強こわ面もての旦だん那なに「うちをゴミ屋と勘かん違ちがいしてんじゃねえぞ」と蹴けり出だされる。

　数時間が経たって空が夕焼けに染まる頃ころには、俺おれの心はすっかり萎なえていた。

　断じて何かの間ま違ちがいである。

　この杖つえが、遥はるか千年の時を越こえさせたことは事実なのだ。それがただの木の枝であるはずがない。あまりにも規格外の杖つえであるがゆえに、そんじょそこらの商人には価値を見み抜ぬけていないだけだ。

　そう自分を慰なぐさめてはみるが、価値を分かってくれる人間がいなければ売うり捌さばきようもない。

　既すでに十数軒けんの商会や商店を行あん脚ぎやした俺おれは、疲ひ労ろうにふらふらと揺ゆれながら街中を放ほう浪ろうしていた。

　今日は朝からほとんど休めていない。正確には千年後の今日の朝から。言い回しの意味が分からなくて一人で笑い、頭まで限界に達しつつあることを静かに悟さとる。

「ちくしょう。誰だれかこの杖つえの価値を分かってくれる奴やつは……」

　誰だれでもいい。

　誰だれかこの杖つえの価値を分かってくれる人間が一人でもいれば。

　価値の分かる人間。

　そこで俺おれは、弾はじかれたように視線を振ふり上あげた。

　未いまだに賑にぎわいを見せるヴァリアの街。その中央にそびえているのは、夕焼けを受けて赤く染まるヴァリア魔ま導どう学院の巨きよ塔とう。

　──そうだ。いるじゃないか。

　なぜ最初に思いつかなかったのか。世界の誰だれもこの杖つえに価値を認めずとも、ただ一人だけ例外がいる。

　この杖つえを相棒として世界最高の魔ま術じゆつ師しに上のぼり詰つめた張本人。【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】グレイ・フラーブその人が。

　思いついた瞬しゆん間かん、俺おれは学院の塔とうに向かって全速力で駆かけた。

　今の時代が正確にいつなのかは分からない。グレイが学院に在ざい籍せきしていたのは、ごく僅わずかな期間であったとされている。

　入学試験を首席で突とつ破ぱし、ごく短期間ですべてを学び終えるや、世界を救う旅に出た──というのが伝承だ。

　今このとき、あの学院にグレイが在ざい籍せきしているかは分からない。だが、会える可能性があるなら向かうしかない。

　そして、どんな手を使ってでもこの杖つえを売りつけるのだ。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　学院の外周は部外者の侵しん入にゆうを阻はばむためか、城じよう壁へきのような高い石いし垣がきで囲まれている。ただ、ある程度の間かん隔かくで通用門が設けられており、俺おれが向かったのはそのうちの一つだ。

「おーい！　ちょっといいか!?」

　手を振ふりながら門番に叫さけぶ。門を護まもっているのは槍やりを持った二人の門番だった。

「本校に何の用件だ？」

「いきなりで悪い。ちょっと聞きたいんだけど、この学校にグレイ・フラーブって奴やつはいるか？　俺おれは旅の商人で──そいつに急用があって来たんだ」

　息を切らしながら俺おれは尋たずねた。

　敬語を使おうかとも一いつ瞬しゆんだけ考えたが、俺おれの敬語は官憲や闇やみ商人向けに磨みがいてきたせいか、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいをこじらせた独特の卑ひ屈くつさがある。かえって悪印象を与あたえかねないので、やむなく普ふ通つうの言こと葉ば遣づかいを選ぶ。

「グレイ・フラーブ？」

　俺おれの質問に対し、二人の門番は顔を見合わせて怪け訝げんな表情となる。

　これはもしや。

「……いないのか？」

　俺おれは半ば覚かく悟ごする。

　そうそう都合よくあの【銀ぎん月げつ】グレイと同じ時代に来られるわけはなかったか。

　だが、門番から返ってきた反応は予想外のものだった。

「いいや。グレイ・フラーブならいるにはいるが……」

「本当か!?」

「しかし旅の商人が用事？　どんな用事なんだ？」

「どうしてもそいつに見せたい商品があるんだ。無理に買ってもらわなくてもいい。怪あやしいと思うなら、あんたたちがこの場で立ち会ってくれてもいい。いらないって言われたら潔いさぎよく帰る。誓ちかって押おし売うりじゃない。だから、グレイにどうしても会わせて欲ほしい」

　地面に膝ひざをついて俺おれは頭を下げた。どんな恥はじでも承知の上。かのグレイに会うことさえできれば、きっとその場でこの杖つえの真価を見み抜ぬいてくれるに違ちがいない。

「まあ、そこまで言うなら……呼んでやるか？」

「いいんじゃないか」

　門番二人は顔を見合わせて、一人が通用門脇わきの詰つめ所しよに戻もどっていった。何かを口に当てて喋しやべっている。大型建築などにある伝声管に似ているが、あれで校内と連れん絡らくを取っているのだろうか。

　なんであれ、グレイとの面会が叶かなうとあり、俺おれの緊きん張ちようが僅わずかに緩ゆるむ。

「いやあ、それにしてもやっぱりグレイって有名なんだな」

　ついさきほど、門番は生徒の名めい簿ぼなどをいちいち確かく認にんせずとも、グレイがこの学校にいると教えてくれた。これだけ巨きよ大だいな学院であれば生徒も莫ばく大だいな数いるはずだ。それにも関わらず即そく座ざに回答できたということは、生徒の中でも際きわ立だった存在であるということだ。

　と、ここでなぜか門番は複雑なトーンで返事をしてきた。

「ううむ。確かに有名人といえば有名人ではあるが……」

　いやに歯切れが悪い。

　やはり天才というものは理解されづらいところがあるのだろうか。入学間もなく上級生や教師たちをもたちどころに凌りよう駕がしてしまったというし、周囲からあまりよく思われていないのかもしれない。

　まあ、関係ない。

　実物のグレイがどんな人間関係を抱かかえていようと、杖つえを買ってくれるならそれでいい。

　もしかすると、まだ学生の身分ならすぐに大金は用意できないかもしれない。

　その場合は手付金だけを取り急ぎ払はらってもらい、残りは出しゆつ世せ払ばらいも検討してやった方がいいか。なにしろ相手は将来の成功を約束された大だい英えい雄ゆうだ。恩を売っておいて損はない。

　そうしてしばらく待っていると、ついに念願の時が訪おとずれた。




「お待たせしましたぁ～っ！　お掃そう除じですか？　買い出しですか？　それとも小物の修しゆう繕ぜんですか？　ぜひぜひこの私、スーパー小間使いのグレイ・フラーブになんでもお申し付けくださぁーいっ！」




　煌きらびやかな笑え顔がおを浮うかべながら、すごい勢いで校内の敷しき地ちを走ってきたのは、薄うす汚ぎたないエプロンに三さん角かく巾きんを身に着けた少女である。

　目と髪かみの色は、歴史書に記されている『宝ほう飾しよく品ひんのように輝かがやく白銀色』──とはとてもいえない。第一印象はどちらかというと『焚たき火びの燃えカスみたいな鈍にぶい灰色』である。
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　いいや、そんな風ふう貌ぼうはどうでもいい。

　それよりも今この少女、聞き捨てならないセリフを怒ど涛とうの勢いで連発したように思う。

「……掃そう除じ？」

「はいはい！　どんな雑用でも、このスーパー小間使いにお任せあれ……って門番さん。こちらはどなたですか？」

「さっきの呼び出しのときに言ったろう。清せい掃そうの仕事じゃない。この旅商人さんがあんたに折り入って用事なんだと」

　ここで俺おれは「待ってくれ」と掌てのひらを突つき出だした。

「ちょっと整理させてくれ……ここにいるグレイさんは、生徒じゃないのか？」

「ああ。ただの校内雑務の小間使いだよ」

　希望に満ちていた俺おれの心があっという間に暗あん澹たんたるものになる。

「あの、門番さん。俺おれが探してたのはこの小間使いのグレイさんじゃなくて」

「はあ」

「入学試験を首席合格して、飛び級卒業できるほど成績優ゆう秀しゆうで、あっという間に教師全員より強くなった──そんなグレイ・フラーブっていう天才生徒はいないのか？」

「まさか。そんなとんでもない生徒がいたら、小間使いより先に思おもい浮うかんでるよ」

　ははは、と門番は大笑する。

　俺おれはその場に蹲うずくまって頭を抱かかえた。

　ぬか喜びだった。同どう姓せい同名の別人という可能性も考えてしかるべきだった。もう何もかも踏ふんだり蹴けったりだ。最悪だ。

「すいません。人ひと違ちがいだったんで失礼します」

　俺おれは落らく胆たんとともにその場から立ち去る。本物のグレイがいないなら学院に用はない。地道に杖つえの価値が分かる人間を探すまでだ。

　早足で学院から遠ざかる。

　杖つえが売れるまで当面の寝ね床どこと飯はどうするか、そんなことを考えながら歩いていると──




　くい、と背後から服を引っ張られる感かん触しよくがあった。




「ん？」

「あの……つかぬことをお伺うかがいするのですが、さっきの話……どこで聞いたんですか？　首席の天才生徒のグレイ・フラーブという……」

　振ふり返かえってみれば、そこにはさっきのグレイもどきの小間使い少女が立っていた。ダッシュで追いかけてきたのか、息を荒あらく弾はずませている。

　未来の伝承だなどと言っても無む駄だでしかないので、俺おれはしらばっくれる。

「さあ、どこだったかな。どこかでそんな噂うわさを聞いただけだよ」

「待ってください！」

　適当に誤ご魔ま化かして去ろうとしたが、なぜか少女は凄すさまじい剣けん幕まくで俺おれの両りよう肩かたを鷲わし摑づかみしてきた。

「わ、私の様子を見に来たんですよね？　村の人たちからの依い頼らいですか……？」

「はあ？」

　言葉の意味が分からず俺おれが訝いぶかっていると、少女はぴょんと跳はねて勢いよくその場に土下座をかました。

「ごめんなさい！　さっきの天才首席って話は……私が故郷に送った手紙の内容は、ぜんぶまるっきりのデタラメなんです！　最下位で入試に落ちて入学すらできなかったなんて、とても故郷のみんなに言えなくて……！」




　　　　　　　　　　　　　　　＊





【国宝指定遺物：グレイ・フラーブの手紙】

　グレイ・フラーブの出身地とされる地域で発はつ掘くつされた書簡。彼かの女じよがヴァリア魔ま導どう学院に在ざい籍せきしていた際、郷里の親族に向けて書いた個人的報告が主たる内容となっている。

　彼かの女じよの在学中の偉い業ぎようは、この文書を一次資料として語られており──






「……デタラメ？」

「はい申し訳ありません心から反省してますだけど悪気はなかったんです故郷のみんなを喜ばせたい無む垢くな一心からの行動だったんです動機だけでいえばそんなに悪いことではないと思うんですここであなたが黙だまって見み逃のがしてさえくれればみんな幸せで誰だれも悲しまない最高の結末になるんですどうかそのあたりご理解を」

「ちょっと黙だまっててくれ」

　迫はく真しんの早口でこちらを拝おがみ倒たおしてくる小間使いの少女──グレイの眼前に掌てのひらを突つき出だして、俺おれは本格的に当とう惑わくする。

　未来の世界では最上級の遺物として扱あつかわれ、学生時代のグレイの逸いつ話わの大きな根こん拠きよ資料となっていた故郷への私信。それがこの目の前の小間使いの少女が書いた、自じ己こ顕けん示じ欲よくを満たすためだけのデタラメ文書であると？

　信じがたい。

　信じたくない。

　あまりの急展開に俺おれが硬こう直ちよくしていると、グレイが痺しびれを切らしたように詰つめ寄よってきた。

「──いくらですか？」

「は？」

「いくら払はらえば故郷のみんなにこの件を黙だまっててもらえますか？」

　グレイの息はますます荒あらく、灰色の目は血走り始めている。

　あまりの必死さにこちらの方がかえって情けなくなってきた。こんなのが遥はるか未来にまで語かたり継つがれていた大だい英えい雄ゆうの正体なのか。

　現時点では名前以外に一いつ切さいの共通点を見み出いだせない。逸いつ話わはデタラメだったし、外見も『長ちよう髪はつ』で『絶世の美女』という聖像の姿とは似ても似つかない。灰を被かぶったような癖くせ毛げは後ろで編まれているが特別長いわけではなく、もちろん絶世の美女でもない。顔かお貌かたちだけを見れば整った部類には入るのだろうが、買収を試みる薄うす汚ぎたない表情のせいで今は見る影かげもない。

　凄すさまじいまでの虚きよ無む感かんが俺おれにのしかかってくる。

「……口止め料なんかいらん。そもそもお前の故郷なんか知らんし、告げ口する気もない。さっさと失うせろ」

「ま、ま、そう言わず」

　背を向けようとした俺おれの手を取り、グレイが何かを握にぎらせてくる。

　──十数枚の銅貨だった。

「あのな……だから俺おれは脅おどすつもりはないって」

「はい受け取りましたね？　たった今受け取りましたね？　もうこれで交こう渉しよう成立ですよ？　あなたがチクったら、脅きよう迫はくされてお金を奪うばい取とられたって告発しますからね？　それが嫌いやならおとなしく私の天才首席エピソードを故郷に伝えてくださいね？」

　クソみたいに陰いん険けんな笑えみを浮うかべてくるグレイ。

『高潔にして極きわめて謙けん虚きよな人物』なんて伝承とはあまりにもかけ離はなれている。記した歴史家は地じ獄ごくで火に炙あぶられて反省すべきだと心から思う。

　握にぎらされた金がひどく不ふ愉ゆ快かいだったので、俺おれは銅貨を遠くに投げ捨てた。

「あーっ！　私の一日分のお給料がぁっ！」

　慌あわてて拾いに走っていくグレイ。その間に俺おれは逆方向へと走る。

　正直いって今この状じよう況きようで目先の銅貨は喉のどから手が出るほどに欲ほしかった。

　しかし、どうしてもこの小こ娘むすめから金を受け取る気にはなれなかった。

　それでも金かね惜おしさの躊ちゆう躇ちよで一度だけ振ふり返かえってみたが、這はいつくばって銅貨を拾い集めているグレイの背姿が目に入り、失望感であらゆる意欲が失うせた。

　──所しよ詮せん、高名な英えい雄ゆうサマの正体なんてこんなものだ。

　結局そのまま俺おれは、薄うす暗ぐらい街の路地裏へと逃にげ込こんだ。
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　グレイの正体の件では死ぬほど落らく胆たんした俺おれだったが、それとは別に嬉うれしい誤算もあった。

　それは、この時代の豊かさが俺おれの想定を遥はるかに越こえていたことである。

　路地裏のゴミ捨て場を一ひと漁あさりしてみれば、衣服だろうが食料だろうが何でも出てくる。どれもゴミどころか、俺おれのいた時代なら売値が付くほどの品々だ。

　肉や魚を売っていた店なんかは、食しよく糧りよう調達では穴場中の穴場だった。店の裏手に蓋ふた付きのゴミ箱が置かれていたのだが、そこを開けば宝の山である。

　多少傷んで腐くさりかけているものばかりだが、そんなものは十分に火で焼けばどうとでもなる。

　そんな事情もあり、俺おれの機き嫌げんはだいぶ好転していた。

「しっかし、これを俺おれ以外に漁あさる奴やつがいないのが信じられんな……」

　グレイとの邂かい逅こうから一夜が明け、拾い集めてきた腐くさり肉を河原で石焼きにしていた。

　未来では水気もない枯かれ果はてた遺い跡せきと化していた魔ま導どう都市・ヴァリアだったが、この時代では街を縦断するように大河が流れている。しかもそこを行き来する船は、帆ほもなしに自由自在に水上を走っている。中には幽ゆう霊れい船せんのごとく無人で運行しているものすらある。

　俺おれが当面の根城に選んだのは、その大河にかかった橋の真下だ。

　近きん隣りんをゴミ漁あさりの穴場に恵めぐまれ、かつ雨風を凌しのげるこんなスポットは、普ふ通つうなら浮ふ浪ろう者しやたちが争そう奪だつ戦せんで陣じん取とりを繰くり広ひろげる場所である。場合によっては流血沙ざ汰たもあり得る。

　だというのに、俺おれ以外は誰だれもここで暮らしている様子がない。

　これも魔ま法ほうという技術の恩おん恵けいなのだろう。

　仮に杖つえがしばらく売れずとも、この環かん境きように来られただけでかなりの幸運といえる。歴史が正しければ、この時代から遠からずして魔ま法ほうが失われるそうだから、決して安あん泰たいとはいえないが。

　そうこうしているうちに肉が焼けてくる。

　腐くさりかけとはいえ、俺おれの時代では上物の中の上物だ。久方ぶりのご馳ち走そうを味わって存分に英気を養うとしよう。

　焦こげる寸前まで火を通した肉を、ゴミ捨て場で拾ったナイフに一ひと刺さし。あとはもう食べるだけという矢先──

「やっと見つけたぁ……見つけましたよぉ……」

　地の底から這はいあがってくるような、怨おん念ねんじみた声がした。

　はっとして俺おれが背後を振ふり向むくと、昨日と同じく薄うす汚ぎたないエプロン姿のグレイ・フラーブがそこに立っていた。

「な、何の用だお前。俺おれは別にチクったりしないって言っただろ」

「信用できません。あの首席エピソードを知っていたなんて、どう考えても村からの回し者に決まってます。それ以外に考えられません。この私に噓うそは通じません」

　しくじったな、と舌打ちする。

　グレイの疑いは当然のものではある。

　故郷宛あての手紙の内容なんて、普ふ通つうはそれを見た親類縁えん者じやしか知り得ない。その内容を完かん璧ぺきに知っていた俺おれを、そうした者たちからの回し者と捉とらえるのは無理のない話だ。

　俺おれはため息をついて、

「じゃあ何しに来たんだ？　また買収に来たのか？」

「いいえ、あなたがお金で動く人間でないということは昨日分かりました。だから今日は買収ではなく真しん摯しな説得に来たんです」

　面めん倒どう臭くさいことになってきた。

　こんな奴やつに付つき纏まとわれることになるなら、昨日の銅貨を受け取って口くち封ふうじに同意しておけばよかった。落らく胆たんの勢いきおいで断ったが、基本的に俺おれは金で動く人間である。

　グレイは指をぴんと立てて俺おれに尋たずねてくる。

「商人さん。あの手紙ですが──なぜ私があんな内容を書いたかお分かりですか？」

「見み栄え張はるためだろ」

　それ以外にない。俺おれは焼けた肉をナイフで食いながら雑に答える。

「いいえ、違ちがいます。私が涙なみだを吞のんでまで故郷のみんなを噓うそで騙だましたのには、極きわめて深く重大な理由があるんです」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、熱い感情を込こめた風にグレイは何度も頷うなずいた。昨日、狼狽うろたえながら俺おれに言い訳をしてきたときは、そんな立派な理由がある風には露つゆほども見えなかったが。

　そしてグレイはえへんと胸を張って宣のたまう。

「私、将来的にすごくビッグになると思うんです。だから、こんなところで田舎いなかに帰されるわけにはいかないんです」

　断じて未来を見通した発言ではない。

　どこからどう聞いても、ただの自惚うぬぼれた馬ば鹿かの妄もう言げんだった。

「私は大器晩成型なんです！　今は……そう！　いうなれば今は下積み期間というやつで！　とにかくここで実家にチクられたら、娯ご楽らくもない田舎いなかに強制送そう還かんで延々と畑仕事をやらされるんです！　そうなっては故郷に錦にしきを飾かざれなくなるじゃないですか！」

　俺おれはもう肉を食う方に意識を傾かたむけていたが、グレイはひたすら熱弁を続けている。

　曰いわく「私の才能をここで枯からせてはならない」「見切りを付けるには時期尚しよう早そう」「いつか首席を取るからあの手紙も噓うそではない」「前まえ倒だおしで予定実績を書いただけ」「むしろ正直者といって過言ではない」「有言実行の極きよく致ち」など。

　愚おろかな発言の見本市みたいだな、と俺おれは思う。

「分かった分かった。お前の説得は心によく響ひびいた。引き続きどうぞ好きに頑がん張ばってくれ。俺おれはチクったりしないから」

「ダメですよ信用できません！　絶対チクるつもりでしょう！」

「だからチクらないって言ってるだろうが！」

　堂どう々どう巡めぐりの言い争い。

　いっそ本当に密告してやろうかとも思う。だが、あいにくと俺おれはこの時代の地理にも交通にも詳くわしくない。グレイの出身の村を探し当てるのは難しいし、当てつけのためだけにわざわざ行くほど暇ひまでもない。

「噓うそつかないでください。チクるつもりがないなら、どうしてわざわざ学院で私を呼び出したんですか？　村の人から様子を見て来いって頼たのまれたんですよね？」

「それは……」

　少し言葉に迷う俺おれだったが、やがて言い訳を思いついた。

「分かった。白状するよ。実はこの街に来る前、確かにお前の地元の村に寄ってきた」

「じゃあやっぱり！」

「まあ待て。話を最後まで聞け」

　盗とう掘くつ者しやは発はつ掘くつ品ひんの価格交こう渉しようをするのも仕事のうちだ。闇やみ商人たちの手練手管の話術と比べれば、こんな小こ娘むすめを適当に騙だますくらいわけはない。まあ、世慣れの差というだけで、実際の歳としの差はそこまでなさそうではあるが。

「村でお前の首席話を聞いたのは事実だ。だけど、様子見の依い頼らいなんてされてない。ただ長ったらしい自じ慢まん話をされただけだ。『娘むすめが魔ま導どう学院の首席になってるんです』ってな。疑ってる奴やつなんて誰だれもいなかったよ」

「えっ？」

「それを聞いて俺おれは、将来有望な首席様に商品を売うり込こみに来たわけだ。ちょうど凄すごい品物を仕入れて、売り先を探してたからな」

　露ろ骨こつにグレイが弛し緩かんしきった表情になった。

　よし、これで厄やつ介かい払ばらいができそうだ。

「だから、俺おれは純じゆん粋すいに商売をしにきただけなんだ。首席ってのが噓うそだったのはガッカリだが、それなら別の売り先を探す。わざわざお前の地元に戻もどってチクるなんて無む駄だなことはしない」

「なぁ～んだ。そうだったんですかぁ。それならそうと早く言ってくださいよぉ～」

「あんな安い噓うそに担かつがれたなんて軽々認めたら、商人にとっちゃ恥はじだからな。できれば言いたくなかった」

　これで解決。この駄だ目めグレイともおさらばだ。

「じゃあその凄すごい品物とやらを見せてください。ぜひ売ってください」

「……はあ？」

　一件落着と思いきや、いきなりグレイは素すっ頓とん狂きようなことを言い出した。

「お前、ただの小間使いだろ？　商品を買えるような金があるのか？」

「そこは一つ出しゆつ世せ払ばらいでよろしくお願いします。私はじきに本物の首席になる人間ですから、ここで投資しておいて損はないですよ」

　ダメだ話にならん。そう吐はき捨すてかけて、俺おれは思おもい止とどまった。

　いや、さっきからこの女は異様に自信過か剰じようすぎないか？

　客観的には虚きよ言げん癖へきの駄だ目め人間としか見えないが、実際後世に名を残しているのだ。もしかすると本当にここから人生を一発逆転するような才能を秘めているのかもしれない。

　学院の入学試験に最下位で落ちたというのも、あまりに規格外すぎて試験官たちがその力を評価しきれなかった可能性がある。

　減るものでもないし、とりあえず杖つえを見せるだけならいいだろう。

「分かった。特別に見せてやろう。この杖つえだ」

　俺おれは懐ふところから世せ界かい樹じゆの杖つえを取り出す。これまであらゆる店で木の枝呼ばわりされてきたが、果たして真の所有者たるグレイの評価はいかに。

「おお！　この杖つえがその秘蔵の逸いつ品ぴんなんですね！　どんなところが凄すごいんですか!?」

　食い付いた。今まで生気のない目で「木の枝ですな」と告げてきた商人たちとは違ちがう。灰色の瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせ、興奮気味に杖つえを見つめている。

　なるほど、見る目はあるようだ。

　俺おれは歴史伝承にある世せ界かい樹じゆの杖つえの知識を記き憶おくから呼び起こす。

「この杖つえはそんじょそこらの杖つえとはまず材質からして違ちがう。あらゆる生命の原初とされる、世せ界かい樹じゆの一ひと枝えだをそのまま杖つえに切り出したものだ」

「世せ界かい樹じゆ……！　聞いたことはないですけどなんか凄すごそうな樹きですね！」

「帯びた魔ま力りよくは普ふ通つうの杖つえを億万本集めたところで及およばない。まさに世界最強の杖つえだ」

「世界最強！」

「しかるべき使い手が握にぎれば、山を消し飛ばすことだって不可能じゃない」

「なっるほど！　つまりその使い手が私ってことですね！　じゃんじゃん消し飛ばしますよ山とか！」

　ぱちんと指を弾はじいてテンションを上げるグレイ。

　ここで一いち抹まつの不安がよぎる。

　今までの商人たちと違ちがって、俺おれの話を否定せずに信じてくれることは有あり難がたい。しかし。

　──単にこいつ、説明を鵜う吞のみにしているのでは？

　見る目がなさすぎてこちらの情報を一から十まで信じているだけの気がしてきた。

　何より反応がいちいち馬ば鹿かっぽい。知性を感じない。

「ね！　お願いします！　ちょっとだけ！　ちょっとだけ使わせてみてくれませんか!?」

「は？」

「そんなに凄すごい杖つえだというなら、ぜひ一度試ためし振ふりさせてください！」

　そこでグレイが勢いよく頭を下げてきた。

　まあ、こいつが本物かただの馬ば鹿かかを確かめるには、それが一番手っ取り早い。振ふらせてみて本当に何か凄すごい力を発揮できたら売買交こう渉しように入ればいい。

　そっと杖つえをグレイに差し出す。

「汚よごしたり壊こわしたりはするなよ」

「気を付けます！」

「あと山を消すような魔ま法ほうは撃うつなよ」

「もちろんですよ。心配しなくても手加減くらいちゃんとしますって～」

　得意げに鼻を擦こするグレイは、既すでに超ちよう威い力りよくの魔ま法ほうを放てると信じて疑っていないようだ。

　俺おれの手から杖つえをさっと奪うばい取とったグレイは、喜々としてそれを天に掲かかげた。そこだけはちょっとだけ聖像のポーズと似ていた。

　実はグレイの魔ま法ほうについて、どんなものだったか詳しよう細さいは伝わっていない。いいや、伝わりすぎていて逆に分からないのだ。後世の作家や吟ぎん遊ゆう詩し人じんが『グレイはこんな魔ま法ほうが使えた』と後付けを繰くり返かえしたせいで、もはや全知全能の存在のように語られている。

　果たして真相の程ほどはいかに。

「はぁーっ！　出いでよ炎ほのおぉーっ！」

　いきなりグレイが奇き声せいを上げた。

　川に向かって杖つえを構え、腹の底からの大だい音おん声じようで叫さけび始めたのだ。




　杖つえからは、炎ほのおどころか煙けむりの一筋も出ない。




「噴ふき上あがれ水ぅーっ！」

　今度は杖つえを振ふり上あげて川の水に命じるように叫さけぶ。水面は何も変わらずただせせらいで流れるばかり。

「吹ふき荒あれろ風ぇ！　風！　暴風ーっ！」

　とうとう謎なぞの儀ぎ式しきめいた踊おどりを始めるグレイ。

　寒気を伴ともなう風がその場をぴゅうと吹ふき抜ぬけるが、これはたぶんグレイが呼んだものではない。

　何一つとして、魔ま法ほうと呼ぶに足る不可思議な現象が起こる気配はない。

　その後もしばらく奇き行こうを続けたグレイは、やがて疲つかれ果はてた様子で俺おれに杖つえを差し返してきた。

「ふう。まったくダメですね。たぶん壊こわれてますよこの杖つえ」

　おそらく杖つえだけの問題ではないことは、素しろ人うとの俺おれにも容易に推察できた。

「お前、あれだけ大口叩たたいて……」

「ばっ、馬ば鹿かにしないでください！　あくまで杖つえのせいです！　あと、今日はちょっと調子悪いような気が……かーっ！　残念ですねーっ！　いつもならもっとすごい技わざを披ひ露ろうできたんですけどねーっ！」

　こいつ噓うそが下手だな、と俺おれは思う。

　故郷への手紙にしても噓うその限度というものがある。こちらが哀あわれみの視線を送っているのに気付いたか、グレイも目を逸そらして口ごもる。

「そ、そうだ！　名めい誉よ挽ばん回かいに他の魔ま法ほうをお見せしましょう！　得意中の得意技わざがありまして！」

「得意技わざぁ？」

「はい。魔ま力りよくを身体からだに流すことによる身しん体たい強化です。世間一いつ般ぱんでは初歩中の初歩と言われていますが、これこそまさに魔ま法ほうの神しん髄ずい。初歩にして究極の技わざです。それを得意とする私は一流の魔ま術じゆつ師しといって過言でないでしょう」

　そう言ってグレイは川辺から何かを拾ってきた。それなりの太さがある流木である。

　それを両手で握にぎりしめるや、

「みなぎれ腕わん力りよく！　うぉおらぁあーっ！」

　プルプルと震ふるえながら、渾こん身しんの力で流木をへし折ろうとし始めた。

　しかし木は僅わずかに撓たわむだけで、一向に折れる気配はない。

　次し第だいにグレイは流木に対して膝ひざ蹴げりをも繰くり出だし始める。

　最終的には、河原の岩に何度も叩たたきつけまくってようやく折ることに成功。

　その間の俺おれはといえば足で土を掘ほって、肉を焼いた火の始末をしていた。

「ほら見ましたか折れましたよ！　何を隠かくそう、この腕わん力りよく強化は前にたった一度だけ成功したことがあって」

「一度？」

「あっ」

　俺おれはただ呆あきれて傍ぼう観かんしているだけだったが、グレイの方が勝手に語るに落ちた。折れた木で目元を隠かくしながらグレイが俯うつむく。

「あ、あのですね。まあ平たくいえば、まだ私はこれからの伸のびしろが大きいということで」

「本当に何も使えないのか？　魔ま法ほうを？」

「使えることがあったりなかったり……今までには一度だけ……」

　もう検証は十じゆう分ぶんだった。

　昨日からぬか喜びが続いていたから、今回はそこまで落らく胆たんもない。どうせこんなものだ。

「いいからもう帰れ。俺おれは忙いそがしいんだ」

　方便ではない。杖つえをすぐに換かん金きんできないと分かった以上、他の稼かせぎを探さなければならない。

　意気消しよう沈ちんした様子のグレイは、猫ねこ背ぜになってトボトボと河原を去っていく。その小さな背は、聖像に象かたどられた美び貌ぼうの乙おと女めと程ほど遠とおい。

　流りゆう麗れいに長ちよう髪はつを伸のばしているわけでもなければ、煌きらびやかな銀光の印象もなし。何より初歩の魔ま法ほうすら使えないときた。

　どこまで脚きやく色しよくを重ねればあれだけ神格化されるのか理解に苦しむ。たかだか首席の手紙ならともかく、世界を救ったなんて大たい言げん壮そう語ごは手紙だけでどうともなるまいに。

　──いや、待て。

　さすがに無理がある。グレイの噓うその手紙が偽いつわりの歴史の発ほつ端たんとしても、あまりにも飛ひ躍やくが過ぎる。あの叙じよ事じ詩しともいうべき銀ぎん月げつの救世譚たんが、一から十まで絵空事とは思えない。

　そこで俺おれは、ある一つの可能性に思い至った。

「おいグレイ。本物の首席はどんな奴やつだ？」

「へ？　いきなり何ですか。帰れって言ったくせに質問なんて」

　振ふり返かえって愚ぐ痴ちを漏もらすグレイ。

「いいから。どんな奴やつか教えてくれ」

「べ、別に？　そこまで大した人じゃないですよ。私の実力とほぼ変わりません。所しよ詮せんは同じ年ごろの人間なわけですし？　誤差ですよ誤差。まあライバルと認めてあげてはいますけど」

「正直に答えろ。見み栄え張はって噓うそこくようなら、お前の地元に現状をチクってやるぞ」

　脅おどしをかけると、グレイは背筋を伸のばして緊きん迫ぱくの表情となった。

　わざわざ田舎いなかまで行ってチクるようなつもりは毛頭ないが、こいつを動かすにはこれが一番手っ取り早い。

「えっと……私が受けた試験の首席だった人はですね、とても凄すごかったです。炎ほのおを出せば空まで届くほどの火柱を出して、水を呼べば校庭に大雨を降らせて、風を操あやつれば木も岩も簡単に切きり裂さいて……」

「さっきお前がやろうとした魔ま法ほうは、そいつの猿さる真ま似ねだったわけか」

　炎ほのお、水、風と。さっきグレイが川に向けて試ためした魔ま法ほうとまったく同じだ。

　大した人じゃないなどと腐くさしておきながら、内心ではかなり意識していたと見える。

「見た目はどんなだ？」

「み、見た目は関係なくないですか？　いくら綺き麗れいな人だからって魔ま術じゆつ師しとしての評価には関係ないですし？　人間は中身です中身」

「綺き麗れいってことは、女か。もしかして銀ぎん髪ぱつ銀目だったりするか？　髪かみの長さも腰こしまであるとか」

　グレイはきょとんとした顔になった。

「その通りですけど……なぁんだ。知ってたんじゃないですか。いちいち私に説明させないでくださいよ。首席を争うライバルのことをあんまり褒ほめたりしたくないんですから。ったく」

　ぷい、と不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向くグレイ。未いまだに醜みにくく虚きよ勢せいを張っているが、情報は摑つかめたからこの際どうでもいい。

　やっぱりだ。

　いくらなんでも、事実無根のデマ手紙だけで後世の英えい雄ゆうに祀まつり上あげられるなんてありえない。ということは少なからず、その手紙には本当の歴史と一いつ致ちする点があったのだろう。

　具体的には──グレイが手紙で詐さ称しようしていた『ヴァリア魔ま導どう学院の首席』が、英えい雄ゆうと伝えられるに足るほどの偉い業ぎようを残したのだ。

　銀ぎん髪ぱつ銀目の容姿も混同の要因になったのかもしれない。実際のグレイの髪かみと目は、銀というより灰色に近いが。

　そうと分かれば俺おれがやるべきことは一つ。

　杖つえを売りつけるターゲットをそいつに切きり替かえる。

　本物の英えい雄ゆうなら今度こそ杖つえの価値を見み抜ぬいてくれる可能性はある。いずれ世界から魔ま法ほうが消える日に備えるためにも、やはりこの杖つえを巨きよ万まんの富に換かえて蓄ちく財ざいしておく準備は必要だ。

「おいグレイ。お前、学院の小間使いをしてるんだったよな？」

「そうですけど」

「その首席をここに呼び出してくれないか？　杖つえの売買交こう渉しようをしたい。商談が上う手まくいったら手間賃くらいは払はらうから」

「嫌いやです」

　グレイは腕うで組ぐみをして眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いいですか？　私と首席の人はライバルなんですよ。それって凄すごい杖つえなんですよね？　敵に塩を送るなんてまっぴら御ご免めんです。まったく冗じよう談だんもほどほどに──」

「お前の田舎いなかにデマ手紙の件バラすぞ」

「任せてください。どんな手を使ってでも連れてきます」

　無事に依い頼らいは成立した。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




『ま、大船に乗ったつもりで待っていてくださいって～。今日のうちにも連れてきてあげますから。余よ裕ゆうですよ余よ裕ゆう～』

『計算外でした。この私としたことが、少しばかり手間取っています。場合によっては呼び出しに二、三日ほどかかるかもしれません』

『予想以上に難航しています。首席のあんちくしょうときたら、取り巻きが多すぎて近付くことすらままなりません』

『ごめんなさいもう少し待ってくださいお願いですから田舎いなかにはバラさないでください』




　これが、ここ数日で変へん遷せんしていったグレイの語録である。

　そして五日目を迎むかえた今日、ぱたりと報告が途と絶だえた。

　別に俺おれから毎日の報告を要求していたわけではない。勝手にグレイが河原まで押おしかけてきて、言い訳がましくその日の進しん捗ちよくを告げていただけだ。

　もしや逃にげたか。

　当然、いきなり来なくなるとそういう疑念が湧わく。

　別段責めるつもりはない。首席のエリート様に小間使いがそうそう気安く呼び出しの約束なんて取り付けられないだろう。

　やはりグレイだけには頼たよれず、こちらも長期戦を覚かく悟ごしなければならない。

　そういうわけで、

「……読めん」

　俺おれは街に繰くり出だし、仕事募ぼ集しゆうの掲けい示じ板ばんとにらめっこしていた。

　ゴミを漁あさっての野宿暮らしも苦ではないが、先立つものがなければ何事も始まらない。

　逆にいえば、金があれば大たい抵ていの問題は解決する。『本物の首席』との面会も、たとえば門番に金を積めば取り次ぎくらいはしてくれるかもしれない。だいたいの人間が賄わい賂ろで転ぶというのは俺おれの元いた時代の発想だから、この時代で通用するかは不明だが。

　まあ、いずれにせよ金が大事なことに変わりはない。

　まとまった金さえあれば、来たる魔ま法ほうの消しよう滅めつに備えて、保存食を買いこんでおくこともできる。そして高こう騰とうしたときに高値で売うり捌さばけば一いつ獲かく千せん金きんだ。魔ま法ほうの消しよう滅めつは世界の危機ではあろうが、それを事前に把は握あくしてさえいれば商売の好機にもなり得る。

　万が一、杖つえが売れなかったらそうやって儲もうけよう。

　しかし、肝かん心じんの仕事募ぼ集しゆうの貼はり紙がみが全然読めない。

　看板程度の文字なら雰ふん囲い気きで分かったが、仕事の詳しよう細さいとなると内容の見当すらつかない。

　魔ま法ほうが使えない人間にも仕事があるということは、小間使いのグレイが証明してくれた。というより、この時代でも魔ま法ほうが使える人間はごく一ひと握にぎりらしい。ここ数日間でいろいろと見てみたが、大半の人間は魔ま法ほうで作られた道具を扱あつかうことでその恩おん恵けいに与あずかっている。

　それでも、そうした道具を扱あつかう以上、読み書き程度は誰だれしもできて当然という暗あん黙もくの了りよう解かいはあるようだ。元の時代の文字なら俺おれも読み書きはできたが、今はそんなもの役に立たない。

「くそっ」

　掲けい示じ板ばんに背を向けて俺おれは歯は嚙がみする。

　こうなれば適当な仕事場に直接突とつ撃げきして「異国出身で読み書きはできないが雇やとってくれ」と頼たのんでみるか。だが、果たしてそんな身元の怪あやしい奴やつを雇やとってくれるかどうか──

「……ん？」

　そのとき。悩なやみながら歩く先に、見知った人ひと影かげを見つけた。

　グレイが街路樹の陰かげにコソコソと隠かくれながら、不ふ審しん者しや丸出しの挙動で誰だれかを尾び行こうしていた。

「……何やってんだお前？」

「きゃあっ！」

　背後から声をかけると、グレイは小さく悲鳴を上げて跳とんだ。

「って、誰だれかと思えば商人さんじゃないですか。人が隠おん密みつ行動してるときに気安く話しかけないでください」

「隠おん密みつ？」

「はい、見てください。あれがターゲットです」

　グレイが指をさす先を見て、俺おれは目を見開いた。

『本物』のグレイ・フラーブがいた。

　未来の世界の教会で飾かざられていた石像。【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】として崇あがめられる聖なる乙おと女め。まさしくそのありのままの姿──銀の長ちよう髪はつを腰こしまで流した、美び貌ぼうの女性がそこにいた。

　やはり俺おれの推測は正しかった。あっちが本物の、

「グレイ……」

「はい？　なんですか？」

　そうだった。名前は違ちがうのだった。うっかり漏もらした声だったが、グレイが反応してきたのでそのまま問いかける。

「あれが本物の首席なんだな？」

「ええ。ファリアさんという方です。見てのとおり取り巻きだらけでそうそう近寄れません」

『本物』の名はファリアというらしい。

　グレイの言うとおり、彼かの女じよの周りにはパッと見で十人以上の若者が集まっていた。全員がマント付きの制服を着ていることから、学院の生徒なのだろう。楽しげに談だん笑しようしながら、通りに立ち並ぶ店を見て回っている。

「校内じゃもっとひどいですよ。倍くらい集まります。今は休日の外出なんで、あれでもだいぶ少ない方ですね」

　確かに、その中に割わり込こんで呼び出しの約束を取り付けるのは相当に難しいだろう。

　今すぐここで俺おれが接近して「杖つえを売りたい」というのも論外。そんな怪あやしい奴やつ、商談に入る前につまみ出されるのがオチだ。

「なるほどな。こうやって尾び行こうして、一人になるチャンスを待ってるわけか」

　そう言いながら俺おれが隣となりのグレイに向き直ると、そこには信じがたい姿があった。

　弓を構えていた。

　まるで狩人かりゆうどのように、ファリアに向かって弦つるを引ひき絞しぼっている。

「ばっ……お前何やってるんだ！」

「ちょ！　腕うで摑つかまないでください！　狙ねらいがブレるじゃないですか！　よく見てくださいって！　ただの玩がん具ぐの弓です！」

　嫉しつ妬とをこじらせて殺意を抱いだいたのかと思ったが、落ち着いて見れば本当にただの安っぽい玩がん具ぐの弓だった。鏃やじりは吸きゆう盤ばん。矢や軸じくには手紙が括くくり付つけられている。

「矢や文ぶみ？」

「ええ。取り巻きが邪じや魔まなら、その頭を越こして届けるまでです。街中なら撃うったあとに逃にげやすいですし。ちゃんと『ファリア殿どの。重大な用あり。どうか河原の橋下に来られたし』って書いてますよ」

「ただのイタズラと思われるだろこんなの」

「それがそうでもないんですよ」

　ちっちとグレイが指を振ふった。

「下調べした限りですね。あのファリアさんは、度を越こしてお人ひと好よしらしいんです。頼たのまれたら決してノーと言えない性格だとか。お嬢じよう様さま育ちなんでしょうね。そういうわけで、取り巻きが親衛隊を気取って変な奴やつを近付けないようにしてるわけですけど」

「……そいつらを搔かい潜くぐってメッセージを届ければチャンスはあるってことか？」

「ええ。きっとまんまとおびき寄せられるはずです」

　人聞きの悪い言い方をするグレイ。しかし『度を越こしたお人ひと好よし』か。人格高潔と伝えられている大だい英えい雄ゆう【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】とまた一いつ致ちする点が増えた。

　ちょうどファリアとその取り巻きたちは、露ろ店てんで焼やき菓が子しらしいものを買っているところだった。足は完全に止まっていて、狙ねらい撃うつなら絶好のチャンスといえる。

「じゃあ撃うちますよ」

「いや、ちょっと待て」

　俺おれは待ったをかける。

「もう。何ですかいいところで」

「よくよく考えたけど、取り巻き無視で本人にメッセージ届けたいなら、矢や文ぶみなんて撃うたなくても大声で叫さけべばいいだろ。『ファリアさん！　用事があります！』って。そうすれば、取り巻きに追い返される前に本人に伝わる」

　俺おれのような住所不定の不ふ審しん者しやならともかく、仮にも校内の小間使いであるグレイならそのくらい普ふ通つうに頼たのめるはずだ。

　指し摘てきすると、ぴたりとグレイの動きが止まった。俺おれはなお言葉を続ける。

「っていうか、絶対にノーって言わない奴やつが相手なら、もっと他に手があるだろ。矢や文ぶみなんかじゃなくて普ふ通つうに手紙渡わたすとかでもいい。取り巻きだって手紙を検けん閲えつして焼いたりはしないだろうし」

　矢や文ぶみなんていうふざけた手段は選せん択たく肢しとして下策も下策だ。いくら馬ば鹿かでもグレイだってそのくらい理解できると思う。

「ふっ……」

　観念したように薄うすく笑うグレイ。

「バレてしまいましたか」

「普ふ通つうに分かるだろ」

「ええ。普ふ通つうに大声で頼たのんだり、まともな手紙を送った方がよっぽど効果的だって分かってます。だけど私は──」

　不意打ちのような素す早ばやさで、グレイが一気に弓を引ひき絞しぼった。

「やっぱりどうしてもあの人に頭下げたり下手に出たりしたくないんですよ！　首席の座を奪うばった憎にくいライバルなんですから！　脳天に矢の吸きゆう盤ばんぶっ生やしてやる！　取り巻きの前でみっともない姿晒さらさせてやる！」

　すぱんっ！　と。

　グレイの放った矢はまっすぐに宙を走ってファリアに飛来していく。

　なんたる大おお馬ば鹿かを。結局、呼び出しに手間取っていたのは物理的な障害ではなく、グレイ自身のプライドの問題だったらしい。その上プライドが暴走した挙句、もはやメッセージ云うん々ぬんよりも矢を撃うつ方が主目的にすり替かわっている。

　最悪な動機を秘めた矢や文ぶみは、そのままファリアに着ちやく弾だん、

　しなかった。




　無む駄だに正確な狙ねらいでファリアに放たれた矢は、放物線軌き道どうの中なか程ほどで、突とつ如じよとして空に舞まい上あがったのだ。

　まるで局所的に突とつ風ぷうが吹ふいたかのように。

　そして宙空で完全に的を失った矢は──突とつ如じよとして燃え上がった。

　燃えたという表現も生易しいかもしれない。一いつ瞬しゆんだけ赤い閃せん光こうに包まれたかと思ったら、次の瞬しゆん間かんにはもう灰すら残さず消えていた。

　街を歩く通行人たちも、談だん笑しようするファリアの取り巻きたちも、誰だれ一人ひとりとして矢が放たれたことにすら気付いてはいない。平へい穏おんそのものの風景だ。

　だが、俺おれとグレイは静かに戦せん慄りつした。

　ファリアが街路樹の陰かげに隠かくれる俺おれたちを、銀の双そう眸ぼうでまっすぐに見み据すえていた。
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　逃にげた。

　脱だつ兎とのごとく。

「逃にげましょう！　焼き殺されます！」

「お前のせいだろうが！」

　当然だった。伝承を信じるなら、彼かの女じよは世界最強と呼ばれたほどの女じよ傑けつなのだ。俺おれたちの存在など最初から筒つつ抜ぬけだったに違ちがいない。

　足が千切れんばかりの全速力で、俺おれとグレイは河原へと逃にげ戻もどった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「いやぁ～。殺されちゃうかと思いました。だけどあんな物ぶつ騒そうな魔ま法ほうで迎げい撃げきって怖こわくありません？　過か剰じよう防衛ですよ過か剰じよう防衛。最近の若者はキレやすくて怖こわいですよねぇホント」

「うるせえ黙だまってろ」

　橋の下の根城。

　全力疾しつ走そうの疲ひ労ろうで地面に寝ね転ころぶグレイを前に、俺おれは両手で顔を覆おおっていた。

　終わった。普ふ通つうに呼び出しができればよかったのに、アホが暴走したせいで喧けん嘩かを売るような形になってしまった。しかもたぶん、あの状じよう況きようだと俺おれも共犯者と思われている。

　俺おれは憂ゆう鬱うつな気分になって地面に腰こしを落とす。

　頭を搔かきながら、今後の方針を練っていると──

「あの。申し訳ありません。わたくしに何かご用件でしょうか？」

　河原の砂じや利りを踏ふむ足音とともに、こちらにかけられる声があった。

　視線を上げる。

　グレイ・フラーブがいた。

　銀ぎん髪ぱつ銀目の麗うるわしい容姿。ポンコツでダメな方のグレイではない。聖像や絵画で何度も見た、本物の方──ファリアが俺おれの目の前に立っていた。

「ぎゃあーっ！　殺さないでください！　ごめんなさい！　出来心だったんです！」

　一方、ポンコツの方は河原を転げ回って命いのち乞ごいを始めた。転げる途と中ちゆうで大きい岩にぶつかって「んぐぅっ！」と呻うめき声ごえを上げる。

「こ、殺す？　そのような物ぶつ騒そうなことなど……はっ！　さきほどわたくしが粗そ野やな対応をしてしまったのがいけなかったのですね。謹つつしんでお詫わびいたします」

　ファリアはスカートの裾すそを指でつまむと、恭うやうやしい仕草で俺おれとグレイへ一度ずつお辞じ儀ぎをした。

「わたくしの未熟のせいです。反射的に危険物と判断して燃やしてしまいました。矢や文ぶみと気付いたときにはもう灰も残らず……。申もうし遅おくれました。わたくし、ファリア・エスベルと申します。どうかご無礼をお許しいただければと思います」

　あまりにも予想外な来訪だったが、幸いなことに相手の機き嫌げんを損そこねてはいないようだ。

「あ、ああ……はい。どうも。俺おれはアランって名前で」

　そこで「むっ」とグレイが頰ほおを膨ふくらませて立ち上がった。

「ちょっとちょっと商人さん！　私はこれまで一度も自じ己こ紹しよう介かいなんてされてないのに、本物の首席さんにはあっさり自じ己こ紹しよう介かいするんですか？　うっわ～！　相手の肩かた書がきで対応変えるなんて人としてどうかと思いますよそれ！」

「うるせえ黙だまってろ」

「黙だまりませ～ん。それに首席さんをこうやって呼び出せたのも、私のお手て柄がらっていうことになるんじゃないですか？　ちょっとは誠意と感謝の意を見せてくれていいと思いますけどねえ？」

　ほとんど自じ爆ばく寸前だったくせに何言ってやがるこいつ。

　睨にらみ合あう俺おれとグレイだったが、

「お二方、喧けん嘩かはやめましょう。まずは落ち着いて話し合うべきです。すれ違ちがいの諍いさかいほど悲しいことはありません」

　仲ちゆう裁さいするようにファリアが割わり込こんできた。美び貌ぼうを鋭するどく引ひき締しめ、両者に掌てのひらを突つき出だして制止をかけている。

　そのあまりにも生き真ま面じ目めな態度に、俺おれとグレイは毒気を抜ぬかれる。

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶっす。そんなに深刻に喧けん嘩かしてるわけじゃないんで」

「まあ、はい。そうですね」

　俺おれとグレイが表面上の和解を見せると、ファリアは「それならよかったです」と頷うなずいた。

　どこか独特な空気感の人物だった。

「そういえばさきほどの玩がん具ぐの矢ですけど、どちらの方のお持ち物だったのですか？」

「こっちのアランさんとやらの持ち物です」

　げしっ、と。グレイは足裏で俺おれの脛すねを蹴けって主犯の罪を擦なすり付つけてきた。

「てめっ……」

「それは大変失礼をいたしました。あなた方を追いかける前に、弁べん償しようとして燃やしたものと同じ矢を探したのですけれど、近くのお店ではこれしか見つからなくて……」

　ファリアはマントから一本の矢を取り出す。

　──宝石と金細工にあしらわれた、いかにも高そうな飾かざり矢を。

「玩がん具ぐとは少し違ちがいますが、こちらも実用向けではない観賞用の矢となります。代わりとして受け取っていただけますか？」

「はいはいはい！　やっぱりさっきの矢は私のでした！　それ私にくださいこっちこっち！」

「てめえふざけんな欲の皮突つっ張ぱりやがって！」

　またも俺おれとグレイの間で争いが始まる。今度は金がかかっているだけあって必死さが違ちがう。ほとんど互たがいの胸むな倉ぐらを摑つかみ合あう勢いだ。

「もう、喧けん嘩かはよろしくありません！」

　ばきん！　と。

　𠮟しつ責せきするように叫さけんだファリアが、飾かざり矢を素す手ででへし折った。

「お二人の共有物だったならそう言ってくださればよかったのに……。二つに分けましたから、仲良く半分こにしましょう？」

　俺おれとグレイは黙だまって受け取った。

　今度は毒気を抜ぬかれたわけではない。目の前で金属製の矢をへし折られたからである。

　おそらく善良な人間だとは思う。しかし、何か行動の予想が付かない怖こわさがある。

「ところで、どのようなご用件だったのでしょうか？　矢や文ぶみを使ってまでということで、人目を憚はばかる話と思いましたから、わたくしの友人たちは撒まいてきたのですが……」

「撒まいてきた」

「ええ。みなさん心しん配ぱい性しようなところがありまして、あまりわたくしが他人様の相談に乗るのを快しとしないのです……ですが、困った人を放ってはおけませんから！　求められればわたくしはいつだって誰だれにだって力をお貸しいたしますとも！」

　友人たちの心配は妥だ当とうと思う。明らかにちょっと天然が入っている。

　が、今だけはそれで好都合だ。俺おれは懐ふところから世せ界かい樹じゆの杖つえを取り出す。

「ファリアさん。あんたに用事っていうのは……ぜひこの杖つえを見てもらいたいんだ。街のどの店に持って行ってもただの木の枝としか言われなかったんだが、確実にこれは凄すごい杖つえだっていう確証があるんだ。天才首席だって評判のあんたにぜひ見てもらいたい」

「なるほど。そういったご相談でしたか……。承知いたしました。鑑かん定ていは専門外ではありますが、わたくしの目の及およぶ限りで拝見させていただきます」

　俺おれが杖つえを差し出すと、ファリアはハンカチで手を拭ぬぐってから丁てい寧ねいに受け取った。

　配はい慮りよが行き届いている。いきなり飛びついてきたどこぞの小間使いとはえらい違ちがいだ。

　ファリアはしばし杖つえを見つめ、

「これは……少し試ためし振ふりをしてみてもよろしいですか？」

「ええ。存分に」

　彼かの女じよは川へと歩み寄り、水面にゆっくりと杖つえを差し向けた。

　ちなみに、先日同じような流れで全失敗の醜しゆう態たいを晒さらしたグレイは、俺おれの隣となりでファリアの背を睨にらみながら「失敗しろ失敗しろ失敗しろ」とブツブツ呟つぶやいている。嫉しつ妬とという感情はここまで人間を醜みにくくするのか。身につまされるものがある。

「風に舞まえ水鳥よ」

　そうしてファリアが短く唱えたとき、水面に変化が生じた。

　いいや、変化という生易しい表現では済まない。

　水面から無数の小鳥が一いつ斉せいに飛び立ったのだ。

　もちろん、一いつ瞬しゆん前まえまで水面に鳥の姿などなかった。飛び立ったのは、すべて透すき通とおった身体からだを持つ、水で形作られた模造の小鳥たちだ。

　数百羽わか、それとも数千羽わか。それだけの水の小鳥が群れをなして空を舞まい、俺おれの頭上を周回していく。その動きを指揮するかのようにファリアは杖つえを振ふり、やがて水面を杖つえで示した。

　途と端たんに鳥の群れは急降下し、川の中へと舞まい戻もどっていく。

　すべての鳥が水に潜もぐり終おえた後は、今までどおりのただの静かな水面があるだけだ。

「──ま、まあ曲芸にしてはそれなりなんじゃないですか？」

　魔ま法ほうの実演が終わるなり、開口一番でグレイがあり得ないほど生意気な口をきいた。

「お前……そういうのは小鳥一羽わでも出せてから言えよ」

「あ、あんな鳥が出せたところでどうだっていうんですか。クソの役にも立たないでしょう」

「いいか、嫉しつ妬とはやめろ。そして黙だまってろ。今のお前は喋しやべれば喋しやべるだけ惨みじめだぞ」

　念を押おすようにグレイの額を指で突ついてから、俺おれは笑え顔がおかつ揉もみ手ででファリアに振ふり向むいた。

「いやあ、やっぱり本物は違ちがうな。で、その杖つえはどんな感じだ？」

「はい……申し訳ありません。使ってみて確信できましたが、普ふ通つうの木の枝のようです」

　は？

　俺おれはぽかんと口を開け、それでも何とか言葉を振ふり絞しぼる。

「え、でも今、あれだけ凄すごい魔ま法ほうを……」

「今のはほぼ完全にわたくしの独力です。杖つえに魔ま力りよくを流してみましたが、増ぞう幅ふくや補助の効果は一いつ切さい感じられませんでした」

　それはつまり、どういうことか。

　俺おれがこの時代で資金源にしようと目論もくろんでいたこの杖つえは、本当に本物の大だい英えい雄ゆうの目をもってしても、ただの木の枝でしかないというのか。

「いや、だけどそれは……その杖つえは、本当にすごい代しろ物もののはずで」

「もちろんその可能性も否定いたしません。もしかすると、高度な封ふう印いんがかかっていて、ただの木の枝のようにしか見えなくなっているのかもしれません。ここまで気配が察せぬ封ふう印いんというのは、ほぼ聞いたことがありませんが……」

「待ってくれ。どうしてこの杖つえが特別なのか説明させてくれ」

　俺おれは決心した。

　少なくともこのファリアは誠実に対応してくれる人物だとは分かった。なら、俺おれが正しよう真しん正しよう銘めいの本音を晒さらしても、頭ごなしに詐さ欺ぎ師し呼ばわりの否定はするまい。

　正々堂々とすべての事情を白状するまでだ。

「実は俺おれは、未来の世界から来たんだ。未来の世界で遺い跡せきからこの杖つえを発はつ掘くつして、触ふれた瞬しゆん間かんこの時代に飛ばされた。そしてファリアさん、この杖つえは未来のあんたが使って──」

「あっはっは！」

　いきなり話の腰こしを折るかのような大笑いが脇わきから響ひびいた。

「時間移動って、そんなお伽とぎ噺ばなしみたいな魔ま法ほうあるはずないじゃないですか！　聞いたこともありませんよ！　詐さ欺ぎにしたって噓うそが雑すぎますって！　馬ば鹿かな人ですねー！」

　腹を抱かかえてグレイが大だい爆ばく笑しようしていた。

「いや～。おかしいと思ったんですよ。凄すごい杖つえのくせに、この私が使っても全然反応しないなんて。やっぱりただの木の枝だったんですね。うっかり騙だまされるところでした。あっぶな～」

　こいつこのまま川に突つき落おとしてやろうか、と本気で悩なやむ。曲がりながりにもファリアを呼び出せた恩がなければ、たぶん本当に背中を蹴けっていたと思う。

　明らかに調子に乗った様子でグレイは続ける。

「アランさんでしたっけ？　よ～く考えてみてくださいよぉ。時間移動なんて便利な魔ま法ほうがあるなら、この私が真っ先に試ためしてるはずじゃないですか。そしてもう一回学院の入試を受け直して首席で突とつ破ぱしてやるんです」

「うるせえ。お前は何度受け直してもどうせ落第だろうが。黙だまって小間使いの仕事に戻もどってろ」

　売り言葉に買い言葉。グレイもすぐさま激げき昂こうする。

「何を言うんですか！　傾けい向こうと対策さえ摑つかんでいれば、あんな試験くらい本当は簡単に合格できたはずなんです！」

「そんな口は初歩の魔ま法ほうくらい使えるようになってから言えよこの落ちこぼれ」

「誰だれが落ちこぼれですか！　そっちは木の枝を売りつける詐さ欺ぎ師しじゃないですか！」

「あぁっ!?　なんだとこの燃えカス白しら髪が女おんな！」

　至近距きよ離りで互たがいに睨にらみ合あう。と、またしてもファリアが間に割わり込こんできた。

「ですから、喧けん嘩かはいけませんお二方。わたくし怒おこりますよ」

　三度目とあってか、さすがに棘とげのある声こわ色いろ。俺おれとグレイはやむなく引き下がる。

　満足げに頷うなずいたファリアは話を本題に戻もどしてくる。

「わたくしの私見ですが……正直に申し上げますと、時間移動というのは俄にわかに信じがたいです。そのような魔ま法ほうがこれまで存在したという例を一度も聞いたことがありませんから。ただ、だからといって噓うそとみなすわけではありません。『時間を移動した』と錯さつ覚かくするような幻げん惑わくの魔ま法ほうをかけられた可能性もあります」

　こちらに最大限の配はい慮りよをしてくれているのは分かったが、それでも時間移動の件についてファリアは否定的だった。時間移動などあり得ない。幻げん惑わくを受けた俺おれの思おもい込こみだと。

　そこは首席として──魔ま法ほうに長たけた者として、安易に譲ゆずれない一線なのだろう。

「そうか。そうだよな。俺おれの錯さつ覚かくか」

　無論、本気でそう思ったわけではない。盗とう掘くつで必死こいて食くい繫つないできたこれまでの人生。その記き憶おくがすべて錯さつ覚かくの噓うそっぱちだなどと割り切れるわけがない。

　俺おれは未来の世界から来た、それは揺ゆるぎない事実だ。

　しかしそれと同じくらい、このファリアを説得する材料がないのも事実だった。仮に方便を尽つくして納なつ得とくさせられたとしても、杖つえを大金で買い取ってもらうことは無理だろう。

　なんせ、ただの木の枝と断じられてしまったのだから。

「もしよろしければ、幻げん惑わく関係に詳くわしい魔ま術じゆつ師しを紹しよう介かいいたしますが……」

「いや、気にしないでくれ。錯さつ覚かくって言われたらそんな気がしてきたよ。もう治った」

　錯さく乱らん者しや扱あつかいはされたくなかった。仮に幻げん惑わくでないと誰だれかが証明してくれても、時間移動を認めてくれるかは別問題だろうし。

　俺おれは諦てい念ねんとともに頭を下げる。

「呼び出してすまなかった。話を聞いてくれてありがとう。俺おれからの用件はもうこれだけだ」

「そうですか……結局、あまりお力になれず申し訳ありません。それでは、わたくしはこれで」

「ちょっと待ってください」

　と、ファリアが去ろうとするその際。

　グレイが視線を逸そらしながら、決まりの悪そうな顔でファリアに呼びかけを発した。

「こうやって話す機会も稀まれですし？　物のついでで聞いておきたいんですけど、なんというかその、魔ま法ほうのコツとかってあります？　練習方法とか。いやいやいや、私が真ま似ねしたいってわけじゃなくてですよ。あくまで一いつ般ぱん論ろんの参考として……」

　声が先細っているのは、言い訳が苦しいのを本人も自覚しているからだろう。

　と、その質問にファリアは柔にゆう和わな笑えみを作った。

「グレイ・フラーブさんですね」

「えっ。知ってるんですか？　私のこと」

「はい。同じ入学試験を受けた間あいだ柄がらではありませんか。校内でもよくお見かけしますし、もちろん覚えています」

「お見かけって……どうせ馬ば鹿かにしてるんでしょう。そっちが楽しく学生生活してる間、私は廊ろう下かの雑ぞう巾きんがけしてるんですよ」

　いいえ、とファリアは首を振ふった。

「とんでもありません。馬ば鹿かにするどころか、尊敬しているくらいです」

「社交辞令のお世辞はやめてください。そんなご挨あい拶さつより、さっさと魔ま法ほう覚えるコツを教えてくださいって言ってるんです」

「残念ながら、わたくしから助言できることは何もありません」

「な！」

　グレイが即そく座ざに抗こう議ぎしそうになる。だが、それよりも先にファリアが言葉を続けた。

「わたくしごときが何を言わずとも、既すでにグレイさんは精せい一いつ杯ぱいの努力をされていますから」

　瞑めい目もくしたファリアが静かに頷うなずく。

「努力、って」

「残念ながら、魔ま術じゆつ師しとしての力量は生まれながらに決まることが多いです。ですが少ないながら、その生来差を覆くつがえす方法もあります。たとえば、多くの魔ま力りよくを身近に浴び続けるなど」

　ぴくりとグレイの身が揺ゆれる。

「もちろん、それで才能に目覚めることは稀まれです。だけど可能性はゼロではありません。だからグレイさんは学院に職を求めたのでしょう？　身近に魔ま力りよくを感じられる状じよう況きように自分を置くために」

「そ、そんなおこぼれに与あずかるようなみっともない真ま似ねをこの私がするわけ……へっ！　単に稼かせぎがいいから働いてるだけですよ！」

「ごめんなさい。入試の後にグレイさんが『タダでもいいから雇やとって』と教務室で座すわり込こんでいたところ、偶ぐう然ぜん見てしまったんです」

　あぁあ！　と悪夢を見たような悲鳴を上げてグレイが頭を搔かきむしった。

「ああもう！　そうですよそうですよ！　みっともないけどそうですよ！　学院にしがみついてたらちょっとはマシになると思って……だけど全然どうにもならないんですよ！　だからこうやってプライド捨ててアドバイス聞いてるんじゃないですか！」

「グレイさん」

　宥なだめるようにファリアが言う。

「わたくしも無責任なことは言えません。あなたが毎日、魔ま法ほうの訓練をしていることは知っていますが、必ずしもそれが実ると保証はできません。それでも──もしもあなたが入学したら、きっとお互たがい切せつ磋さ琢たく磨まできるよき友になれると思います」

　静かに一礼したファリアはその場を去っていった。一足で街中の方へ高々と跳はね、瞬まばたきの間にもう姿は見えなくなっていた。

　グレイは項うな垂だれたまま動かない。恥はじを忍しのんで助言を求めたのに、返ってきたのは慰なぐさめに近い言葉だった。それが堪こたえているのだろうか。

　と思ったら。

「けっ、いちいち自じ慢まんったらしい移動の仕方ですね……。見ましたか今の？　魔ま法ほうで脚きやく力りよくとか強化して移動したんですよ。人が落おち込こんでる横でああいうのやりますか？　無神経の極きわみですね。ま、私だってやろうと思えばあのくらいできますけど？」

　ふてぶてしく愚ぐ痴ちを吐はき始めた。少しでも同情しかけた自分が馬ば鹿からしくなる。

　どっと疲つかれた俺おれは河原に背中から倒たおれ込こむ。

「あー……杖つえは売れずじまいか。ちくしょう」

「何言ってるんですか。あれってただの木の枝だったんでしょう？　売れなくて当然じゃないですか。っていうか、この矢の収入があっただけマシなんじゃないですか？」

　グレイはさきほど貰もらった飾かざり矢の半分を指先で回してみせる。

「いや。よく観察してみたけど、たぶんこれそこまで高くない。造りはいいけど飾かざりの石は安いやつだし、金もメッキだ」

「え」

「置物としちゃいい品だから、玩がん具ぐの矢より高いのは間ま違ちがいないけどな。さすがに玩がん具ぐの弁べん償しように高額品持ってくるほど、相手も馬ば鹿かじゃなかったよ」

「だ、騙だまされたんですか私たち！」

「騙だますも何も、あっちは高額品だなんて言ってなかった。矢の代わりって言っただけだ。代わりとしちゃ十分以上だし、こっちが勘かん違ちがいして勝手に舞まい上あがっただけだろ」

　渡わたされるとき、別に騙だまそうという悪意も感じなかった。近くの店に置いてあった矢と言っていたし、本当にそれだけの理由で選んだのだろう。

　まあ、安い石でも無価値ではない。買い取りに持もち込こめばまともな食事を一回は楽しめるかもしれない。しかし──

「なあグレイ。そこまで価値がないのは承知の上だけど、俺おれの分の矢をやるから少し頼たのみ事ごと聞いてくれないか？」

「はい？　今までさんざん私を馬ば鹿かにしてくれたくせに、この期に及およんでまだ何か注文してくるつもりですかぁ？」

「読み書きができるようになりたい。幼児向けの識字本とか、発音表とか、字を覚えられるものはないか？　最低限覚えるのに付き合って欲ほしい」

　プライドの問題で、この駄だ目めグレイに読み書きの教えを乞こうことは避さけたかった。だが、ついさっきそのグレイ自身が、恥はじを忍しのんでファリアに教えを求めていた。この自じ己こ顕けん示じ欲よくの塊かたまりみたいな奴やつが。

　それで少し目が覚めた。

　必要なことを教わるとき、プライドなど二の次だ。きっとグレイも分かってくれるはず、

「え～？　アランさん、字の読み書きもできないんですかぁ～？　やっだぁ～。どこの辺境の出身ですか～？　何にもない私の地元ですら初等学校くらいありましたよ？　ま、教えてあげてもいいですけど、地面に額をこすりつけて今までの非礼を詫わびに詫わびて『グレイ様どうかこの愚おろかな私めに教えをお与あたえください』とか懇こん願がんを」

「ほんとゴミみたいな性しよう根ねしてるなお前」

「なっ!?　ゴミとは何ですかゴミとは！　先生って呼んで崇あがめ奉たてまつるのが礼れい儀ぎでしょう！」

　やっぱりこいつに教わるのはやめようかと思う。隙すきあらばマウントを取ってきそうだ。

　と、そこでグレイがふと首を傾かしげた。

「あれ？　でも商人さんなら仕事に読み書きも計算も必ひつ須すですよね？」

「何聞いてたんだお前。だから言っただろ。俺おれは商人なんかじゃなくて、未来から来たんだって。読み書きできないのもそのせいだ。この時代の文字は分からないんだよ」

「え～？　往おう生じよう際ぎわが悪いですよぉ。いつまでその詐さ欺ぎネタ引っ張るつもりですかぁ？」

「詐さ欺ぎじゃねえ。だいたい、わざわざ詐さ欺ぎで木の枝を売りつけるなら、あんなお目の高い首席様じゃなくて、お前みたいな節穴のカモに最初から売ってるよ」

「む、なるほど……そう言われてみれば一理ありますね」

　ふむふむと納なつ得とくしてから、グレイは「誰だれが節穴のカモですか！」とワンテンポ遅おくれて罵ば倒とうに気付いた。敢あえて無視する。

「もちろんあの首席のファリアが言ってたとおり、俺おれが錯さく乱らんしてるだけって可能性もあるけどな。だけど俺おれは自分がおかしくなったなんて思ってないし、未来の記き憶おくもちゃんとある」

「ふ～ん。まあ、時間移動なんて信じられないですし、私としてはアランさんが変な妄もう想そうとか錯さつ覚かくしてるだけって思いますけど～」

　そこで、ぴたりとグレイが動きを止めた。

「アランさん」

「うん？」

「もしアランさんの言うことを信じるならこうなりますよね。凄すごい杖つえを拾って未来からタイムスリップしてきて──その杖つえを売うり捌さばくために、学院に来て私を呼び出したと」

　まずい。嫌いやなところに気付かれた。

「それってつまり、未来にまで私の名前が伝わっていたということですよね？　凄すごい杖つえを売りつける相手として真っ先に思おもい浮うかぶほど有名な魔ま術じゆつ師しになってるってことですよね？　私の勇名は何年先まで轟とどろいているんですか？　いや～照れちゃいますね～。そっかそうですかぁ～。やっぱり私は将来の成功が約束された天才の中の天才でしたか～」

　馬ば鹿かのくせに、自分に都合のいい発見のときだけ異様に勘かんが鋭するどい。

「俺おれが錯さつ覚かくしてるだけっていう説はどうした」

「何を言うんですか。目を見れば分かります。アランさんは絶対に正気です。未来から来たということを全面的に支持します。私はあの見る目のない銀ぎん髪ぱつクソ女とは違ちがうんです」

「そりゃどうも」

「というわけでですね、読み書きでも何でも教えてあげますから、私が未来でどういう風に語られてるか教えてくれません？　どんな風にカッコいい感じで伝えられてるんですか？」

　読み書きを習うためなら、ここは無難におだてておくべきだ。

「……俺おれが来たのは千年後の未来からだ。その世界でグレイ・フラーブは世界を滅めつ亡ぼうから救った英えい雄ゆうとして知られてる。【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】って異名もある」

「世界を救った英えい雄ゆう！　ついでに異名ですか！　いきなりトバしてきますね！　ヒューっ！　そうですそういうのもっとください！」

「神の遣つかいとして崇あがめられて、銀ぎん月げつ教って名前の最大宗教にもなってる。各地に教会も建って聖像や肖しよう像ぞう画ががアホみたいに溢あふれてる」

「きゃ～。もう完かん璧ぺきすぎるじゃないですかそれぇ。ちょっとちょっとぉ、アランさんってば私の機き嫌げんとるために話を盛ってませんかぁ？」

　本当はここまでで話を止めるつもりだった。

　しかしなぜか、俺おれの口はその先まで言葉を滑すべらせ始める。

「でもな。その聖像とか肖しよう像ぞう画がに描えがかれてるのは、さっきのファリアの姿なんだよ」

「えっ」

「名前の方が正しいか、それとも姿の方が正しいか。そこは自由に判断しろ」

　余計な真実までを語ってしまった理由は、グレイに対してある種の憐れん憫びんを抱いだいたからかもしれない。デタラメの希望に縋すがって、いつまでも泥どろ沼ぬまで足あ搔がき続けるのは最も残ざん酷こくだろうから。

「……アランさんは、どっちが本物だと思いますか」

「決まってるだろ」

「やっぱりそうですよね」

　ぺたん、とグレイが尻しりを地面に落とした。エプロンの裾すそが砂すな埃ぼこりに汚よごれる。

「それって、私の手紙のせいですか。私が首席なんて噓うそをついたから、本物の首席だったファリアさんの功績を奪うばっちゃったんですか」

「俺おれも歴史の経けい緯いは知らん。だけど一因ではあるだろ」

　他にも、ファリアという名がこの魔ま法ほう都市『ヴァリア』と響ひびきが似ているという点もある。もしかしたら単語の綴つづりも似ているのかもしれない。歴史の混乱の中で都市名と個人名が混同されたとしても、さほど不思議ではない。

「私が田舎いなかに帰って手紙を処分したら、ちゃんとファリアさんの名前が歴史に残りますかね」

　と、いきなり。グレイが俯うつむいたままに尋たずねてきた。

「さあ、それはどうだか……」

「決めました。そうします。田舎いなかに帰って全部正直に話して、綺き麗れいさっぱり燃やします」

　どういう風の吹ふき回まわしかと思う。あれだけ噓うそを塗ぬり固かためて見み栄えを張っていた奴やつが、豹ひよう変へんしたかのように。

「私は人を騙だましたり噓うそついたりっていうのが大だい嫌きらいですからね！　そんな不本意な誤解をされないよう、ちゃんと対処しておかなくちゃいけません！」

「……は？」

　俺おれは頰ほおをヒクつかせる。

「いやお前……あの手紙そのものが噓うその塊かたまりだろ。死ぬほど噓うそつきまくってたろ」

「あれは噓うそじゃないです！　有言実行を少し前まえ倒だおししただけです！」

　──既すでにグレイさんは精せい一いつ杯ぱいの努力をされていますから。

　そこでファリアの言葉を思い出す。口先だけの見み栄えっ張ぱりのようではあったが、グレイ自身にとっては、あの手紙はまるっきりの噓うそではなかったのかもしれない。

「私は、誰だれもが憧あこがれて羨うらやむようなカッコいい人間になりたいんです。だけど噓うそついて他人の功績を奪うばうなんて、最悪にダサくてカッコ悪いじゃないですか。未来でどんなにチヤホヤされても、そんなの後ろめたいだけで嬉うれしくもなんともありません。まあ要するに、自分の噓うそのケツも自分で拭ふけない人間にはなりたくないってことです」

　お世話になりました、とグレイは立ち上がる。

「まあ……実のところはですね、ずっと迷ってたんです。ダメかもって。ちょうどいい諦あきらめどきかもしれません。去り際は潔いさぎよくファリアさんに花道を譲ゆずってあげようじゃないですか」

「待て、その前に読み書き教えてもらう約束だろ」

「え～もうやる気なくしました。その辺の雑貨屋で適当な子供向け教材道具でも買えばいいと思いますよ。触ふれた文字読み上げてくれる指輪とかありますから」

「そんな便利なもんあるのか……」

　それならわざわざグレイに教えを乞こう必要もない。

「ところでアランさん。さっきのファリアさんの逸いつ話わですけど」

「ん？」

「世界を滅めつ亡ぼうから救ったって言ってましたよね？　これからそんな大事件が起こるんですか？」

「歴史上だと大国が五つ以上滅ほろんで、都市単位なら数えきれないほど破は壊かいされ尽つくされてる」

　予想外の規模だったらしく、グレイが珍ちん妙みように唸うなった。

「え？　それって、自然災害とかで？」

「魔ま術じゆつ師しの仕業だよ。【暴ぼう君くん】って呼ばれてた悪党で、【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】グレイと双そう璧へきを成した、魔ま法ほう時代でもう一人の最強だ。最終的にはグレイが勝ったけど……お前じゃなくてファリアな」

「分かってますよ」

　ぶぅ、とグレイはむくれた。

「そういうことなら私は田舎いなかで静かに暮らします。しっかしファリアさんも大変ですねえ。そんな物ぶつ騒そうな人と戦わないといけないなんて」

「そうだな……」

　ふと、このヴァリアはこの先も安全だろうかと思う。未来の世界で遺い跡せきとして荒こう廃はいしていたのは、時の流れのせいか。それとも──

「っていうかアランさん。そういうことなら、念のため【暴ぼう君くん】っていう悪者のことファリアさんに教えてあげた方がいいんじゃないですか？」

「さっきいろいろ伝えようとしたタイミングで、お前が『時間移動なんかあり得ない』って話の腰こし折おってきたんだろ」

「そうでしたっけ？」

　惚とぼけるグレイ。なんとも都合のいい記き憶おくをしている。おかげで未来のことを中ちゆう途と半はん端ぱに伝つたえ損そこなってしまった。

　ファリアに情報を伝えた方がいいというのは同意だ。俺おれの知る未来の情報があれば、ファリアがそれを利用してこの先の被ひ害がいを小さくできるかもしれない。あるいは【暴ぼう君くん】の件だけでなく、やがて世界が直面するであろう魔ま法ほうの消しよう滅めつにすら何か対策を打てるかもしれない。

「そうか」

　そこで俺おれははっとなった。

「どうしたんですか」

「英えい雄ゆうグレイ……ファリアは『世界に危機あり』って神しん託たくに導かれて、学院を出しゆつ奔ぽんしたと伝えられてる。もしかするとその神しん託たくっていうのは、俺おれが知ってる未来の知識のことかもしれん」

「でもファリアさん、アランさんの言うことあんまり信じてなかったじゃないですか。伝えたところで、すぐに信じて旅立ったりはしないと思いますけど」

「確かに……」

　これも歴史伝承の誤りなのだろうか。




　ふいに、俺おれの背中に悪お寒かんが走った。




　未来の世界においてヴァリアが荒こう廃はいしていたこと。未来の知識を信じていなかったファリアが後に信じるようになったこと。

　その二つを結ぶ単純な答えが脳のう裏りに像を結んだのだ。

　否が応でも、信じざるを得ない出来事が起きたのではないか。この街に。この時。




　直後、ヴァリアの街を凄すさまじい揺ゆれが襲おそった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　最初は地じ震しんかと思った。

　だが、地じ震しんとは明らかに揺ゆれ方が違ちがった。大きく揺ゆれたのは最初の一度きりで、その後は不気味なほどに揺ゆれが収まる。

　そして揺ゆれが収まったにも関わらず、街からは次々と悲鳴が響ひびいている。

　その悲鳴の理由は、街を振ふり向むけば俺おれたちのいる河原からでもすぐに分かった。

　──巨きよ大だいな腕うで。

　地面から突とつ如じよとして生えたかのように、空に向かって巨きよ大だいな黒い腕うでが伸のびている。掌てのひらは民家を握にぎりつぶせるほどに大きく、腕うではどんな巨きよ木ぼくよりも太い。

　時間移動も魔ま法ほうの存在も俺おれにとってはただ事ではなかったが、今の状じよう況きようはそれ以上に異常事態と思えた。直感で分かった。

「グレイ……あれ何だ？」

「わ、分かりませんよ。魔ま法ほう……とは思いますけど」

　冷静に見れば今はまだ、ただのでかい腕うでが生えているだけである。最初の揺ゆれ以外、何の実害があったようにも見えない。

　だというのに、悪お寒かんと震ふるえが止まらなかった。それくらいあの黒い腕うでからは、禍まが々まがしい気配が漂ただよっている。

　そのとき、動きがあった。

　まるで腕うでの持ち主が地底から這はい出だしてくるかのように、今度は巨きよ体たいの肩かたや背が覗のぞき始めた。もう一本の腕うでも地上に伸のびてくる。やがて膝ひざが顕あらわとなり、伸のばされたその足先が大地を踏ふみしめる。

　姿を現すのは、影かげをそのまま具現化したような黒い巨きよ人じんだ。

　ただしその黒い巨きよ人じんには、首から上がなかった。

　オオォオオオオォォオオオォォオ─────────ッ!!

　咆ほう哮こう。

　頭部を持たない巨きよ人じんの声は、その全身から直接に大気を震ふるわせる。俺おれは竦すくみそうになるのを歯は嚙がみして耐たえ、冷ひや汗あせを噴ふき出だしながら巨きよ人じんを注視する。

　逃にげろ。

　逃にげなければまずい。

　だが、足が動かない。咆ほう哮こうだけで身をその場に縫ぬい止とめられたようだった。

　俺おれのすぐ隣となりでは、グレイも同じようにわなわなと震ふるえて硬こう直ちよくしている。




　そして次の瞬しゆん間かん、破は壊かいが起こった。




　その腕うでを振ふりかぶった巨きよ人じんが、横よこ薙なぎに街の建物を打うち砕くだいたのだ。

　轟ごう音おん。巻まき上あがる土つち煙けむり。阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴。

　間ま違ちがいなく死人が出た。誰だれもがそう確信せざるを得ない状じよう況きようで、

『落ち着いてくださいみなさん。一人たりとも死傷者は出ていません。押おさず慌あわてず、速すみやかに学院に避ひ難なんしてください。この怪かい物ぶつはわたくしが対処します』

　土つち煙けむりが一いつ瞬しゆんにして竜たつ巻まきのような風に晴らされた。

　宙に浮うかんでいるのは銀ぎん髪ぱつを風にたなびかせる──ファリアの姿だ。避ひ難なんを呼びかけるためか、巨きよ人じんの咆ほう哮こうにも負けぬほどの声量を魔ま法ほうで放っている。ただし対照的に、人を安あん堵どさせる響ひびきがある。

　その周囲には風で何人もの人間が浮うかばされていた。あの巨きよ人じんの攻こう撃げきが放たれる前に、一いつ瞬しゆんで範はん囲い内の全員を救ったらしい。

『学院の先生方！　早めの増ぞう援えんをよろしくお願いいたしますわ！』

　浮うかべていた人間たちを地上に降ろすや、ファリアは風を纏まとってそのまま巨きよ人じんに突とつ撃げきした。

　いける。なんせ戦っているのは本物の大だい英えい雄ゆうだ。

　俺おれとグレイは巨きよ人じんから遠ざかって河原を駆かけつつ、戦せん況きようから一秒たりとも目を離はなさなかった。

　華か麗れいな鳥のように宙を舞まうファリアは、巨きよ人じんの振ふり回まわす腕うでを搔かい潜くぐりながら、グレイの矢を燃やしたときと同じ灼しやく炎えんを浴びせかける。

　その威い力りよくたるや。

　ただ一発の命中で、巨きよ人じんの胴どう体たいに風穴を空けて消し飛ばした。

「いけいけ！　今！　そのまま燃もやし尽つくすチャンスです！」

　グレイが叫さけぶ。普ふ段だんなら減らず口を叩たたいたのだろうが、そんな余よ裕ゆうはさすがになさそうだ。

　しかし、巨きよ人じんの胴どう体たいの穴は、みるみるうちに黒い肉が湧わき上あがって修復されていく。

『再生能力があります！　わたくしがこのまま時間を稼かせぎますので、合図で一いつ斉せいに集中攻こう撃げきをお願いしますわ！』

　ほとんど同時にファリアの指示が飛ぶ。学院から数名の魔ま術じゆつ師しらしき人間が飛んでくるが、おそらく増ぞう援えんの教師陣じんだろう。

　俺おれとグレイは河原から土手へと上がって街を見み渡わたす。避ひ難なんの群衆はほとんどが学院に向かっている。

「ど、どうします？　私たちも学院の方に行きますか？」

「いや。たぶん大だい丈じよう夫ぶだろう」

　ファリアに加えて増ぞう援えんまで来たのだ。パニックに陥おちいった街中を突つっ切きって学院に向かうより、ここであの巨きよ人じんが退治されるのを待った方がむしろ安全といえる。

『脚あしを斬きって横よこ倒だおしにします！　倒たおれた瞬しゆん間かんに一いつ斉せい砲ほう火かで全身を消し飛ばしてください！』

　すぐに決着の時は来た。

　宣言どおりにファリアが不可視の刃はで巨きよ人じんの両足を断たち切きり、支えを失った巨きよ人じんが無様に背中から倒たおれ込こむ。

　その周囲は、既すでに増ぞう援えんの魔ま術じゆつ師したちによって包囲されている。

『攻こう撃げき！』

　完全に勝った。目を焼かんほどの閃せん光こうとともに、炎ほのおや雷かみなりが巨きよ人じんに向けて放たれ──




　すべてが吞まれた。




　何が起きたか一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　倒たおれた巨きよ人じんの全身から、いきなり噴ふん煙えんのように黒い霧きりが湧わき上あがり、その霧きりがすべての攻こう撃げきを覆おおい尽つくして無に帰した。その光景を目まの当あたりにしても、一いつ斉せい攻こう撃げきが容易たやすく防がれたという事実の理解を頭が拒きよ否ひしていた。

『もう一回です！　黒い霧きりが消えた瞬しゆん間かんにもう一度』

　ファリアの言葉はそこで絶えた。

　黒い霧きりが消えるどころか爆ばく発はつ的てきに膨ぼう張ちようし、その場に集っていたファリアを含ふくむ魔ま術じゆつ師したちを一いつ斉せいに覆おおい尽つくしたのだ。

　沈ちん黙もく。

　空を舞まっていたファリアが、力ちから尽つきたかのように地に落下していくのを俺おれたちは見た。

　ただ一度、霧きりに吞のまれただけで。

　ずしん、と。

　邪じや魔まな羽虫を片付けたかのように。もはや戦っていた魔ま術じゆつ師したちから興味を失なくした様子で、巨きよ人じんは地を揺ゆるがしながら歩を進め始めた。

　向かう先にあるのは、ヴァリア魔ま導どう学院。正しくは、その正面に集った大量の避ひ難なん者しやたちに。

「なんで……ファリアさん負けちゃいましたよ！　おかしいじゃないですか！　どういうことですかアランさん！」

「知るか！」

　俺おれの方が聞きたい。

　最強の英えい雄ゆうとされた【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】が、こんなところで負けるはずなどないというのに。

　いったいなぜ。

「その杖つえ！」

　俺おれの思考を待たずにグレイが吠ほえてくる。

「その杖つえ、本当は凄すごい杖つえなんですよね！　ファリアさんに届けにいきましょう！」

「なっ……さっき駄だ目めだったばかりだろ！」

「こんな状じよう況きようでなら使えるのかもしれません！」

　根こん拠きよもなければ、危険にも程ほどがあるギャンブルだ。

　だが、このまま本当にファリアが負けたらどうなる。死んでしまえばどうなる。世界の滅ほろびを救うはずの英えい雄ゆうがここでいなくなれば、結末は火を見るよりも明らか。

「くそっ！」

　どんなに分が悪くとも選せん択たくの余地はない。

　足の速さと身のこなしには自信がある。伊だ達てに盗とう掘くつ者しやとして逃にげ回まわってきたわけではない。

　杖つえを握にぎったまま、ファリアが落下した場所めがけて一気に河原の土手を駆かけ降おりる。

　幸い巨きよ人じんは学院の方に歩いており、俺おれには背を向けている。

　と思ったが。

　巨きよ人じんが学院へ向かう足を止め、その場で反転した。

　ファリアの敗北は避ひ難なん者しやに大きな動どう揺ようを与あたえたようだった。学院の前に押おし寄よせていた群衆は散り散りに街中へ逃にげ始め、それに反応して黒い巨きよ人じんも動きを不規則なものへと変えていた。

　逃にげ惑まどう人々を、巨きよ人じんの放つ黒くろ霧ぎりがまるで津つ波なみのように吞のみ込こんでいく。

　吞のまれた後は、誰だれ一人ひとり立つことも叶かなわずに地に倒たおれる。

「ちっ……」

「急いでくださいアランさん！　もっと早く！」

「……ん？」

　走りながら俺おれは背後を振ふり返かえる。

　俺おれから少し引ひき離はなされているが、息を弾はずませながらグレイが駆かけてついてきていた。

「何やってんだお前！　ついてくんな！」

「これでも私は魔ま術じゆつ師しですよ！　万が一のときアランさんよりよっぽど頼たよりになりますって！」

「魔ま法ほうも使えない奴やつが何言ってる！　邪じや魔まだ戻もどれ！」

「邪じや魔まとは何ですか邪じや魔まとは！　人が危険を冒おかして手助けしてあげるって言ってるのに！」

　ずん、と。

　一ひと際きわ大きい地鳴りが俺おれたちの真正面から響ひびいた。

　互たがいに向けていた視線を正面に戻もどす。そこには、

　まっすぐ、こちらに掌てのひらを翳かざしている黒い巨きよ人じんがいた。

「逃にげるぞ！」

「はい！」

　並んで横の路地へとダッシュした瞬しゆん間かん、さきほどまで俺おれたちが口論していた場所を、巨きよ人じんの手から放たれた黒い霧きりが吞のみ込こんだ。あと一秒逃にげるのが遅おそかったら、他の避ひ難なん者しやたちと同じくやられるところだった。

　だがまだ到とう底てい安心はできない。

　路地を抜ぬけて別の大通りに出るが、巨きよ人じんは建物を踏ふみ壊こわしながらこちらに迫せまってくる。

　まずい。今度霧きりを放たれたら、近くに逃にげ込こめそうな場所がない。元の路地に戻もどれば、建物の崩ほう落らくに巻まき込こまれる。

　──ここまでか。

　目を閉じかけた瞬しゆん間かん、急に俺おれの身体からだが浮うき上あがった。

　いや、浮うき上あがったのではない。グレイが俺おれの身体からだを担かつぎ上あげたのだ。

「うぉっ!?」

「受け身だけはしっかり取ってくださいね」

　何をするつもりだ。

　そう尋たずねる間もなく、グレイは俺おれを思い切り放り投げた。矢のように宙を舞まった次の瞬しゆん間かん、クズ紙が山積みになっていたゴミ捨て場に俺おれの身が突つき刺ささる。

「ってぇ……」

　あの細ほそ腕うでのどこにこんな力があったのか。

　まさか、土ど壇たん場ばで腕わん力りよく強化とやらに成功したのか。それなら確かに心強い。巨きよ人じんから逃にげられるかもしれない。今の投とう擲てきのおかげでだいぶ逃とう走そう距きよ離りも稼かせげた。

「いいぞグレイ！　お前も早くこっちに」

　ゴミ捨て場の中で身を起こし、グレイに呼びかける。

　が、視線の先には。

　すべての力を使い果たしたかのように膝ひざをつき、肩かたで息をしているグレイの姿があった。

　そして、それに向かって一歩ずつ近寄ってくる怪かい物ぶつの巨きよ体たいも。

　何をしている。

　なぜ動けなくなるというのに、俺おれだけをこっちに投げた？

　そのとき彼かの女じよはほんの少しだけ顔を上げ、こちらに向けて弱々しく拳こぶしを掲かかげてみせた。

　──見たか、と。

　──どうだ、と。

　心の底から誇ほこっているような、晴れやかな笑えみだった。




　その笑えみは、黒い霧きりの向こうに消えた。
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　突とつ風ぷうのごとく霧きりが吹ふき抜ぬけた後には、ただ横たわるグレイの身だけが残される。握にぎられていた拳こぶしは力なくほどけ、まるで死体のようにぴくりともしない。

「この馬ば鹿か！」

　俺おれはゴミ捨て場から飛び出した。グレイの頭上に巨きよ体たいの影かげが差す。今にも踏ふみ潰つぶされんとする寸前でグレイに飛とび掛かかり、そのままの勢いで共に縺もつれ転ころがる。

　一いつ拍ぱく置いて、俺おれたちのすぐ脇わきに巨きよ人じんの足が落ちた。街路を覆おおっていた石いし畳だたみが砕くだけ散ちり、飛んできた石いし礫つぶてが頰ほおを掠かすめて血傷を作る。

　ここで少しでも竦すくめば次の足が落ちてきてミンチだ。歯を食いしばって己おのれに鞭むちを入れた俺おれは、グレイを抱かかえ上あげて逃にげ足あしを走らせる。

「何やってるんですか……どうして戻もどって……」

　喘あえぎ混まじりのグレイの声。息はあった。意識もある。それだけ確かく認にんできれば十分だ。

「早く私を捨てて。ファリアさんに杖つえを……」

「うるせえ黙だまってろ」

「黙だまりません！」

　死力を尽つくすようにドンと強く俺おれの胸が拳こぶしで殴なぐられた。

　そしてグレイは魂たましいの叫さけびを放つ。

「何やってるんですかあなたは！　せっかく私が……この私が土ど壇たん場ばで魔ま法ほうに成功して、自己犠ぎ牲せいっぽく超ちよういいカッコできたところじゃないですか！　あれで上う手まくファリアさんに杖つえが届いていれば、私はこの街を救った立役者だったのに！」

「……は？」

「あーもう本当に最悪です！　最悪！　いいからとっとと私を捨てて早くファリアさんに杖つえ届けてください！　そんで尊い私の活かつ躍やくも後でしっかりアピールしてくださいよ！」

　この緊きん急きゆう時じなのに白けた感情が湧わいてくる。

「何言ってんだお前。死んだら元も子もないだろ」

「でもワンチャン生き残ったらヒーローですよ。賭かける価値はあるってもんです」

　呆あきれて言葉も出ない。俺おれが顔を顰しかめていたら、

「後ろ！　また霧きりが来ますよ！　どこか隠かくれて！」

　グレイが叫さけんだ。振ふり返かえれば、またしても巨きよ人じんが掌てのひらをこちらに翳かざしている。回かい避ひに飛とび込こめそうな路地はない。ならば、

「目ぇ閉じろ！」

「きゃっ！」

　唯ゆい一いつの逃とう走そう先は、近くの建物の窓だった。

　抱かかえたグレイを身に庇かばい、肩かたで強ごう引いんにガラスを破る。割れた破は片へんが顔や首筋にいくつもの傷を作るが、痛みに構っている暇ひまはない。

　床ゆかに倒たおれ込こむと同時、窓の外で黒い霧きりが大通りを吞のみ込こんでいく。

「ちょっとアランさん！　血が！」

「いちいち騒さわぐな」

　流れてくる血の量からして、大して深い傷ではない。それよりも問題なのは、逃にげ込こんだこの建物だった。

　何かの倉庫のようだったが、通りに面した扉とびらと窓以外に出入り口がない。

　最悪だ。袋ふくろの鼠ねずみだ。

　霧きりで仕し留とめ損そこなったと気付いたか、巨きよ人じんの歩みも地鳴りとしてこちらに迫せまってきている。このままでは建物ごと踏ふみ潰つぶされる。

「おい、立てるか？」

「まだ無理です。あの霧きり、魔ま力りよくを根こそぎ奪うばってくみたいで……」

「魔ま力りよくを奪うばわれた？」

「ええ。しかも誰だれかさんを投げ飛ばすのに渾こん身しんの魔ま法ほうまで使っちゃいましたから。エネルギー切れでしばらく動けそうにありません」

　俺おれの腕うでの上でぐったりと脱だつ力りよくしてみせ、グレイは諦あきらめたように笑った。

「だからアランさん。勝手に一人でどこかに逃にげてください。私はおとなしくここで隠かくれてますから。せいぜい囮おとりになってくれると助かります」

　虚きよ勢せいだとすぐに分かった。

　巨きよ人じんが無事にグレイを見み逃のがすとは限らない。むしろ動かないグレイを先に狙ねらう可能性すらある。

　もしそうなれば、俺おれは逃にげる隙すきができる。

　おまけにあの黒い霧きりが魔ま力りよくを奪うばうものだというなら──おそらく俺おれには効かない。俺おれの時代には、元から魔ま法ほうも魔ま力りよくもなかったのだ。ないものを奪うばわれたって痛いたくも痒かゆくもない。

　俺おれ一人なら逃にげられる。

　ファリアに杖つえも届けられるかもしれない。

　こいつを見捨てさえすれば。

「……グレイ」

「はい？」

「言っておくけど俺おれはお前が大だいっ嫌きらいだ」

「は？　いきなり何ですか」

「二度と言わないからよく聞け」

　最初に会った瞬しゆん間かんから、俺おれはこのグレイが最低最悪に気に喰くわなかった。その理由はごく単純なものだ。

「子供の頃ころ、俺おれは【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】──英えい雄ゆうのグレイが好きだったんだ。憧あこがれてた」

　娯ご楽らくなどとは縁えん遠どおい、貧しい暮らしだった。

　そんな中で路ろ傍ぼうの吟ぎん遊ゆう詩し人じんから聴きいたグレイの伝説は、幼かった俺おれの胸を躍おどらせてくれた。

　だが、そんな感情はずっと忘れていた。もとより住む世界が違ちがう偉い人じんのお伽とぎ噺ばなしは、いつしか手の届かない虚むなしい虚きよ像ぞうとして、俺おれの中で意味を失っていったのだ。

「ふ、ふ～ん。そうですかぁ。この私に憧あこがれてたんですかぁ～」

「だから実物のお前を見たときは死ぬほど失望したし、正直言って消えてくれとまで思った」

「ちょっとさすがに酷ひどくありませんかそれ。っていうか！　そんな話してる場合じゃないですって！　もうここ潰つぶされちゃいますよ！」

　知っている。それでも逃にげるつもりはない。

　このグレイは駄だ目めでポンコツだ。しかし、決して手の届かない虚きよ像ぞうなどではなかった。惨みじめでみっともなく足あ搔がき暮らす、俺おれと同じ類の人間だった。

　だからこそ。

「お前がやれ」

　俺おれは告げた。間近に迫せまった地鳴りにも、ほとんど恐きよう怖ふは覚えなかった。

「噓うそつきでも偽にせ物ものでも何でもいい。ここでお前があの化物をぶっ倒たおして根こん性じよう見せろ」

「馬ば鹿か言わないでください。私にそんなことができるわけないでしょう」

「本物のグレイならやれる。あの化物を倒たおしてこの街を守れる。そしてさっきの一いつ瞬しゆんだけ、お前が『本物』に見えた」

　理由はどうあれ、グレイは己おのれの身を顧かえりみず俺おれを逃にがし、ファリアに杖つえを届けさせようとした。この街を救おうとした。

　何の躊ちゆう躇ちよもない、誇ほこらしげな笑えみとともに。

「使え。これはお前の杖つえだ」

　抱かかえていたグレイを床ゆかに降ろし、懐ふところにしまっていた世せ界かい樹じゆの杖つえを差し出す。誰だれも価値を見み出いださず、見向きもされなかった木の枝同然の杖つえを。

「……本気で私が勝てると思ってるんですか？」

　静かに俺おれは首を振ふる。そんな保証も確信もどこにもない。

「勝って欲ほしい、と思ってるだけだ」

　グレイがゆっくりと上体を起こし、杖つえに向かって手を伸のばす。まるで、窓から差さし込こむ光を摑つかもうとするかのように。

　指先が触ふれる。




　──瞬しゆん間かん、杖つえから光が迸ほとばしった。




「……なら！　勝ってあげます！　こんな私を見み込こんでくれやがった、あなたのその馬ば鹿かな期待に応えて！」

　地面が大きく揺ゆれる。倉庫の天てん井じようが轟ごう音おんとともに破は壊かいされ、無数の瓦が礫れきと巨きよ大だいな足が落ちてくる。

　閃せん光こうが視界を白く染め上げた。

　目に刺ささるような痛みを感じながらも、俺おれは強ごう引いんに瞼まぶたを擦こすり開く。そして飛とび込こんできた光景は、一いつ瞬しゆん前まえと大きく様相が異なっていた。

　潰つぶされてほぼ全ぜん壊かいした倉庫。その中にあって、なぜか無傷の俺おれとグレイ。

　片脚を失って地面に倒れ込んでいる巨人の姿。

「……グレイ？」

「アランさん。肩かた貸してください！」

　巨きよ人じんの脚あしは凄すさまじい速度で再生していく。ファリアと戦っていたときと同じだ。

　状じよう況きようを理解できぬまま、俺おれは言われるがままグレイに肩かたを貸す。よろめきながら立ち上がった彼かの女じよは、巨きよ人じんに向けて右みぎ腕うででまっすぐに杖つえを構えた。

「我は月。自ら光を持たぬ者。されど遍あまねく陽光を浴び、己おのが光となせし者」

　グレイの口からうわ言のように呪じゆ文もんが紡つむがれる。杖つえから迸ほとばしっていた光が、彼かの女じよの全身へと脈のように広がっていく。

「我、夜よ闇やみにありても輝かがやきて、世に一条の光明をもたらさん。永久に沈しずまぬ銀ぎん月げつとならん！」

　再生を終えた巨きよ人じんが立ち上がる。それを迎むかえ撃うつようにグレイが吠ほえる。

「くたばれぇ───────っ!!」

　必死極きわまりない怒ど号ごうとともに、杖つえ先さきから莫ばく大だいな光の奔ほん流りゆうが巨きよ人じんに放たれた。

　直ちよく撃げき。

　防ぼう御ぎよも再生も叶かなわない。圧あつ倒とう的てきかつ絶対的な威い力りよくを備えた光の砲ほう撃げきは、しかし街に一いつ切さいの破は壊かいをもたらさない。抉えぐり削けずり焼いていくのは、黒い巨きよ人じんのみだ。

　雲を突つき抜ぬけて光条が空へ駆かけ昇のぼった後には、もはや巨きよ人じんは塵ちりすら残さず消しよう滅めつしていた。

「……すげぇ」

　これが【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】グレイ・フラーブの真の力。

　率そつ直ちよくな感想を漏もらしてから、俺おれははっと口を押おさえる。こんなことを言ってしまっては、グレイがまた馬ば鹿かみたいに調子に乗るのが目に見えていた。

　──と思ったら。

　肩かたを貸したグレイは妙みように静かだった。それどころか、ぴくりとも動く気配がない。

　まさか立ったまま気を失っている？

　これだけの威い力りよくの魔ま法ほうを使った反動？

「おい大だい丈じよう夫ぶか。しっかりしろ」

　グレイの顔を覗のぞき込こんで意識を確かく認にんする。と、そこで気付いた。グレイは意識を失っているわけではなかった。しっかりと目は見開いている。

　ただし。

「…………………………は？」

　撃うった魔ま法ほうの威い力りよくが自分でも信じられなかったのか、空に穿うがたれた雲の大穴を見て、完全なる放心状態に陥おちいっていた。
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　街の中心部で建造物の崩ほう壊かい多数。負傷者多数。

　災害をもたらした黒い巨きよ人じんの正体は未いまだ不明。

　死者数はゼロ。

　聞いたところによると、魔ま術じゆつ師しである学院の生徒たちが、手分けして民間人の避ひ難なんを手助けしたらしい。破は壊かい規模の割に人的被ひ害がいが少なかったのは彼かれらの貢こう献けんによるところが大きい。

　それでも一人として死者が出なかったのは、まさに奇き跡せき的てきな幸運といえた。

　そうなると、残す最大の問題は──

「いや～。でも、とりあえずみんな助かって何よりでしたよぉ～。それもこれも、この大だい英えい雄ゆうグレイ・フラーブ様のおかげですよねぇ～？」

　クソみたいに調子に乗り始めたこいつへの対応である。

　俺おれが根城としていた河原の橋下。俺おれたちは二人並んで災害配給のパンを齧かじっていた。正確には、俺おれが一人でパンを齧かじっているところに、こいつが自じ慢まん話ばなしをしに押おしかけてきた形である。

　巨きよ人じんを退治してから、既すでに二日が経たった。

　退治した直後から翌日にかけては、グレイにもまだ謙けん虚きよさというものがあった。放った魔ま法ほうがあまりに強大すぎて、己おのれの力に現実味を持てなかったのかもしれない。避ひ難なん所じよとなっていた学院の校庭の隅すみで、静かに座って一人で何かを考えていた。

　ところが、ひとしきり被ひ害がい確かく認にんや救護作業が終わって、街の住民たちが落ち着きを取とり戻もどす頃ころになると事態は急変した。

　街の誰だれかが戦いを目もく撃げきしていたらしく、あの巨きよ人じんを倒たおしたのがグレイだという噂うわさがそこら中に広まり始めたのだ。

　やがて感謝を告げる者たちが、グレイの前に行列をなすようになった。

　グレイも当初は困こん惑わくを見せた。しかし、一人また一人と人々が彼かの女じよを生き神のごとく拝んでいくようになると、次し第だいに様子が変わり始めた。




　一言でいうと、調子に乗った。

　それはもうありえないほどに、調子に乗った。

　これほど簡単に人は担かつぎ上あげられるのかというほど、調子に乗った。




　そしてグレイは『世界最強の偉い大だいなる伝説的魔ま法ほう使つかい』であることを臆おく面めんもなく誇ほこり、舌がもげるのではないかというほどに自じ慢まん話ばなしを繰くり返かえし続ける最悪の存在と化した。

「いや～。避ひ難なん所じよにいると次から次にみんなが私に握あく手しゆとサインを求めてくるんで、もうすっかり疲つかれちゃって大変なんですよぉ～。おかげでこんな寂さびれた河原に逃にげないと、落ち着いてご飯も食べられないんです～。有名人って辛つらいですねぇ～」

　やっぱり巨きよ人じんに襲おそわれていたとき、こいつを見捨てておけばよかった。

　結果的にあのときの俺おれの選せん択たくは間ま違ちがっていなかったのだが、それを別にしてもこのウザさには耐たえがたいものがあった。見殺しにしておけばよかったと後こう悔かいするほどに。

「うるせえ帰れ。一人で静かに飯を食いたいなら便所かどこかで食ってろ」

「そんなこと言っちゃっていいんですかぁ？　せっかくこの偉い大だいなるグレイ様が親しくしてあげてるんですよ？　もうちょっと喜んでもいいと思いますけどねぇ？」

　改めて確信する。本物だろうが何だろうが、俺おれはこいつのことが大だい嫌きらいである。

　幼き日の俺おれが憧あこがれていて好きだった英えい雄ゆうは、こんな品性下げ劣れつで醜しゆう悪あくかつ下世話なクソ小こ娘むすめではない。

「それに、今日はアランさんにいい話を持ってきてあげたんですよ？　ほら見てください」

　そう言うとグレイは、エプロンの内側から巻紙を取り出して広げた。

　だが、書いてある内容は読めない。

「何て書いてあるんだ？」

「仕事を探してきてあげたんですよ。ヴァリア魔ま導どう学院の小間使いの仕事の紹しよう介かい状じようです。三食付きで宿舎あり。私が口くち利ききしてあげましたから、お給料も普ふ通つうより上乗せされてます」

「本当か!?」

　俺おれは目を見開いて紙を凝ぎよう視しした。もちろん読めはしないが、そんな条件の仕事なら願ったり叶かなったりだ。こればかりは素す直なおに感謝しようと思ったが、

「で、アランさん。ここでクイズなんですけど、どうして小間使いの枠わくがいきなり一人分空いたと思いますか？」

「……ん？」

「たまたま欠員が出たんですよねぇ～。とっても優ゆう秀しゆうなスーパー小間使いが一人、ある事情で辞やめることになっちゃったんですよぉ」

　急にグレイがニヤニヤとした陰いん湿しつな顔になった。それから、満を持してといった様子で懐ふところからもう一枚の巻紙を取り出す。

「じゃん！　どうですかこれ！　ヴァリア魔ま導どう学院の入学許可証ですよ！　『卓たく越えつした能力とその功績を讃たたえ、特別待たい遇ぐう生せいとしての入学を許可する』──そう書いてあるんですよ！」

　ひゃっほー！　と両手を天に掲かかげてグレイが叫さけび、河原に寝ねっ転ころがる。

　まさかこいつ、この勿もつ体たいぶった自じ慢まんをする前フリのためだけに、俺おれに小間使いの仕事を用意してきたのか。

　感謝する気持ちが途と端たんに失うせる。

「まっ。せいぜい近くで拝んでおいてくださいよ。この私が噓うそを真まことにしていくところを！　真の首席に上のぼり詰つめるところを！　憧あこがれのグレイ・フラーブの活かつ躍やくを、しかと間近で見届けさせてあげましょう！」

　無視の不ふ貞て寝ねを決きめ込こむ俺おれの傍かたわらで、グレイは延々と大たい言げん壮そう語ごを繰くり広ひろげ始めた。

　学院生活での華はな々ばなしい未来を予期するかのように。
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「魔ま力りよくとは、空気中の魔ま素そを人間の体内で代謝合成したものです。そして魔ま法ほうはそれを利用する技術と定義されます。さて、魔ま法ほうには大別して三階級の区分があります。一階級目は魔ま力りよくを身体からだに通すことによる単純な肉体強化で、みなさんも習得済みですね。本日からは二階級目の理解及および習得に移りたいと思います。どなたかこの二階級目を説明してくださいますか？」

　場所はヴァリア魔ま導どう学院の講義室。教師を中心にして扇おうぎ状じように並んだ席が何段にも配置されており、集つどう生徒の数はゆうに百を超こえる。

　グレイの特別入学が許可された後、初めて開かれた授業である。

　講義室の最後方で箒ほうきがけをしていた俺おれは、ただ哀あわれみの視線をもって、最後列の席に座すわる少女を見ていた。

　グレイである。

　目を開けたまま気絶している。

　その面だけで雄ゆう弁べんに『やばい何言ってるか全然分からない』と語っている。

　まあ、当然のことである。いくら独学で魔ま法ほうの訓練をしていたとはいえ、他の生徒たちに途と中ちゆうから紛まぎれての授業参加だ。大おお幅はばな遅おくれがあることは否いなめまい。

　教師の呼びかけに対し、講義室の最前列に座すわる生徒が手を挙げて指名を受けた。

　美び麗れいな銀ぎん髪ぱつを揺ゆらす美少女。ファリアだった。

「はい。二階級目は自然物変へん換かんですわ。己おのれの魔ま力りよくを、炎ほのおや風といった自然界に『実在するもの』に変へん換かんして操作します。習得法はある程度体系化されており、汎はん用よう魔ま法ほうとも呼ばれております」

　巨きよ人じんとの戦いで魔ま力りよくを奪うばわれ空から墜つい落らくした彼かの女じよだったが、なんと自力で受け身を取ったらしく、今では頭に軽く湿しつ布ぷを貼はっているだけだった。どんな達人の受け身でも無事で済む高さではなさそうだったが、この時代の魔ま術じゆつ師しという人間たちは身体からだの造りからしてちょっと違ちがうのだろう。

　ファリアの回答を受けた教師は満点とばかりに頷うなずく。

「見事ですファリア嬢じよう。貴女あなたは既すでに汎はん用よう魔ま法ほうのほぼすべてを習得していますから、これからの授業では指導補助に回っていただきます。それでは、最後の三階級目を説明してくださる方はいらっしゃいますか？　習得は困難を極きわめますが、各自目標とすべきものです……グレイ嬢じよう」

　いきなり声をかけられ、最後列で死んでいたグレイは席からぴょんと跳とび上あがった。

「は、はい？　なんですか？」

「先日貴女あなたが街を救った魔ま法ほうは、おそらく三階級のものだったかと思います。それも最上の部類の。ぜひみなさんに説明してあげてもらえますか？」

　指名されるや、ほとんど痙けい攣れんといっていいほどにグレイの全身が震ふるえはじめる。

　後で聞いたが、あのときグレイは杖つえを握にぎった瞬しゆん間かんに『なんとなく』自身の力を察したらしく、理論とかそういったものは今でも一いつ切さい把は握あくしていないらしい。

　覚かく醒せいした際に唱えた呪じゆ文もんも、杖つえを握にぎると同時に自然と湧わいてきたものだという。要するに全部ノリでやったのだ。

　それが今、詳しよう細さいな説明を求められた。

　百名を超こえる生徒の前で。

　仮にも憧あこがれの英えい雄ゆうの公開処しよ刑けいを見るに堪たえず、俺おれはそっとグレイから距きよ離りを置いた。

「ふっ……やはり高名なヴァリア魔ま導どう学院といえど、私の力の本質にまでは理解が及およんでいないようですね」

　ところが、いきなり吹ふっ切きれたかのように立ち上がって、グレイは何か語り始めた。

「グレイ嬢じよう、本質……とは？」

「何を隠かくそう、この私の魔ま法ほうは三階級すら超こえた四階級目の領域にあるんです！　四階ですよ四階！　説明してあげたいのは山々ですが、あまりに高度かつ複雑な理論すぎてここで語るには時間があまりに足りません！　かーっ！　残念ですねーっ！」

　着席。

　何言ってやがるこいつ。

　分からないなら分からないと素す直なおに言えばいいのだ。後から遅おくれて入学したのだから、誰だれもそれを馬ば鹿かにしたりはするまい。なぜそこまで無む駄だに見み栄えを張るのか。

　ざわざわと講義室が騒さわぎに包まれ始めた。

「四階級？」

「本当？」

「あんなに凄すごい魔ま法ほうだったし……そうなんじゃない？」

　好こう奇きと尊敬の眼まな差ざしがグレイへ押おし寄よせる。当人は石像みたいに無表情で固まっている。

「グレイ嬢じよう」

「はい」

　教師の呼よびかけには辛かろうじて応じるグレイ。

「よければ後日、十じゆう分ぶんに時間を取ってその件について話をさせてもらえますか？　場合によっては本校の教師全員を集め、重大な研究議題とするかもしれません」

「はい」

　はいじゃない。噓うそだと吐はけ。すぐ謝あやまれ。

　俺おれが講義室の隅すみから箒ほうきを振ふってサインを送るが、視し野や狭きよう窄さくに陥おちいったグレイは気付きもしない。

　手を叩たたいて生徒たちのざわめきを収めた教師は、咳せき払ばらいをして講義を再開する。

「それでは講義を続けましょう。三階級目の魔ま法ほうは、魔ま力りよくをこの世に『存在しないもの』に変へん換かんする技術です。いわゆる概がい念ねん魔ま法ほうと呼ばれます。たとえば魔ま法ほうを帯びた道具を作製する際には、『魔ま法ほうを留めおく接着剤ざい』のような性質に魔ま力りよくを変へん換かんする必要があります。付ふ与よ魔ま法ほうですね。こうした概がい念ねん魔ま法ほうは個人の資質にかかる変へん換かん技術を要するため、習得できる魔ま術じゆつ師しはごく一部でありますが──」
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「アランさん。私はそろそろ世界を救う旅に出ようと思うんです。なのでお別れの挨あい拶さつに参りました」

　グレイがそう切り出してきたのは、その日の午後。

　休きゆう憩けい時間に宿舎で読み書きの勉強をしていた俺おれは、いきなり自室の扉とびら口ぐちを訪おとずれたグレイを前にして、

「……は？」

　困こん惑わくを隠かくせなかった。

「よく考えたら、これから世界が危なくなっていくんですよね？　あの黒い巨きよ人じんの正体も全然分かってないそうですし。それなら学院でのんびり勉強なんてしている暇ひまはないじゃないですか。私という規格外の天才は、今すぐ広い世界で人々を救うため活かつ躍やくすべきなんです」

「まずは魔ま術じゆつ師しとしての基き礎そを盤ばん石じやくにするとか言ってなかったか……？」

　入学前の大たい言げん壮そう語ごでは『世界を救う前準備として、あっという間に学院のナンバーワンになって飛び級卒業してみせますよ』とほざいていた。

「あのときと今このときでは状じよう況きようが違ちがいます」

「二、三日しか経たってないぞ」

「その二、三日の間に私は気付いてしまったんです。意外と勉強って面めん倒どうくさいっていうことに……もとい、私が実戦の中でこそ成長するタイプだということに」

「単にお前の頭が想定以上に残念だっただけだろ」

「うるさいですねっ！　じゃあどうしろって言うんですか！　このまま全教員に囲まれて四階級目の魔ま法ほうとかいう訳の分からないデマカセの釈しやく明めいをしないといけないんですか！　私の面めん目ぼく丸つぶれですよ！　街を救った大だい英えい雄ゆうが一転してただのクソ見み栄えっ張ぱり劣れつ等とう生せいに落ちぶれるんですよ！　絶対『四階さん』とかいう一生モノのあだ名を付けられるに決まってます！」

　実際ただのクソ見み栄えっ張ぱり劣れつ等とう生せいだと思う。

「なぁーに！　今すぐ旅立ったって大だい丈じよう夫ぶですよ！　なんたって私には最強の力がありますから！　どんな敵も恐おそるるに足らず！　世界をこの手で危機から救ってみせましょう！」

　うわはははは！　と自分を鼓こ舞ぶするかのように高笑いするグレイ。

　ひどい頭痛がした。俺おれの憧あこがれていた大だい英えい雄ゆうを返して欲ほしかった。

　そのとき、音もなくグレイの背後に現れる人ひと影かげがあった。

「グレイさん」

「うきゃぁっ！」

　いきなりの来訪者に悲鳴を上げるグレイ。声をかけてきたのは、銀ぎん髪ぱつに銀目を持った本物の首席──ファリアだった。

「な、なんですか？　さっきの四階級魔ま法ほうの説明ですか？　い、いや～残念ですけど今は休み時間ですから勉強のお話はちょっと控ひかえていただきたいというか、そもそもあの超ちよう絶ぜつ理論を語るにはたとえ三日三晩の時間があろうとも難しいというか」

「いいえ。もちろん時間があればそちらの件もお話を聞かせていただきたいのですが……まず、わたくしは先日の謝罪に来たのです」

「謝罪？」

　俺おれとグレイがほとんど同時に首を傾かしげる。

「空に昇のぼっていった光の魔ま法ほうを見て確信いたしました。アランさんが仰おつしやっていた話は本当だったのですね。その杖つえに凄すさまじい力が秘められていたということも、未来から来たということも。疑ってしまい、申し訳ありませんでした」

「まさか！　いまさら掌てのひらを返して杖つえを買い取るとか言い出すつもりじゃないでしょうね！　ダメですよこれは絶対私のです誰だれにも譲ゆずりません！」

　グレイが杖つえを守るように抱だき、「ずざざざっ！」と廊ろう下かの壁かべに引き下がった。

「ご安心ください。そんなはしたない真ま似ねはいたしません。あのとき、わたくしは時間移動という話を信じることができませんでした。でもグレイさんは信じてその杖つえを握にぎった。そんなあなただからこそ、その杖つえも威い力りよくを発揮したのでしょう。きっと」

　別にグレイは俺おれのことを信じてくれたわけではない。自分に都合のいい英えい雄ゆうという未来に浮うかれただけだ。が、本人は例のごとくヘラヘラと称しよう賛さんに溺おぼれる。

「でっすよね～。やっぱり私、助けを求める人の話は真っ向から受け止めてあげたくなっちゃうタイプなんですよね～。人としての器うつわが大きいっていうんですかね～？」

「そうなのですか……。では、本当に出立されてしまうのですね」

「へ？」

「申し訳ありません。さきほど、お二人が話しているのを聞いてしまいました。『世界を危機から救う旅に出る』と」

「あ、ええと。はい。そうですね。その予定です。はい」

　グレイは目を泳がせて挙動不ふ審しんになる。四階級目とかいう話がハッタリだったことまで聞かれていないか不安になっているようだ。

「そのような予感はしていたのです。今日の授業の間、グレイさんはどこか『心ここに在らず』といった感じで、遠いところを眺ながめているような雰ふん囲い気きがありましたから……わたくしでは及およびもつかない、何か途と方ほうもなく大きな考えを抱いだいているのではないかと」

　単にグレイは授業が理解できなくて空とか眺ながめていただけだと思う。

　そしてファリアは感かん極きわまったかのようにグレイの両手を握にぎった。

「どうかご無事で。ご武運を祈いのっています」

「まっ、任せてください。パパッと世界を救って、世界中に私の名前を轟とどろかせてみせます」

「よろしければ、そこで相談なのですが」

「はい？」

　珍めずらしくファリアが少し照てれ臭くさそうな表情を見せた。

「実はわたくし、あなたの戦いにいたく感かん銘めいを受けてしまいまして……。もしよろしければ、あなたが旅を終えた後、その活かつ躍やくを聞かせてはいただけないでしょうか？　それを伝記として後世に残したいのです」

「伝記！　もっちろんです！　私の名前は歴史にしっかりと残さないといけませんからね！」

　そこで俺おれは「ん？」と違い和わ感かんを覚えた。

「なあファリアさん」

「はい？」

「この前の巨きよ人じんを倒たおしたときの件、その伝記に残すとしたらあんたはどう書くつもりだ？」
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「僭せん越えつながら。こういった内容ではいかがでしょう。『輝かがやかしき銀光を纏まとった高潔なる英えい雄ゆうグレイ・フラーブは、未来よりの神しん託たくを受け、伝説の杖つえを携たずさえ邪じや悪あくなる闇やみの尖せん兵ぺいを討うち倒たおし──』」

　グレイは「いいですね！　なんか壮そう大だいな叙じよ事じ詩しっぽいですよ！」と盛り上がっている。

　一方の俺おれが抱いだく感想は一つ。




　──歴史伝承が滅め茶ちや苦く茶ちやだったの、この人のせいじゃねえ？




　お人ひと好よしをこじらせすぎて、グレイのような駄だ目め人間すら美化に美化を極きわめた英えい雄ゆうとして捉とらえているフシがある。聖像や肖しよう像ぞう画がでファリアの顔が残っているのは、英えい雄ゆう譚たんをグレイ以上にノリノリで広めた張本人だからかもしれない。伝道者として。

　俺おれの推測をよそに、グレイとファリアは意気投合して談だん笑しようし合っている。

　まあ、盛り上がっているところにいちいち水を差さなくてもいいだろう。

　というか、方向性は違ちがえど両者ともに馬ば鹿か仲間という気がする。首を突つっ込こんでも疲つかれるだけだ。

「グレイさん。旅立ちの前に、どうか餞せん別べつを贈おくらせてください。あなたがこの世界を救うのを、ほんの少しでもお助けできるように」

　ファリアがマントの内側から革かわ袋ぶくろを取り出した。受け取ったグレイがそれを開くと、

「わぁっ！」

　ぎっしりと金貨が詰つまっていた。

　その眩まばゆい輝かがやきからするに、おそらく貨か幣へいとしては最さい高こう峰ほうの価値を持つものだろう。

「わたくし、実家が商会を営んでおりまして。このくらいでしかお力になれませんが」

「いえいえいえ！　もう感謝です感謝！　これだけあったら豪ごう遊ゆう……じゃなくて何か月かは余よ裕ゆうで観光……いいえ旅ができます！　えへへへ！　ファリアさん、私がいずれ世界を救った暁あかつきには、あなたの名前も盟友として語ってあげても──」

　ひょい、と。俺おれはグレイの掌てのひらから革かわ袋ぶくろをつまみ上げた。

「数か月分の旅費相当か。まあ、全然足りないけどとりあえず回収な」

「ちょ、ちょっとアランさん！　なに横取りしてるんですか！　それ私のお金ですよ！」

「その杖つえの代金、すっかり忘れてるだろお前。タダで譲ゆずってやると言った覚えはないぞ」

「え」

　そう、俺おれはこのグレイが心底嫌きらいではあるが、まだここでオサラバされるわけにはいかない。こいつが世界を救って成り上がり──そして杖つえの代金を払はらい終おえるまでは、債さい権けん回収のためについていく必要があるのだ。

　それはもちろん、小間使いの仕事よりも優先される。

「お前が旅に出るっていうなら、俺おれも杖つえを持もち逃にげしないようついていく。で、行く先々でお前がこうやって金を稼かせいだらすぐ回収だ」

「待ってください！　毎回お金を没ぼつ収しゆうされるなら、私の旅の軍資金はどうなるんですか！」

「旅の必要経費はその都度立たて替かえてやる。ツケとして杖つえ代だいに加算するけどな」

「ひどいです！　ちょっとファリアさん！　この金の亡もう者じやに何か言ってやってください！」

　しかしグレイの援えん軍ぐん要よう請せいは空から振ぶりに終わる。今まで何度も喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいに割って入ってきたファリアだったが、今回はなぜかくすくすと笑っていたのだ。

「お二人とも、とても仲がよろしいんですね」

「仲良くないです！　この男はアレですよ！　私を馬車馬のように働かせて金だけ回収しようとする鬼おにですよ鬼おに！」

「人聞き悪いこと言うな。こっちはただ正当な権利を主張してるだけだ。嫌いやならその杖つえを今すぐこっちに返品してくれていいんだぞ」

　うぐぐぐ、とグレイが歯は軋ぎしりをする。

　グレイはしばらく悔くやしそうに押おし黙だまっていたが、やがて何か閃ひらめいたかのように指を弾はじいた。

「ね、アランさん？　そういえば巨きよ人じんと戦ってるとき、大だい英えい雄ゆうグレイが好きだって言ってましたよね？　それってつまり、私のことが好きだってことですか？」

「なっ……!?」

　思わぬ角度から虚きよを衝つかれて、俺おれは微び妙みようにたじろいだ。

　それを好機と見たか、グレイは俺おれの懐ふところに滑すべり込こんで媚こびるように揉もみ手でをしてくる。

「あれぇ～？　可か愛わいいところもあるじゃないですか照れちゃってぇ～。ね？　ね？　ちょっとだけ杖つえの代金まけてもらえません？　もし安くしてくれたら、私ちょっとだけアランさんのこと見直しちゃうかもしれませんよ？」

　俺おれは深呼吸をした。

　落ち着け。

　目の前のこの燃えカスみたいな奴やつは【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】の名を汚よごす矮わい小しような小こ娘むすめに過ぎない。断じて俺おれが憧あこがれた存在ではない。

　だから、極きわめて落ち着いてこう答える。




「杖つえの代金十倍にしてやる」




　こうして大だい英えい雄ゆうグレイの世界を救う冒ぼう険けん──もとい、杖つえ代だい返済の日々が始まった。







[image: 第二章『悲愴の賢者』]













「ところでアランさん。これから私はどうすればいいんですか？」

　旅立ちを宣言したものの、颯さつ爽そうと学院を後にしたわけではない。

　小間使いの職を辞することを報告しなければならなかったし、旅の支し度たくにも時間がかかる。俺おれの方はそんな慌あわただしい状じよう況きよう下かにあったが、グレイは宿舎撤てつ収しゆうの荷に支し度たくをする俺おれの横で、暇ひまそうに座すわり込こんでいた。

「どうするって……まずは退学の手続きしてこいよ」

「嫌いやですよ。そんなのやったら引き止められるに決まってるじゃないですか。魔ま法ほうのハッタリの件も説明を求められるでしょうし。このまま高飛びします。後のことはファリアさんがフォローしてくれますよ」

　跡あとを濁にごす気満々の旅立ち姿勢である。

「というかですね、私が聞きたいのはそんな些さ細さいな予定の話じゃありません。将来的に世界を救う大だい英えい雄ゆうとして、これからどういうルートを辿たどるべきか聞いてるんです。アランさん、この先の歴史を知ってるんでしょう？」

「まあ、知ってるけど」

「どうせアテもないんですし、その歴史の通りにいくのが一番ですよ」

　グレイの言うことに従うのは癪しやくだが、残念なことに異論を挟はさむ余地がない。俺おれは背はい囊のうに荷物を詰つめつつ、記き憶おくにある限りのグレイの英えい雄ゆう譚たんを辿たどる。

「まず十五歳さいでヴァリア魔ま導どう学院に首席入学後『世界を滅ほろびより救え』との神しん託たくを受けて学院を出しゆつ奔ぽん」

「おおむね現状と一いつ致ちしていますね」

　どこがだ、と思いつつ俺おれは続ける。

「旅立ってからしばらくの間は、各地を巡めぐって人助けを続けたらしい。旱かん魃ばつの土地に恵めぐみの雨を降らせたり、地じ震しんで壊かい滅めつした街を一晩のうちに再建したり」

「んっ」

　いつものごとく得意げな顔をするかと思いきや、グレイは唐とう突とつに口ごもった。

「どうした」

「い、いや～。私の魔ま法ほうはすごいんですけどね？　スーパー最強な魔ま法ほうではあるんですけどね？　そういう地道な仕事にはちょっと向かないかなって」

「ああ。要するに雨降らせたり建物再建したりはできないのか」

　別段、驚おどろきはなかった。伝えられている伝承が額面通りでないことは先刻承知済み。ファリアの善意解かい釈しやくだけでなく、後世の創作も多大に含ふくまれているはずだ。グレイ自身もよく把は握あくしていないようだが、あの光の砲ほう撃げきを見るに戦せん闘とう向きの魔ま法ほうと考えた方がいい。

「そういうのよりも、もっと派手に悪者と戦うエピソードをください。そっちの方が得意ですしカッコいいです」

「心配するな。メインはだいたいそういう感じだ」

　グレイが『世界を救った』と評される所以ゆえん。それは──

「前に話したの覚えてるか。【暴ぼう君くん】っていう魔ま術じゆつ師しがいて、未来のお前がそいつに勝ったって」

「そうでしたね。いつぞや河原で聞きました」

「吟ぎん遊ゆう詩し人じんとか英えい雄ゆう譚たんで語られるグレイ・フラーブの活かつ躍やくは、大半がそいつとの戦いに主眼を置かれてる。派手な話の分だけ創作要素も多いだろうし、諸説あって語り手によって内容もまちまちだが、まあ大筋だけは信用できると思う」

　俺おれはしばし悩なやんで思い出す仕草をする。実をいうとノータイムで語れるほどには聞き覚えているのだが、それはそれで何か悔くやしかったので、フリだけでも間を置くことにした。

　十分な間を置いてから俺おれは語る。

「各地を巡めぐる中で、グレイ・フラーブは異変に気付いた。よからぬ謀はかりごとを企たくらむ悪あしき存在がいると。やがてその懸け念ねんは現実のものとなる。幾いくつもの街や国が、一夜にして亡ほろびる凶きよう事じが相次いだのだ──」

「のだ、って何ですか。弁士みたいな喋しやべり方になってますよ。あ～もしかして丸ごと暗記するくらいそういう話を聞きき込こんでたんですか～？」

　迂う闊かつ極きわまりない失態に、俺おれは手に握にぎっていた靴くつ下したの束を壁かべに投げつけた。

「とにかく！　そういう異変が起き始めて、グレイは黒幕を探し始めた。その間に仲間も集つどい始める。そいつらも後世に伝えられる英えい雄ゆうたちだ。主要なところだと……【迅じん剣けん】【百ひやつ器き夜や行こう】【無む血けつの盾たて】とかだな。【剣けん】と【盾たて】の二人がグレイの両りよう翼よくを担になって、【百ひやつ器き夜や行こう】が背を固める軍勢を率いた──らしい」

「らしい？」

「この仲間についても伝承が正しいかどうか疑わしいからな。特に【無む血けつの盾たて】については『創作上の人物』説がでかい。遺物が一件も発はつ掘くつされてないし、本名すらよく分かってない」

　その点、他の二人は少なくとも実在はしたと思われる。

「【迅じん剣けん】クラン・ララ・アルヒューレと【百ひやつ器き夜や行こう】バゼル・ロウはどっちも同じ国の出身だけど、その国を一夜で滅ほろぼされた。復ふく讐しゆうとしてグレイの旅路に同行をし始めたらしい。ちなみに【迅じん剣けん】は異名のとおり剣けんの遺物が出土してる。【百ひやつ器き夜や行こう】はとにかく発はつ掘くつ品ひんの数が多くて、ネームバリューのわりに取引価格が安い。装備品を作るのが得意な魔ま術じゆつ師しだったらしいから、そのせいだろうな。数打ち品のせいか保存状態もたいてい悪くて、盗とう掘くつ者しや泣かせの英えい雄ゆうとも言われたりする」

「ふ～ん。ところで、一番高値だった遺物ってなんですか？　もちろん私関連のですよね？」

「もし価格が付いたとしたら、お前が今持ってる杖つえがぶっちぎりで一位だろうよ」

　変な負けん気を漲みなぎらせ始めたグレイだったが、その一言で満足げな顔となる。

「それで敵の【暴ぼう君くん】の方だ。こいつもお前と同じで、後世の脚きやく色しよくが凄すごすぎて実際の能力とかはまるで分からん。睨にらんだだけで万の軍勢を殺したとも伝えられるし、死者や怪かい物ぶつを操あやつる力を持っていたとも伝えられるし、影かげにすべてを吞のみ込こむ力があったとも伝えられる。要するに多すぎて何もアテにならん」

　グレイがしばし腕うで組ぐみをして考え、

「この街を襲おそってきた首無の巨きよ人じんはどうなんですかね？　『怪かい物ぶつを操あやつる力』とか『影かげにすべてを吞のみ込こむ力』とかに該がい当とうしません？」

「無関係ではないと思うが……かといって何の手て掛がかりにもならんしな」

　グレイによる討とう伐ばつ後にヴァリアの魔ま術じゆつ師したちが総出で痕こん跡せき調査をしたようだが、術者の気配は少しも辿たどれなかったという。あの怪かい物ぶつを送おくり込こんできたのが誰だれの仕業か、現時点では判断しようがない。歴史上でも、必ずしも【暴ぼう君くん】だけがグレイの敵というわけではなかった。

　結論として、

「意外と使えないですねアランさんの情報」

「おい」

「それで？　仲間が集まって最終的にはどうなったんですか？」

「勝ったよ。終わりだ」

　敢あえて俺おれが雑に説明してやると、グレイは杖つえでぺしぺしと俺おれの頭を叩たたいてきた。

「そこはもっと迫はく真しんの演技力で私の武勇伝を語るべきでしょう！」

「決戦シーンはそれこそ語り手によって千せん差さ万ばん別べつだ。まあ、派手に語って欲ほしいならいくらでもパターンがあるぞ。たとえば戦せん闘とう中にグレイが片かた腕うでと両足と腹を吹ふき飛とばされて内臓と血ち反へ吐どを吐はき散ちらしたっていう悪あく趣しゆ味みなやつとか」

「それ死にますよね。そこから逆転勝利って無理ですよね」

「そのグレイは、肉にく片へんが一つでも残ってたら再生できるタイプのグレイだったからな……あれは斬ざん新しんだった」

「何ですか再生できるタイプの私って。いくら天才の私でも無理なものは無理ですよ」

　投げ銭目当てでとにかく語りに独自色を付けようという連中は多かった。ゲテモノ好みな方に話を転がせば、それこそグレイこそが真の黒幕だったというパターンすらある。そういう不敬な話を語った奴やつは、たいてい銭ぜにではなく石を投げられていたが。

「念のため確かく認にんしときたいんだが、巨きよ大だい化かとかもできないよなお前？」

「当たり前じゃないですか」

「生身で火口に飛とび込こんで生せい還かんしたりは？」

「普ふ通つうに死にます」

「飯を食わずに丸一年過ごすとかは」

「ビックリ人間じゃないんですよ私は」

「頭には角が生えてて背中には翼つばさが」

「あるように見えますか？　え？」

　しまった。つい熱が入って、手て当あたり次し第だいにいろいろと挙げてしまった。

　膨ふくれ面つらになりかけたグレイを前に、俺おれは慌あわてて話を本筋に戻もどす。

「とりあえず……物的資料からいって他に確実な事じ項こうといえば、最終決戦の場所がアルガン砦とりでだってくらいだ。俺おれの時代では砦跡か。一帯の地面が高熱でガラス化しててな、グレイと【暴ぼう君くん】の魔ま法ほうがぶつかりあった余波だって言われてる」

「うぇ」

　と、決戦の地名を聞くなり、グレイが何やら嫌けん悪お感かんを滲にじませた。

「どうした？」

「アルガン砦とりでって……そりゃあまたずいぶん曰いわく付つきな場所ですね。いかにも悪党の本ほん拠きよ地ちというか……できれば行きたくないですね。決戦場所変へん更こうとかできません？」

「有名な場所なのか？」

「悪い意味で有名ですよ。ずっと昔からあって今は使われてない古い砦とりでなんですけど」

　グレイ曰いわく。

　遥はるか昔、その砦とりでには内乱の蜂ほう起きに失敗した数千の敗残兵が籠ろう城じようしていた。

　砦とりでの四方は敵軍に包囲され逃にげ場ばもなし。和解の余地もなし。

　水も食しよく糧りようも底を突つき、やがて砦とりでの中では凄せい惨さんな事態が発生する。そう、飢うえた兵士たちは仲間たちの屍し肉にくを──

「ああもう駄だ目めですその先は喋しやべりたくありません。要するにそういう場所なんですよ！」

「気味が悪いっちゃ悪いが……。昔どんなことがあっても、今は普ふ通つうの廃はい墟きよなんだろ？」

「いえいえ。近寄ったら普ふ通つうに死にますよ。超ちよう特とつ級きゆうの危険地帯です」

「死？　なんで死ぬんだ？　昔の話だろ？」

「いや何言ってるんです。それだけ曰いわく付つきの場所だったら危なくて当然じゃないですか」

　どうも前提の常識に齟そ齬ごがある。いまいち話が嚙かみ合あわない。

　俺おれには知識がなく、グレイは思し慮りよがない。こういう場面で頼たよれる人物は一人。




「わたくしを頼たよっていただけるとは光栄の至りですわ！」




　既すでに学院の一日の授業は終わり、現在は放課だ。グレイに頼たのんで、寮りようで自習していたファリアを呼び出してもらった。

「すまん。ちょっといろいろと意見を聞きたくてな」

「アランさんは魔ま法ほうについてズブの素しろ人うとですし、私は私で天才すぎて常人と思考回路が嚙かみ合あいませんから。ファリアさんに仲立ちをお願いしたいわけです」

　グレイを睨にらむと、さっと目線を逸そらした。とことん自分の評価は高く保っておきたいらしい。

「もちろんご協力させていただきます。なんなりとお聞きください」

「俺おれたち、この後いずれアルガン砦とりでって場所に向かうことになると思うんだ。だけどグレイが言うにはだいぶ危険な場所らしくてな。具体的にどういう危険があるんだ？」

「アルガン砦とりでですか……やはりお二方の旅路は苛か酷こくを極きわめるのですね」

　ファリアは珍めずらしく眉み間けんに皺しわを寄せた。

　それから「こほん」と咳せき払ばらい。

「アルガン砦とりでは、この国の北ほつ方ぽうに位置する古き城じよう塞さいです。かつて内乱に失敗した兵たちが兵ひよう糧ろう攻ぜめの果てに壊かい滅めつしたことは御ご存ぞんじですか？」

　俺おれとグレイは頷うなずく。

「その惨さん劇げきは、かの地に禍まが々まがしい『呪のろい』を刻みました。死しに際ぎわの『呪のろい』というのは、魔ま法ほうの中でもとりわけ厄やつ介かいなものです」

　呪のろいと言われると俺おれにもイメージはある。憎にくんだり恨うらんだり嫉そねんだり。誰だれかに怨えん嗟さを募つのらせることは俺おれの時代でも普ふ通つうにあることだったが、しかしそれが明確に作用したという例は聞いたことがない。

　ファリアは滔とう々とうと解説を続ける。

「人間は誰だれしも多かれ少なかれ魔ま力りよくを持ちます。しかし魔ま法ほうを使える者はごく一部。高度な魔ま法ほうの使い手となれば極きわめて稀き少しような存在です」

「そうですね。私みたいに」

「余計な自己アピールを挟はさんでくるな」

　グレイは鼻を高くしている。単純にイラつく。

「ただ、『呪のろい』はその数少ない例外なのです。走そう馬ま灯とうと呼ばれる現象に代表されるよう、人間は死しに際ぎわにその精神活動を最大限に活性化させます。これが通常ではありえない魔ま力りよくの性質変へん換かんに繫つながり、本来は魔ま法ほうが使えない者でも時として三階級の概がい念ねん魔ま法ほうに匹ひつ敵てきする高度な──」

「あ、はい。つまり死しに際ぎわの馬ば鹿か力ぢからってことですね。呪のろいっていうのは」

　このままいけば自分にとって理解不能になると踏ふんだか、グレイが要約して話を打ち切った。

「そういうことですわ。アルガン砦とりでの場合は、飢き餓がに陥おちいった兵たちの怨おん念ねんが、命あるものを根こそぎ『喰くらう』呪のろいとして滞たい留りゆうし続けています。砦とりでの周辺は草の一本も生えず、迂う闊かつに近寄った獣けものは瞬またたく間まに皮も肉も失って白骨化してしまいます」

　俺おれとグレイが吞のん気きに砦とりでに近付き、あっという間に骨となる光景が脳のう裏りに浮うかぶ。

「ってことはアレですね。まだその砦とりでに近付くのはダメですね。後回しです後回し。別に怖こわいとか不気味とかは毛ほども思ってませんけど、君子危あやうきに近寄らずって言いますからね～」

「怖こわいなら怖こわいって言えよ」

「怖こわくないですよ全然！」

　ムキになって食い付いてくるグレイを片手で押おし返かえし、俺おれはファリアに向き直る。

「ファリアさん。相談なんだけど、あんたも一いつ緒しよに来てくれないか？　俺おれの知識は穴が多すぎるし、こいつも頼たよりない。あんたみたいに強くて知識もある魔ま術じゆつ師しが来てくれたら百人力だ」

　今のアルガン砦とりでの情報にしてもそうだ。無知のまま様子見に突つっ込こんでいたら、骨になってお終しまいだったかもしれない。

「ちょっと誰だれが頼たよりないんですか。私は世界最強の超ちよう天てん才さい魔ま術じゆつ師しですよ。私一人いれば大船に乗ったも同然でしょう撤てつ回かいしてください」

　詰つめ寄よってくるグレイを片手では抑おさえきれなくなり、両手を摑つかみ合あっての押おし合あいとなる。

　それをよそにファリアは唸うなる。

「申し訳ありません。大変心苦しいのですが、直接のお力ちから添ぞえはできかねます。わたくし個人としてはぜひ同行させていただきたいのですが……実家の立場がありまして」

「……ああ、そうか」

　そこまで思い至っていなかった。ファリアは実家が商会を営む──つまり名家だと言っていた。身分も立場もあるだろうし、学院を飛び出して目的不明の旅に出るわけにはいくまい。

　グレイもぽんと納なつ得とくしたように手を打った。

「そっか。そりゃそうですよね。愛まな娘むすめが『未来からやって来た予言者に導かれたので世界を救う旅に出ますわ』って言い始めたら、どんな悪質な詐さ欺ぎにあったのかと疑いますよね」

「場合によっちゃ俺おれたちに追手がかけられるな」

「はい。おそらく各地を訪おとずれるたびに、商会が雇やとった私兵がお二人を襲おそうことになってしまうかと思います」

「現実的に怖こわい話だな……」

　ファリアは提案するように指を立てる。

「わたくしは陰かげながらのお手伝いに回らせていただきます。わたくしの命の恩人といえばきっと実家も無む下げにはしないでしょうから」

　金銭面と情報面で大規模な商会の支し援えんが得られるのは素す直なおに喜ばしい。

「あ、そうだファリアさん！　そういうことならこの杖つえの代金を立たて替かえてもらえませんか？」

「十万シル金貨を一億枚な」

「さすがに用立てられませんわね。実家が破算してしまいます」

　金貨を貰もらってから習い覚えたが、シルというのはこの時代で最も普ふ及きゆうしている通貨の単位だ。十万シルあれば一か月は人並みに暮らせるという。それが一億枚。

　吹ふっかけもいいところな価格提示に、グレイは俺おれの胸むな倉ぐらを摑つかみ上あげてくる。

「なんですかその法外な値段は！　んなもんどんな金持ちだって払はらえないですよ！」

「時価だ時価。お前のこれからの態度次し第だいで割り引いてやる」

　俺おれとて鬼おにではない。噓うそにまみれた放言を控ひかえたり、英えい雄ゆうに相応ふさわしい活かつ躍やくをなせば、現実的な水準にまで割り引いてやる所存ではあった。

　しかしグレイは、

「た、態度次し第だい……？　ちょっといったいどういう意味ですかそれ！　借金を盾たてに私にどんなことを要求してくるつもりですか！　変態！」

　本当に頭が痛くなった。

　こんな奴やつとロクに道先も定まらぬまま二人旅なんて気が重い。ファリアには断られてしまったが、せめて誰だれか頼たよりになる参さん謀ぼうのような人材が欲ほしい。

　学院の教師にでも相談すべきか。いや──

　ふと俺おれの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。これまでに聞き覚えてきた英えい雄ゆうたちの伝説。その片かた隅すみに、密ひそかに添そえられた一つの名前。

　知識。参さん謀ぼう。

　どんな道程を辿たどるべきかはっきりしない中で、その道を照らしてくれる可能性のある存在。

「少しいいか、二人とも」

　俺おれはグレイとファリアに向き直る。

「ミュリエル・ラヴァっていう名前の魔ま術じゆつ師しに聞き覚えはないか」
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　翌日。

　俺おれとグレイは朝からヴァリアの街中へと繰くり出だし、旅立ち前の最後の準備を整えていた。

　怪かい物ぶつによって破は壊かいされた街の中心部では今も再建作業が行われていたが、被ひ害がいの薄うすかった他の場所ではもう元通りに商店が賑にぎわいを見せている。

　早起きのあくび混じりにグレイが呟つぶやく。

「しっかし、本当に反則級に便利ですね。そのミュリエルさんって人の能力」

「ああ。ミュリエルは『この世のすべてを見通す目』、いわゆる千里眼の魔ま法ほうを使えたって伝えられている。そいつを味方にできれば、この後どう動くべきか最適な答えが出せるようになる」

「見つかるといいですけどね」

「見つかるかどうか以前に、まずは実在してくれることを祈いのるけどな……」

　実在しているか否いなかの調査は、さっそくファリアの持つ商会のコネを利用させてもらった。いまごろ彼かの女じよはこの街の商会支部を訪ね、ミュリエルについての情報を調査してくれているはずだ。幸い、商会は特とく殊しゆな魔ま術じゆつ師しの情報はかなり詳しよう細さいに網もう羅らしているという。

「すいません。このブドウ一ひと房ふさください」

「ん？」

　と、いきなりグレイが脈みやく絡らくのない言葉を発したかと思えば、足を止めて果物屋で大おお粒つぶのブドウを指差していた。

「はいよ！　三百シルね」

「ほらアランさん。三百シル。さっさと立たて替かえてください」

「立たて替かえって……お前も無一文じゃないだろ。小間使いのときの給料はどうした」

　ファリアが渡わたした金貨はそのまま取り立てたが、グレイが自分で稼かせいでいた金までは徴ちよう収しゆうしなかったはずだ。

「あのお金なら入学が決まったときに、自分へのご褒ほう美びでパッと派手に使っちゃいました。もう一シルもありませんよ」

「なら無む駄だ遣づかいは諦あきらめろ」

「え～？　だって私、寝ね坊ぼうして今日の寮りようの朝ご飯食べられなかったですし～。こんなにお腹なかが空いてたら、いざっていうときに戦えないかも～。無む駄だじゃなくて立派な栄養補給ですって～」

　確かに正論ではある。腹が減っては戦えない。

　思おも惑わくに乗せられているようで癪しやくではあったが、渋しぶ々しぶと俺おれはブドウの代金を払はらった。受け取ったグレイは粒つぶをもいでぱくりと口に放ほうり込こむ。

「ん～。甘あまくて美お味いしい。あ、アランさんには分けてあげませんからね？　だって私へのツケで買った食べ物ですからね。一ひと粒つぶたりとも譲ゆずってあげませ～ん。あ～美お味いしい～」

「いらん」

　俺おれも朝飯は食っていなかったが、空腹には慣れている性質なので問題はない。

「こんなブドウ代くらいでイライラしないでくださいよ守しゆ銭せん奴どのアランさん。今日の本命の買い物はこんなものじゃ済まないんですからね」

「分かってるよ。こればっかりは投資だ。金を惜おしむ気はない」

　そのまま並び歩き、やがて目当ての店に到とう着ちやくする。

　三階建ての石造りの外観は無骨な印象を与あたえる。一階の入口前には、杖つえや剣けん、鎧よろいや盾たてといった武具がずらりと並んでいる。

　このヴァリアで最も大きな魔ま法ほう装備品の店だ。

「本当にいいんですか？　糸目付けずに最高のローブとか買っちゃいますからね？」

「そうしてもらわなきゃ困る」

　こちらも異論はない。ここに限ってはツケでなく、先行投資として全面的に俺おれが財さい布ふを持つつもりだ。

　こればっかりは、最上級のものを身に着けてもらわなければならない。

　これから起こりうる、最悪の事態を想定して。

「まっかせてください。この私に相応ふさわしい装備を選んで──それで絶対、ミュリエルさんを無事に保護してみせましょう」
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　ミュリエル・ラヴァ。

　後世に伝わる異名は【悲ひ愴そうの賢けん者じや】。

　千里眼という強力な能力を備えながら、彼かの女じよの名前が英えい雄ゆうとして語られることはない。

　否。強力すぎたゆえに、彼かの女じよは歴史の表おもて舞ぶ台たいに立つことを許されなかったのだ。

　俺おれの知る歴史上では、ミュリエルは【暴ぼう君くん】の手によって拉ら致ちされて、最終決戦でグレイが勝つまでずっと幽ゆう閉へいされ続けたとされている。その間に過か酷こくな拷ごう問もんや凌りよう辱じよくも受け、解放された後も終生を廃はい人じんに近い状態で泣き暮らしたという。




「仰おつしやっていたミュリエルさんと思おぼしき人物、見つかりましたわ」

　ファリアから報告があったのは、宿舎に帰ったその日の夕方だった。

　部屋で吉きつ報ぽうを待っていた俺おれとグレイは、戸が開かれるなり跳とび上あがって拳こぶしを握にぎった。

「本当か!?」

「はい。北ほつ方ぽうの村に、ミュリエル・ラヴァという女性魔ま術じゆつ師しが滞たい在ざいしているという情報が確かく認にんできました」

　ですが、とファリアは声を重くする。

「当商会の会員から目もく撃げき情報が寄せられたのは少し前のことです。現在もまだ無事な状態で村に滞たい在ざいしているかは分かりません。それから、もう一つ心配な点がありまして」

　ファリアが片手に握にぎっていた巻紙の地図を広げた。

　どうやらヴァリアを含ふくむこの国──メイルズ国の全域地図らしい。ただ、国といっても都市ごとの自治権が非常に強く、ヴァリアのような大都市は事実上ほとんど独立しているそうだ。

　が、今はそんなことはどうでもいい。問題はファリアが指で地図上に示す一点だ。

「アルガン砦とりでです。ミュリエルさんの滞たい在ざい情報がある村と、直線距きよ離りにして百里マインほどしか離はなれていません。常人の足でも二日、魔ま力りよく車しやなどの移動手段を使えば数時間。優すぐれた魔ま術じゆつ師しならほとんど労せずに辿たどり着つける距きよ離りです」

　もし敵──【暴ぼう君くん】が現時点でアルガン砦とりでに潜せん伏ぷくしているなら、今後の衝しよう突とつの可能性が一気に大きくなる。それこそが想定する最悪の事態だ。

　グレイが唇くちびるを曲げて地図を眺ながめながら、

「百里マインって……近くはないですけど、そこまで遠くもないですね。っていうか、あの砦とりでの近くって誰だれも棲すまない不毛の地って聞いてたんですけど。村とかあったんですか？」

「最近、その村の近くで金脈が発見されたんです。長年誰だれも近寄らなかったため、ほとんど手つかずのまま埋まい蔵ぞう量りようも豊富でして、少しずつ人が集まってきているようです」

「目先に金があれば、ちょっとくらいの気味悪さは無視できる奴やつなんてわんさかいるしな」

　かくいう俺おれも未来では、『侵しん入にゆう者しやは呪のろわれる』と評判の遺い跡せきに何度も忍しのび込こんだものだ。

「ところでファリアさん、そのミュリエルの能力について情報はなかったか？　俺おれの知ってる『千里眼』のミュリエルと別人だったら無む駄だ足あしになる」

「千里眼という明確な証言はありませんでしたが、かなり可能性は高いと思われます」

　そう言うと、ファリアは資料らしき紙を広げた。俺おれには読めないが、グレイが頷うなずきながら読み上げる。

「へえ。占うらない師しの人なんですね。千里眼っぽいかも」

「はい。金脈の採さい掘くつについて助言をしているそうです。それからもう一つ、アランさんの話と合がつ致ちする証言がありました」

「長命ってところか？」

「そうです。多くの住民が彼かの女じよを単に占うらない師しとしてだけでなく、長老として敬っていると」

　ミュリエル・ラヴァの武器として挙げられるのは二点。世界のすべてを見通す千里眼と、それを最大限に活いかす老ろう獪かいなる知ち恵え。後者は『不老の魔ま法ほう』によって、数百年の時を生きることで老成されたという。

「名前の一いつ致ち。さらに二種類の稀き少しような概がい念ねん魔ま法ほうの一いつ致ち。ここまで特とく徴ちようが符ふ合ごうすれば、別人ということはまずありえないと考えますわ」

　そうとなればやるべきことはもう一つ。

「いよいよ私の覇は道どうがこれから始まるわけですね！　いざ旅立ちの刻！」

　ばっ！　と。

　グレイが制服のマントを大おお袈げ裟さに投げ捨てた。それから「覗のぞかないでくださいよ」と残して、部屋の炊すい事じ場ばに出て戸を閉じる。買ってきた服に着き替がえるつもりだろう。

　グレイの着き替がえを待つ間に、俺おれはふとファリアに尋たずねる。

「そういえば、もう一つの方はどうだったんだ？」

「残念ながら、何の手て掛がかりも見つかりませんでしたわ」

　ミュリエルの件と並へい行こうして、ファリアには魔ま法ほう喪そう失しつの未来についても調査を依い頼らいしていた。世界から魔ま力りよくが枯こ渇かつする予兆は現時点で確かく認にんできているかどうかを。

　しかし、手て掛がかりは得られなかったらしい。

「正直に申し上げますと、世界から魔ま力りよくが消えるというのは、わたくしとしても信じがたい話ではありますが……」

「やっぱり、それについてもミュリエルに詳くわしく聞いてみるしかないな」

　早めに対策を打てば、魔ま法ほうの衰すい退たいは避さけられずとも、完全に失われるのを避さける程度はできるかもしれない。グレイに売った杖つえの代金で今後の安あん泰たいはある程度約束されているが、豊かに過ごすためにも魔ま法ほうは今後も存続してくれた方がいい。

【暴ぼう君くん】討とう伐ばつのためにも、魔ま法ほうの存続のためにも、最優先の課題はミュリエルの保護だ。

「お待たせしました！」

　と、そこで着き替がえを終えたグレイが「ばん！」と音を立てて戸を開いた。

　金糸飾かざりをあしらった純白の絹ローブ。長い丈たけにはスリットが入り、腿ももには杖つえを差したホルダーがある。灰はい髪がみを纏まとめるのは、小さな飾り付きの髪かみ留どめだ。

　見た目重視の側面はあれど、店主に聞いた限りでは決して悪くないという一式だ。
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「ふっふっふ……学院の人たちに旅立ちを悟さとられないよう、着て帰るのを我が慢まんしていましたが、この直前段階ではもう隠かくす必要もないですね！　堂々かつ颯さつ爽そうたる旅立ちの背中を見せてあげましょう！」

　装よそおいが立派になったせいか、見た目だけなら一いつ端ぱしの魔ま術じゆつ師しに思える。また、ついでにいえばボロエプロンに三さん角かく巾きんのときと比べれば、ずいぶん可か憐れんな容姿になった風でもある。中身がアレなのでカバーはできないが。

「というわけで！　これから寮りようのロビーに行ってみんなに挨あい拶さつしてきますね～。世界を救う旅に出るって言ったらみんなどんな顔しますかね～。あ、アランさんも早く荷物担かついできてくださいね。挨あい拶さつ終わったらすぐ出発しますから」

　びゅん、と。凄すさまじい速度でグレイが戸を飛び出して疾しつ走そうしていく。

　このまま夜よ逃にげ同然で旅立つつもりかと思っていたが、いざ直前となると最さい後ごっ屁ぺのように自じ慢まんをしたくなったらしい。本当に極きわめて残念な奴やつだった。

　と、そこでファリアが微ほほ笑えんだ。

「あら、グレイさんったら。そんなに慌あわてなくてもいいのに……」
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　グレイを追いかけて学院の寮りように向かうと、ロビーは生徒たちで溢あふれて大おお騒さわぎとなっていた。

「ついこの前ヴァリアの街を襲おそったあの黒い怪かい物ぶつ！　間ま違ちがいありません！　あれはこの世界に危機を呼ぶ禍まが々まがしいものです！　対たい抗こうできる力を持つのは私だけ。それゆえ、これより私は旅立ちます！　許されることならみなさんとまだ一いつ緒しよに机を並べたかったですが……ああ！　無情にも世界の宿命は私を放っておいてくれないのです！」

　ノリノリで口上を喚わめいているグレイ。

　馬ば鹿かの戯たわ言ごととしか思えない内容だったが、いかんせんグレイには巨きよ人じんを一いち撃げきで吹ふき飛とばした実績がある。四階級魔ま法ほうとかいうハッタリもかましている。生徒たちは一様に興奮し、グレイに向かって声せい援えんと歓かん声せいを上げていた。

「頑がん張ばってください！」

「もう出発してしまうんですか？」

「そんな！　いろいろ教えて欲ほしかったのに……」

　背中を押おす言葉。旅立ちを惜おしむ言葉。グレイは投げかけられる言葉に満足げな頷うなずきを返し、大物ぶった仕草で鷹おう揚ように腕うでを振ふり返かえしている。

「ありがとうございます。満足な時間があれば、私もみなさんに魔ま法ほうの伝授をしてあげたかったです。しかし事態は一刻を争うのです」

　と、ここでグレイは俺おれとファリアが追い付いたことに気付いた。

「それじゃ、出発しましょうかアランさん。いざ、私の救いを求める人の元へ！」

「出発は明日だよ」

「は？」

　俺おれが率そつ直ちよくに答えると、グレイは呆ほうけた顔をした。

「いやいや。何言ってるんですかアランさん。ミュリエルさんの保護を急ぐんですよね？」

「北の村はずいぶん遠いらしくてな。ファリアさんの話だと、陸路なら丸三日かかるそうだ」

「だからこそ急いで出発しないといけないんじゃないですか」

「陸路なら、って言ったろ。明日まで待てば飛行船が飛ばせるらしい」

「はい。きっとお急ぎのことと思い、手配させていただきましたわ。風かぜ魔ま法ほうを利用した高速航行が可能なので、空路なら明日の昼には到とう着ちやくできることでしょう」

　グレイが石像になった。

「ということは今晩は送別会ができますね！」

「魔ま法ほうのこと教えてくれますか！」

　身から出た錆さび。去り際と思って好き放題やったグレイだったが、出発という名の逃とう亡ぼうは明日まで許されない。寮りよう生せいたちの前で出発時刻を公表された。

　そうこうしているうちに、騒さわぎを聞きつけた学院の教師陣じんも寮りようのロビーに駆かけつけてきた。筆記具と巻紙を手に、明らかに聞き取り調査をしようとしている者もいる。

「あ、アランさん！」

「よかったな。満足いくまで別れを惜おしまれてろ」

　助けを求められるが無視。一度は痛い目を見ればいい。

　グレイは露ろ骨こつに焦あせった声で、

「ふ、ふふ……何を言っているんです。悠ゆう長ちように明日まで出発を待つ？　そんなことをしていては、救える命だって救えなくなってしまいます」

「だから待った方が結果的に早いって」

「こっ！　この私を誰だれだと思ってますか！」

　半ば己おのれに言い聞かせるようにグレイは叫さけぶ。そしてこちらに駆かけ寄よってきたかと思えば、俺おれの服を摑つかんで寮りようの正面にまで連れ出した。

　まさかこのまま走って逃にげるつもりか、と思いきや。

「いちいち飛行船待ったりしなくたって飛べます！　飛びます！　たぶん！　絶対！」

　グレイが脚あしのホルダーから杖つえを抜ぬいた。そして夕焼け空に向かって高々と翳かざす。

「光よ！　我わが舟ふねとなりて空を舞まえ！」

　果たして叫さけびどおりに変化が起きる。巨きよ大だいな光球が出現し、俺おれとグレイの身をすっぽりと包つつみ込こんだのだ。

　追いかけてきた寮りよう生せいたちは、グレイの魔ま法ほうの発動にどよめきを上げている。その混乱に乗じるようにグレイは杖つえを振ふり上あげる。

「それではみなさん！　私のこの壮そう絶ぜつで華か麗れいな旅立ちをどうかお忘れなく！　さらば！」

　別れの言葉と同時、俺おれたちを包つつみ込こんだ光球は浮うかび上あがり、猛もうスピードで飛行し始めた。

「うおおおぁぁあっ!?」

　あっという間にヴァリアの街が眼下で小さくなっていき、俺おれは絶ぜつ叫きようする。

　足の下には光球の透すき通とおった薄うすい膜まくがあるだけで、その下は高速で流れていく地上の光景だ。恐おそろしくないはずがない。

「どどどどど、どうですかっ！　やっぱり私は天才ですし万ばん能のうですよ！　飛べてますよほら！」

「分かった！　分かったから一いつ旦たん降ろせ！」

「いーえ！　もう飛んじゃったからには最後までぶっ飛びましょう！」

　怯おびえながらもテンションを上げまくるグレイは、そのまま光球のスピードを速め続けた。
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　不時着した。

「……すいません」

「もう二度と暴走するなよ」

　北の村に向かう途と中ちゆうの平野で、俺おれとグレイは火を焚たいて夜を過ごしていた。

　理由は単純。夕暮れが地平線に落ちるにつれ、グレイの魔ま法ほうが明らかに弱まり始めたのだ。このままでは飛行を維い持じできないと判断したところで、やむなく地上に降りた。

　人里から遠く離はなれた、平野のど真ん中に。

「なんとなく分かってきましたけど、私の魔ま法ほうって周りに光がないと駄だ目めみたいです。だから日が暮れて暗くなると力が発揮できないというか」

「……おい。それってかなりまずい弱点じゃないのか？　ってことは、夜は戦えないのか？」

「ま、まあ街中なら灯あかりはありますし？　月も出てたらそれなりに明るいですし？」

「今どれだけ使えるか試ためしてみろ」

　完全に日が落ち切った今、灯あかりは目の前の焚たき火びだけだ。今日は月も出ていない。

　グレイが杖つえを振ふる。

　──拳こぶし大だいの小さな光球が一つだけ出現した。

　気まずそうにグレイはすぐ光球を消す。その反応だけで、戦せん闘とう力りよくがどれだけ落ちたか容易に察することができた。

「で、でも？　昼間は無む尽じん蔵ぞうに光があるから無敵ですし？　空飛んだりバリア張ったり何でもできそうですし？　このくらいのハンデを差し引いたってお釣つりがきますよ」

　開き直るようにえへんと胸を張るグレイ。

　実際問題、規格外に凄すごい能力ではあるのだろうが、どうしても褒ほめる気になれない。

「夜が明けたらまたすぐ飛べるんだな？」

「もちろんです。今度こそひとっとびで北の村まで着いてみせますよ」

　俺おれは懐ふところから地図を広げる。便利なもので、俺おれたちのいる現在地には赤い矢印が記されている。地図の持ち主が向きを変えれば自動で矢印もその方角に向き、移動すればそれだけ矢印も進む。暴走にも程ほどがある旅立ちだったが、これさえあれば遭そう難なんはまずあり得ない。

「じゃあもう寝ねるぞ」

　ごろりと俺おれは焚たき火びの傍そばで横になる。それを見たグレイが「え」と嫌いやそうな声。

「なんだ」

「ええと、ご飯は？　テントとかは？」

「お前がいきなり飛んだから、荷物は全部宿舎に置きっぱなしだよ」

　ナイフや地図といった最低限の品は持っていたが、せっかく調達した旅の物資はほとんどが無む駄だになった。

　己おのれに非があることを自覚しているのか、グレイもさすがにしょぼくれた様子で──

「あぁっ！」

　いきなり立ち上がって、慄おののくように俺おれから離はなれた。

「よく考えたら、今の私ってすごくピンチじゃないですか！　こんな夜中に、魔ま法ほうがほとんど使えない状態で、助けも呼べない平野の真ん中に放置されてるなんて……！　しかも一いつ緒しよにいる相手は私のことを好きだと抜ぬかして憚はばからない男ですし！　いやーっ！　私の貞てい操そうのピンチ！」

　途と中ちゆうから俺おれはもう横になってグレイに背を向けていた。

「あれ？　アランさん？　なんかもっとこう……ムキになって否定とかしないんですか？」

「そうやって無む駄だに論点ズラさなくても、いちいち怒おこりゃしねえよ。明日ミュリエルを保護したら、学院にとんぼ返りして荷物取ればいいだけだ。お前の魔ま法ほうが頼たよりなんだから気にしないでさっさと寝ねろ」

　俺おれは脱ぬいだ上着をグレイの方に投げた。

「野宿慣れしてないだろ。敷しき布ふ代わりにでも使え」

「あ、ありがとうございます」

　受け取ったグレイは草の上に俺おれのジャケットを敷しき、その上に寝ね転ころがって、

「ん？　待ってくださいよ。何食わぬ顔でこっちに貸してきましたけど、この上着って明日にはまたアランさんが着るんですよね？」

「ああ」

「私が一晩身体からだの下に敷しいた服を？」

　グレイがニヤニヤし始める。

「なぁ～んだ。そういう趣しゆ味みだったんですかぁ。ま、襲おそわれるよりはマシですから乗ってあげますけど～？」

「下げ衆すな勘かん繰ぐりするなら返せ」

「いえいえ。私としても新品のローブをできれば汚よごしたくないですし、これを敷しけばお互たがいウィンウィンだから使ってあげましょう」

　そこでグレイは少し勿もつ体たいつける。

「態度次し第だいで借金減らしてくれるんですよね。このサービス、ちゃんとポイント加算しておいてくださいよ。デカいと思いますよ」

　呆あきれ果はててため息をつき、俺おれはそのまま目を閉じた。しかし警けい戒かいは怠おこたらない。寝ねている間に野や盗とうでも来たら最悪だ。寝ねていても常に神経の一部は外敵に尖とがらせて──




　……──物音。




　寝ね入いりから数時間経たった深夜。妙みような音で俺おれはすぐに目を覚ました。

　薄うす目めを開けてみれば、グレイが起きて何やらコソコソと動いていた。燻くすぶって消えかけていた焚たき火びに枯かれ枝えだや草を投げ入れ、再び炎ほのおを立たせようとしている。

　寒くなったか。春先とはいえ真夜中は多少冷える。

　外敵でないことに安あん堵どした俺おれは眠ねむろうとするが、グレイが小声で何かを呟つぶやくのが聞こえた。

「我は月。自ら光を持たぬ者。されど遍あまねく……んん。違ちがう」

　焚たき火びに両手をかざし、必死な形相で呪じゆ文もんを唱えていた。

　杖つえなしで。

　パチパチと爆はぜる焚たき火びからは火の粉が上がるだけで、光球が生まれたりするような様子は少しもない。

「我、夜よ闇やみにありても……もっかい」

　それでもグレイは焚たき火びを睨にらみ続けている。

　学院で聞いた話によると、呪じゆ文もんというのは一種の自己暗示に近い儀ぎ礼れいらしい。魔ま法ほうの特性を入念に言語化して自分自身に宣言し、その使用イメージを深く刻み付けるための。

　それを即そつ興きようのノリで成なし遂とげたのはある意味で天才技わざといえるが、ああして首を捻ひねりながら何度も反復練習しているあたり、まだ完かん璧ぺきな習得には至っていないのだろう。なんせ今でも杖つえなしでは制せい御ぎよできないのだから。

　炎ほのおに照り返されるグレイの横顔は、息をするのも忘れていそうな雰ふん囲い気きである。

　たまに「ぶはっ！」と思い出したように息を吐はき、その声に自分で慌あわててチラチラと俺おれの方を確かく認にんしてくる。試ためしにこちらが噓うその寝ね返がえりをうてば、グレイは身を投げるようにして地面に転がって狸たぬき寝ね入いりを始める。

　俺おれは寝ね息いきに似せたため息を吐はく。

　どうして醜しゆう態たいは晒さらしまくるくせに、こういうまともな部分は隠かくそうとするのか。

　いや。本人は天才と自じ称しようしているから、努力している姿は見せたくないのだろう。

　しばらくすると、グレイはまたむくりと起き上がって、焚たき火びに向けて一心不乱に呪じゆ文もんを唱え始めた。

「杖つえなしじゃ無能なんてカッコ悪いですもんね……！」

　ぼそりと独り言。

　そんなことはない、と思いながら俺おれは満足して意識を眠ねむりに落とす。

　夢か現うつつか。瞼まぶたが降りる寸前、焚たき火びの光が少しだけ膨ふくらんだように見えた。




　翌朝。

「ほ～ら、私が一晩寝ね転ころんでた上着ですよ～。きゃ～。恥はずかし～い。どうです？　借金減らしてあげたくなっちゃいますよね？　いい匂においがしますよ～。あっ、でも嗅かいだら軽けい蔑べつしちゃいますからね？」

　起き床しよう早々、人知れず稼かせいだ好感をすべて台無しにしてくるグレイの姿がそこにはあった。

　当然、借金を減らす気も失うせた。
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　空飛ぶ光球がじりじりと高度を落とし、やがて着陸して消しよう滅めつする。

　目的地の村の手前で、俺おれとグレイは無事に地を踏ふみしめた。

「はっはっは！　到とう着ちやくですよアランさん！　普ふ通つうに陸路で来たらここまで何日かかったでしょうね？　ここまで迅じん速そくに移動できたのは誰だれのおかげでしょうね～？」

「よし、さっさと村に入るぞ」

　昨日は不時着というトラブルがあったが、今日の道行きはスムーズだった。日が昇のぼるのとほぼ同時に出発したおかげで、時刻もまだ早い。踏ふむ草の朝あさ露つゆで靴くつが濡ぬれるほどだ。

　グレイが無能と化す日にち没ぼつのリミットまでには、まだ十分な余よ裕ゆうがある。

「え～。ちょっとくらい私をねぎらう言葉があってもいいんじゃないですか～？」

「今はミュリエル探しが最優先だ。ほらついて来い」

　それでものんびりしている暇ひまはない。

　今この瞬しゆん間かんにも、ミュリエルに【暴ぼう君くん】の魔まの手が迫せまっているのかもしれないのだから。

　ぶつくさと不平を垂れるグレイを無視しながら、俺おれは村へと踏ふみ入いる。

　村境に関所はなかったが、錆さびたツルハシなどが山積みされて門のようなオブジェとなっている。現げん実じつ離ばなれしたような景観に思えたヴァリアと違ちがって、この村は比ひ較かく的てき俺おれの常識でも受うけ容いれやすかった。

　密集して大量に掘ほっ建たてられた、安やす普ぶ請しんの木の家。街の至るところにトロッコの線路が走り、村から仰あおぎ見みる山の斜しや面めんは抉えぐり取とられたかのように禿はげを晒さらしている。絶え間なく響ひびくツルハシの音に、時折大きな発破の爆ばく音おん。

　よくある鉱山村の光景だ。ただ、違ちがうのは村を行いき交かう人の顔である。

　俺おれの時代では瘦やせ細ほそった奴ど隷れい同然の鉱夫が多かったが、こちらは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男衆が多い。栄養状態の差は歴然だ。何より全員が活いき活いきしている。

「おう。見ない顔だな。新参の金かね堀ほりか？」

　と、そこで道の向かいから鉱夫らしい大男が歩いてきた。

　俺おれは反射的に少し身構える。こういう貴重な資源のある村は縄なわ張ばり意識が強い。部外者がうかうかと踏ふみ込こめば、盗とう掘くつ目的を疑われかねない。

　が、警けい戒かいする俺おれの脇わきをすり抜ぬけて、グレイがニコニコと大男の前に歩み出た。

「すいませ～ん。この村にミュリエルさんって占うらない師しさんいますか？　すごく当たるって聞いてやってきたんですけど」

「なんだ、そうかよ。案内してやるからついてきな」

　この間わずか十数秒。あっという間に目的が達成された。

「よかったですね。ミュリエルさん、まだこの村にいるみたいですよ！」

「お、おう」

「……どうかしました？　なんか様子が変ですけど」

「いや……よそ者はもうちょっと警けい戒かいされるもんかと思った」

　ぷっ！　とグレイが噴ふき出だした。

「アランさんったら心が荒すさみすぎじゃないですか？　田舎いなかは人情に篤あついものですよ」

「そういうもんなのか？」

「いやお嬢じようちゃん。そうでもねえぞ。こんな忌いみ地ちで金なんか掘ほってる連中ときたら、怖こわいもの知らずの荒あらくれ者ものばっかだしな。実際、少し前までは互たがいの縄なわ張ばり巡めぐって殴なぐり合あいなんてしょっちゅうだったよ」

　快活に笑う男の頰ほおには、よく見たら古傷がある。

「それが今みたいに落ち着いたのは長老のおかげだ。縄なわ張ばりや収しゆう穫かくの配分も、誰だれからも文句が出ない絶ぜつ妙みようのバランスでやってくれる。採さい掘くつ量りようをごまかして働かずに分け前だけ貰もらおうとする奴やつもたまにいるが、すぐ見み抜ぬいて追い出してくれる。まったく、ありゃあ本当に俺おれたちの女め神がみ様みたいなもんだよ」

「長老さんって」

「ああ。あんたらが会いたがってるミュリエル様さ」

　案内されながら村を通る間、あちこちで男たちが酒盛りをしていた。羽は振ぶりはよさそうで、悪あく趣しゆ味みな金の首くび飾かざりや時計を身に着けている者も多い。一方で女子供はほぼいない。出で稼かせぎの者が多いのかもしれない。

　と、酒場のデッキで泥でい酔すいしていた男たちがこちらに気付いた。正しくは、その中のグレイに。

「おうどうした！　若い女じゃねえか！」

「てめえどこで引ひっ掛かけたのか？」

　下世話な声をかけられた案内の大男は、割れんほどの大声で怒ど鳴なり返かえす。

「うっせえこの酔よっ払ぱらいども！　長老の客だ客！　ロクでもねえことしたら、長老の鉄てつ拳けんが飛ぶからな！」

「なんだ客か」

「悪い悪い」

　酔よっ払ぱらいは笑いながら謝あやまる。囃はやし立たてられたグレイはむしろ機き嫌げんがよくなったようで、

「ふっ……美しさは罪ですね。私ほどの美少女がこんな男だらけの村に踏ふみ入いってしまっては、モテモテになってしまうのも仕方ありません。笑って見み逃のがしてあげましょう」

「幸せな頭してるよなお前って」

「何が幸せな頭ですか！　実際私は結構いい線いってると思いますよ！　ファリアさんほど脚あしは長くないですけど、その分清純派な可愛らしさがですね」

　グレイの抗こう弁べんは無視し、俺おれは案内の大男に尋たずねる。

「なあ。さっき『長老の鉄てつ拳けんが飛ぶ』って言ってたけど、ミュリエルさんは強いのか？」

「ああ強えとも。半年くらい前かね。この村に最初にやって来るや『この金鉱は妾わらわが牛ぎゆう耳じる！』とか抜ぬかしてきやがってな。当然、俺おれたち全員でシメてやろうかと思ったが、一人残らず返かえり討うちにされた。肉体強化の魔ま法ほうくらいなら使える奴やつもいたんだけどな……」

「最近、ミュリエルさんの周りで物ぶつ騒そうな騒さわぎとかなかったか？」

「ああ？　ねえよ。っていうか村の全員が今じゃ信しん奉ぽうしてるからな。そんな奴やつがいたら長老より先に俺おれたちが潰つぶす」

　ということは。

　現時点でまだミュリエルの身に不ふ穏おんな事態は発生していない。保護は間に合う。

　グレイに目配せで合図を送れば、さすがに意図を察したらしい。杖つえを両手でしっかりと握にぎりしめ、緊きん張ちようの面おも持もちとなる。

「ところであんたら。こんな場所にわざわざ長老の占うらない目当てってことは、新しん婚こんか何かかい？　結けつ婚こんの日取りでも決めに来たか？　それか子供の名前でも付けてもらいに来たか？」

「違ちがいます！」

「違ちがう！」




「着いたぜ。あそこだ」

　誤解の一ひと悶もん着ちやくはあったものの、しばらく歩いていると大男がある場所を示した。

　村はずれの雑木林に通じる、細い道だった。

「長老ときたら、辺へん鄙ぴな場所に住むのが好きらしくてよ。俺おれたちが村のど真ん中に家建ててやろうとしたんだけど、ここがいいって言い張ってよ」

　目を凝こらせば、道の向こうには丸太で組まれた小屋があるのが見える。

「それじゃあな。長老に失礼な真ま似ねはしないでくれよ」

　案内を済ませた大男は、結局俺おれたちの素す性じようを一言も聞かずに立ち去って行った。間が抜ぬけているというか平和ボケというか。俺おれの時代では考えられなかったことだ。

　もしも俺おれたちがミュリエルを狙ねらう外敵だったらどうしていたというのか──

「どうもこうもない。外敵だったら妾わらわはすぐ気付く。そして返かえり討うちにする」

　がさり、と。

　雑木林の木こ陰かげから小さな人ひと影かげが出てきた。

　そこに立っていたのは、真っ白なワンピースを身に纏まとった金きん髪ぱつの年若い乙おと女め──というか、子供だ。たぶん十歳さいかそこら。グレイよりも二回り以上は小さい。

　それが老人めいた口調で喋しやべっている。

　まさかこの人物が。

「そうじゃ。妾わらわこそはミュリエル・ラヴァ。貴様らは妾わらわに用があって会いにきたのじゃろう？　立ち話は好かんから小屋に入るぞ。ついてこい」

「ええと……あんたが、ミュリエルさん？」

「そうじゃと言っておろうが」

　半信半疑で俺おれが尋たずねると、金きん髪ぱつの少女はやや眉み間けんに皺しわを寄せた。

「それに、あんた呼ばわりとはご挨あい拶さつな態度じゃな。こう見えて妾わらわは貴様らなどよりもたいそう歳とし上うえなのだぞ。少しは敬意を払はらわんか」

「すまん。敬意は払はらいたいんだが、あんまり敬語が得意じゃないんだ」

「うむ、知っておるよ。未来から来た者・アランとやら。盗とう掘くつが本職の貴様に元から敬語など求めておらん。言ってみただけじゃ」

　俺おれは目を剝むいた。まだ会ったばかりだというのに、俺おれの素す性じようを完全に見み抜ぬいている。

「だいたいの事情はもう読み取った。貴様らは来たる脅きよう威いから妾わらわを助けに来たのか。ご苦労なことよな」

　そこでグレイが喜色満面に手を挙げる。

「わ！　すごい！　じゃあ私のことも分かりますか？」

「んむ。そっちはグレイ・フラーブ。一見無能で生意気な情けない小こ娘むすめじゃが、その杖つえさえあれば並ぶ者がおらんほどの魔ま法ほうが使えるようじゃな」

「ちょっと余計なマイナス情報が多すぎませんか？」

　やはり間ま違ちがいない。グレイのときのような肩かた透すかしとは違ちがって、今度は本物だ。

「ミュリエルさん。やっぱりあんたは噂うわさ通どおり『この世のすべてを見通す目』を持ってるんだな？」

「んな都合のいい目があるかたわけ」




　……は？




「よく考えてもみろ愚おろか者もの。『この世のすべてを見通せる』者が、むざむざ幽ゆう閉へいされるはずがあるか。そんなことになる前に尻しつ尾ぽ巻いて逃にげ隠かくれるのが普ふ通つうじゃろうが」

「いや、でも……。今こうして、俺おれたちが来た理由とか未来のこととか全部見通してるじゃねえか」

　ミュリエルは頭を搔かいた。特とく徴ちよう的てきな長い金きん髪ぱつが揺ゆれる。

「占うらない師しの商売あがったりになるから他言無用じゃぞ。妾わらわは千里眼ぶって商売をしておるがな、実際のとこは──」

　びしりとミュリエルが俺おれの顔を指差す。

「他人の心が読めるだけじゃ」




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「占うらないで大事なのは、当たる当たらぬよりも言葉に権けん威いを持たせることといえよう。最初に大立ち回りで腕うでっぷしを見せつけて、それから各おの々おのの秘密でも言い当ててみせれば、もう妾わらわの独どく壇だん場じようよ。ここは鉱脈が豊かだから適当に『あの辺掘ほれ』って言ったらだいたい金が出てくるし、そうすりゃもう妾わらわのおかげだと長老扱あつかいよ。まぁったくチョロい商売じゃ」

　呵か々か大たい笑しようするミュリエル。見た目はほぼ十歳さい児じなのに悪あく辣らつ極きわまりない。

　はっきりいって詐さ欺ぎ師しの手口だった。そういえば未来の世界でも、鉱山街では地主に取り入ろうとする山師が結構いた気がする。

　イメージしていた賢けん者じやという想像との落差に、俺おれとグレイはただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　小屋に招き入れられてハーブティーを出されたものの、まだ一口も手を付けていない。

　それでも、心を読めるというミュリエルは、俺おれたちが喋しやべらずとも特に問題はないようだった。

「しっかし、信じられんなあ。妾わらわが悪者に幽ゆう閉へいされて廃はい人じんにされてしまうのか。しかもおまけに世界から魔ま法ほうが消えてしまうとは。なかなか未来は陰いん惨さんよのう」

　少々憂うれえたようなミュリエルの呟つぶやきで、俺おれははっと気を取り直す。

「そうだ。ミュリエルさん。いつ敵が来るか分からないんだ。今すぐ避ひ難なんの準備を整えてくれないか？　それからいろいろ今後の対策の相談をしたい」

「私の魔ま法ほうで飛んで安全なところまで連れていきますから。たぶんヴァリアの魔ま導どう学院が保護を受うけ容いれてくれると思います」

　ミュリエルは自分のハーブティーを一口啜すすり、やれやれと首を振ふった。

「その魔ま導どう学院のあるヴァリアが、謎なぞの巨きよ人じんによって襲しゆう撃げきされたばかりなのであろう。保護になどなりはせん。どこに逃にげようと無む駄だなことよ。むしろ被ひ害がいが広がる可能性のがでかい」

　自らの命がかかっているのにこの落ち着きよう。

　なるほど。能力こそ千里眼ではなかったが、老ろう獪かいなる知ち恵え者しやという逸いつ話わは本当のようだ。

「なあミュリエルさん。敵の──【暴ぼう君くん】の正体に心当たりはないのか？　千里眼はなくても、かなり長生きしてるんだろう？」

「んーむ、確かに貴様らよりは長生きしておるが、いかんせん妾わらわもまだ十九歳さいだからのう。そこまで知ち恵え袋ぶくろというほどは」

「……は？」

　またしても俺おれはしばらく放心状態に陥おちいる。

「えっと……さっき、俺おれたちより『たいそう歳とし上うえ』って言ってなかったか？」

「そっちのグレイは十五歳さいで、貴様も十六か十七じゃろう？　この歳とし頃ごろにあって二、三年の差はデカいではないか。学生ならば頭が上がらんくらいの差じゃぞ。敬え」

「その年寄りじみた口調は？」

「こういう方言じゃ。出身が辺へん鄙ぴな地での。んまあ、箔はくが付くから鉱夫連中には年寄りっぽく振ふる舞まっとるが」

　やはり伝承などアテにならない。グレイのときと同様、このミュリエルもまた後世の評と実像があまりにもかけ離はなれている。

「ちょいと失敬」

　そこでミュリエルはテーブル越ごしに俺おれへと身を乗り出してきた。

「未来の伝承とやらを洗いざらい覗のぞかせてもらう。歴史を、英えい雄ゆう譚たんを思い出せ」

　言うなり、ミュリエルの掌てのひらが俺おれの額に触ふれた。

　その途と端たん、強きよう烈れつな不快感が俺おれを襲おそった。まるで脳みその底から物理的に神経を引きずり出されるような。さまざまな情報が瞼まぶたの裏をフラッシュバックし、一いつ拍ぱく遅おくれて割れんほどの頭痛が刺ささってくる。

「すまぬな。意識の表層にない情報を抜ぬき取とるには、やや手て荒あらにせんといかん。だが、おかげで貴様の知っている歴史や英えい雄ゆうの情報は読み取れたぞ」

「わ。便利ですねその魔ま法ほう。どうやるんです？」

「三階級の概がい念ねん魔ま法ほうで、魔ま力りよくを『思考に共鳴する波』に変へん換かんする。対象に照射してその反はん響きよう具合で思考を読み取る。蝙こう蝠もりの音おん響きよう探知にちょっと近いな。ちなみに読める深度は魔ま力りよくの照射量に比例する」

「もうちょっと分かりやすく説明できません？」

「貴様ごときにゃ無理な技術ということじゃ。少なくとも妾わらわ以外でできる奴やつは見たことないの」

　むくれるグレイ。

　俺おれは痛みに頭を抱かかえながらも、ようやく視線をミュリエルに上げる。

「こういうことをするなら先に言ってくれ」

「心配するでない。めちゃくちゃ不快感と痛みがあるだけで、特に健康に影えい響きようはない。それに、おかげで面おも白しろいことが分かった。なるほど貴様──」

　そう言ってミュリエルはびしりと俺おれを指差し、それからゆっくりと指先をグレイに移す。

「そこのグレイという小こ娘むすめをずいぶん尊敬しているな？　歴史や英えい雄ゆうのイメージで伝わってきたのは、一にも二にもグレイ・フラーブへの敬愛の念だったぞ。そりゃもう、読んでるこっちが恥はずかしくなるくらいグレイ大好きと」

　時が止まった。いったい急に何の話をしているのだ。

「お、おい。何言ってるんだ。こんなときに冗じよう談だんはよせ」

「何が冗じよう談だんなものか。妾わらわは読んだ内容で噓うそはつかん主義じゃ」

「ほほ～う？」

　ぽんと俺おれの肩かたに手が載のせられた。

　振ふり向むけば、俺おれの隣となりで過去最高に腹の立つニヤニヤ顔を浮うかべているグレイがいた。

「やだ～アランさんったら～。いつも素っ気ないくせに、私のことそんな風に思っちゃってたんですかぁ？　うっわ～。好きな子に意地悪しちゃうとか子供みた～い。恥はずかし～い」

「誰だれがお前のことなんか尊敬するか。俺おれが尊敬してるのは、未来に伝えられてた大だい英えい雄ゆうのグレイの方だよ。断じてお前じゃない」

「え～でもそれって結局私のことじゃないですか～。うわあ、直接気持ちを伝えてくるなんて告白ですかぁ？　照れちゃいます～」

「違ちがう。伝承のグレイとお前は完全に別物だ。勘かん違ちがいして思い上がるな」

　言い返すものの、グレイはムカつく表情を一向に崩くずさない。このままひたすら羞しゆう恥ちに耐たえるしかないのか。俺おれがそう諦あきらめかけたとき、

「そっちの小こ娘むすめも小こ娘むすめで、素直ではないのう。『あのとき、信じてくれてありがとう』と──触ふれるまでもなく見え見えだぞ。なお酷ひどいなこっちは」

「うわぁぁあああっ!?　ちょっと！　ちょっと！」

　グレイが悲鳴を上げてミュリエルの口を塞ふさぎにかかった。

「何を言うんですか！　そりゃあ杖つえの件はちょっとだけ感謝してますが、その後の私への態度が雑すぎてそんなもんチャラですよ！　いいえチャラ以下です！」

「そう言われても、これは貴様の本心だろうに。なんならもっと読んでやろうか？　お、なかなか赤面モノな台詞せりふがちょうど」

「うぁあやめてくださいお願いしますミュリエルさん！　ミュリエル様！」

　グレイに襟えり首くびを摑つかまれてガクガクと揺ゆすられながらも、ミュリエルは呵か々か大たい笑しようしている。

「おいグレイ」

「何ですかアランさん！　言っておきますけど今のはミュリエルさんが勝手に吐はいたデマですからね！　断じて私の本心ではありませんからね！」

「分かった。お互たがい何も聞かなかったことにして手打ちにする。これでいいな？」

　グレイが神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「いいですか。絶対、この話を蒸むし返かえすのナシですからね」

「そっちこそ同じ話題を出したら杖つえの代金にペナルティ乗っけるからな」

　グレイとは休戦協定が成立した。

　となると問題は。

「ひゃぁっははは！　馬ば鹿かどものいがみ合いはいつ見ても傑けつ作さくじゃあのう！」

　どんどんとテーブルを拳こぶしで連打しながら、息も切れ切れに爆ばく笑しようしているミュリエルである。
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　と、ここで俺おれたちが休戦したのに気付いたらしく、

「ん？　もう終わりか？　妾わらわのことは気にせずもっと痴ち話わ喧げん嘩かしてくれてよいのだぞ。さあ」

「『さあ』じゃなくて。こっちは真面目な話をしてるんだぞ。しかもあんたの危機に関わる話を。ふざけないでくれ」

「妾わらわはこの能力をおふざけに使ったりなどせん」

　強い口調で即そく座ざにミュリエルが反はん駁ばくしてきた。

「他人の心が読めるというのは、便利ではあるが同時に厄やつ介かいでもある。妾わらわが能力を千里眼と偽いつわっているのも、占うらない師しの商売だけを考えてのことではない。心を読めると知られれば、人はたちまち妾わらわから離はなれていってしまうからな……」

「ミュリエルさん……」

　声をか細くして項うな垂だれたミュリエルに対し、グレイが同情的な視線を送る。

「妾わらわが占うらない師しとして旅をしておるのも、郷里の村にいられなくなったからじゃ。誰だれも彼かれもが妾わらわを疎うとむようになってしまっての。妾わらわはただ──ただ──」

　ついに泣きだしそうな顔になったミュリエルを前に、グレイはただおろおろとしている。歳とし上うえではあっても見た目は子供だ。泣かれそうになったら慌あわてるのも無理はない。

　だが。

「妾わらわはただ、『どこぞの誰だれが誰だれを好きだ』とか『あそこの家に宝くじが当たった』とか『あそこの嫁よめは姑しゆうとめを嫌きらっている』とか『村長はヅラ』とか……そういうことを散々言いふらしまくって里の人間関係を滅め茶ちや苦く茶ちやにしただけブふォっ！」

　途と中ちゆうでミュリエルが盛せい大だいな思い出し笑いで噴ふき出だした。

　そしてまたテーブルをどんどんと叩たたいて笑い転げ始める。

「いやー！　さすがにあれは妾わらわもやりすぎたわ！　成人の十八歳さいになったと同時に村議会の議題で『あいつを追い出せ』と全会一いつ致ちで可決されてしまってのう！　まあその頃ころには妾わらわもトンズラの用意はしとったのだがな。あのまま村にいたらいつ誰だれに刺さされるか分からんかったし」

　見事なクズだ。

　グレイよりも悪質な、救いようがなく実害があるタイプのクズだ。

　グレイはあっさり騙だまされかけていたが、俺おれは最初にミュリエルが大だい爆ばく笑しようしていた姿を見てから一いつ瞬しゆんたりとも信用していなかった。あんな同情を買おうとするタマではない、と。

　ていうか、こんな厄やつ介かい者ものをいちおう十八歳さいまでは置いてくれた村、たぶんわりと人情に篤あつい村だと思う。俺おれの時代なら山に棄すてている。

「なあグレイ」

　騙だまされていたことに未いまだ愕がく然ぜんとしているグレイの肩かたを軽くつつき、俺おれは一つ提案する。

「参さん謀ぼう役には使えなさそうだし、もうこいつ見捨てないか？」

「だっ……ダメですよ！　使えないからって見捨てるなんて」

「だけどあれ人間性クズだぞ？」

「人間性は関係ないですよ！　アランさんのことだってちゃんと助けてあげたじゃないですか。巨きよ人じんに襲おそわれたとき」

　その言い分からすると、グレイにとっては俺おれも人間性クズの範はん疇ちゆうということか。

　まあ否定はしない。今後もグレイからは杖つえ代だいとして金を搾さく取しゆし続けていくつもりだし、そのくらいの誹そしりは甘あまんじて受ける。

　グレイは立ち上がってミュリエルに手を差し出した。

「さあミュリエルさん。早くこの村から離はなれましょう」

「だから、どこに逃にげるというのじゃ。貴様らは敵に狙ねらわれても安全な隠かくれ家がを持っておるのか？　賭かけてもいいが、あの巨きよ人じんは【暴ぼう君くん】とやらと無関係ではないぞ」

「それは……」

　さきほどミュリエルが指し摘てきしたとおり、あの巨きよ人じん一体を相手にヴァリアは壊かい滅めつしかけた。

　言いよどんだグレイだったが、それでもなお食い下がる。

「でもとりあえずこの村は離はなれておきましょうよ！　ここにミュリエルさんがいることは噂うわさになってるんですから、まずは遠くに離はなれないと！　それに隠かくれ家がはなくても、私と一いつ緒しよにいればいつ敵が来ても守ってあげられますし！」

「それはつまり貴様らの旅に同行しろというのか？　面めん倒どうそうだのう。妾わらわの趣しゆ味みではない」

　落ち着いた仕草で髪かみを搔かき上あげるミュリエル。

　その他ひ人と事ごとじみた態度には、さすがに俺おれも違い和わ感かんを抱いだいた。

「ミュリエルさん。あんた、俺おれたちの言ってることが噓うそじゃないとは分かってるんだろ？　なんでそんなに平然としてるんだ？」

「妾わらわは大人じゃからな。こういうとき、慌あわてふためくよりも理り詰づめで物を考えるのよ。そうして理り詰づめで考えれば、逃にげても無む駄だだというのがすぐ分かる」

　そう言うと、ミュリエルはテーブルに頰ほお杖づえをついた。

　そしてもう片方の掌てのひらで扇あおぐように俺おれを示す。

「アランとやら。逃にげても無む駄だという最大の理由は、貴様がいるからだ」

「俺おれがいるから？」

　その語意を咀そ嚼しやくする前に、横でグレイが「ぷっ」と笑った。

「ちょっとそれは言い過ぎですよミュリエルさ～ん。確かにアランさんは魔ま法ほうも何も使えなくて私に比べたら全然弱っちいですけど、足あし手で纏まとい呼ばわりしたら可哀かわい想そうですってばぁ～」

「誰だれが足あし手で纏まといだ。その杖つえはまだ俺おれのもんなんだぞ」

　口論になりかけるが、ミュリエルがそれを制するように指を弾はじいた。

「本当ならもう少し馬ば鹿かどもの痴ち話わ喧げん嘩かを眺ながめておきたいが、妾わらわとて【悲ひ愴そう】な未来は避さけたい。そろそろ真面目に本題といこう──アラン。貴様は千年後の未来から来たのだろう？」

「ああ、そうだ」

　俺おれが肯こう定ていすると、ミュリエルが肩かたをすくめた。

「聡さとい者ならこれだけでもう気付きそうなものではあるがな……。まあいい。で、今はそこにいるグレイとともに『世界を救う旅』をしていると。問わせてもらうが、世界を救うとはどういう意味だ？」

「えっへん、そんなの決まってますよ」

　俺おれよりも早くグレイが鼻を高くした。

「誰だれも死なせずに【暴ぼう君くん】って人をやっつけて、世界中の誰だれも彼かれもが私を英えい雄ゆうの中の英えい雄ゆうと讃たたえるようにすることです！　それこそ最高のハッピーエンドです！」

　この台詞せりふを臆おく面めんもなく言えるのだから、ある意味で一種の才能だと思う。

　ミュリエルも失しつ笑しようしていた。

「心構えは立派じゃが、そうはならんじゃろうな」

「どうしてですか。この杖つえがあれば私は世界最強なんですよ？」

「そういう問題ではない。よく考えてみい。貴様のいうハッピーエンドを迎むかえたとして、その先の未来にこのアランという人間が存在すると思うか？」

　意味が分からないという風にグレイが首を傾かしげる。

「グレイよ。貴様が『世界を救って』しまえば、歴史は大きく変わる。妾わらわも含ふくめ【暴ぼう君くん】によって殺されるはずだった多くの者たちが助かることになる。そうなれば千年後の未来において、この男は存在しなくなる可能性が高くなる。当然じゃろうの」

　そこまで説明され、俺おれはなんとなく理解できた。

　この千年前の時代にも、俺おれの先祖に当たる人間はいるはずである。数十世代を遡さかのぼることを考えれば、その数は千人以上に上るだろう。万を越こす数かもしれない。

　グレイが世界を救うことで、そのうち一人でも運命が変わったら？

　当然、俺おれは存在しないことになってしまう。そうなれば、この時代に杖つえが持もち込こまれることもなくなる。

　ミュリエルは言葉を滔とう々とうと続ける。

「つまり、ここにアランという男が存在している以上、未来はどう足あ搔がいても変わらんということよ。歴史の歩みは何一つ本来と変わることはない。そうでなくば、時に矛盾パラドツクスが生じる。要するにグレイ。貴様が将来的に世界を救うことは必然だが、そこに至るまでの犠ぎ牲せいもまた回かい避ひ不可の必然というわけだ」

　小難しい話になってきたが、俺おれは必死に話についていこうとする。

　そこでふとグレイを振ふり向むいてみると、

「なんかよく分かりませんけど、とりあえず私がもっと頑がん張ばれば大だい丈じよう夫ぶってことですよね？」

　思考停止の極きよく致ち。

　もはやこいつは置いておこうと決める。俺おれは熟考しつつも、湧わいた疑問を尋たずねてみる。

「だけどなミュリエルさん。今こうして俺おれがここにいること自体、本来の歴史ではありえないことだろ？」

「英えい雄ゆうグレイは神しん託たくを受けて旅立ったとされる。その神しん託たくというのが未来の知識のことであるなら、歴史にも貴様の存在は織おり込こまれていると見た方がいい」

「そうかもしれないけど、今この状じよう況きようは歴史にないだろう。少なくとも俺おれは、【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】グレイが事前に【悲ひ愴そうの賢けん者じや】ミュリエルの保護を試みたなんて逸いつ話わは聞いたことがない。既すでに未来は変わってるんじゃないのか？」

　未来が変わらないと言われても、俺おれやグレイはもう未来の歴史を変えるべく動き始めているのだ。いまさら矛盾パラドツクスがどうこうと言われてもピンと来ない。

「んむ。そうだな。貴様がタイムスリップしてきた時点から本来の歴史とは分ぶん岐きして、まったく別の未来に進んでいるという可能性も想定はできる」

「それなら、今ここで逃にげればあんたも無事に──」

　そこで、俺おれの言葉を阻はばむようにミュリエルが掌てのひらを広げてきた。

「じゃがな、妾わらわには分かるのだ。分ぶん岐きなどあり得ん。この世界は貴様の世界と地続きのまま、未来へ進んでいくであろうとな。断言しよう」

「なんでそう言えるんだ？」

「どうせ今ここで貴様らに言っても納なつ得とくせん。押おし問もん答どうを延々と繰くり返かえすつもりはない。時間の無む駄だじゃからな。ただ、諦あきらめや憶おく測そくではなく、確実な根こん拠きよがあって言っているとだけ理解してくれ」

　さて、とミュリエルが強ごう引いんに話を区切った。

「だから妾わらわはここから逃にげぬ。歴史が変わらぬ以上、どこに逃にげても無む駄だであろうからな。それよりは幽ゆう閉へいされることを覚かく悟ごの上で次善の策を打ちたい」

「次善？」

「うむ。そっちの小こ娘むすめ、グレイ」

「はい？」

　話から離り脱だつしてぽかんとしていたグレイだったが、名指しをされて意識を取とり戻もどす。

「貴様はこの先【暴ぼう君くん】を打うち倒たおすのだろう？　ならば、歴史を忠実に辿たどった上で、一刻も早くそれを成せ。妾わらわが幽ゆう閉へいされている期間が少しでも短くなるようにな」

「あ、やっぱり敵をぶちのめせばいいんですね？　任せてくださいよ。ミュリエルさんを狙ねらってきたら、返かえり討うちにしちゃいますから」

「そうではない。『歴史を忠実に辿たどった上で』倒たおせと言っている」

　俺おれは記き憶おくの中の歴史伝承を思い起こす。

　本来の【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】グレイ・フラーブが歩んだ【暴ぼう君くん】討とう伐ばつまでの道筋は──

　その思考をミュリエルが引ひき継ついだ。

「ヴァリアの魔ま導どう学院を発たった後、各国を放ほう浪ろう。【暴ぼう君くん】の存在を察知し始める。やがてマグヴェルト王国が【暴ぼう君くん】の手によって滅ほろぼされた後、復ふく讐しゆうを志す【迅じん剣けん】【百ひやつ器き夜や行こう】と合流。諸説はあるが後に【無む血けつの盾たて】も仲間に。その他の端は役やくの力も借りつつ、彼かれらとともに【暴ぼう君くん】の拠きよ点てんたるアルガン砦とりでを攻せめ、これを打うち倒たおした。そうだな？　この通りに旅路を進めろ」

「えっ、待ってください。忠実に辿たどるって……途と中ちゆうで国が滅ほろびてません？」

　グレイが率そつ直ちよくな感想でいきなり話の腰こしを折った。

　しかしミュリエルは一応それに相あい槌づちを打ってくる。

「優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師しは国の宝じゃ。よっぽどのことがなけりゃ手放さん。得体の知れない小こ娘むすめの旅に同行なんて国のお偉えら方がたが許すものか。仲間にするには国が順当に滅ほろびるのを待つのが早い」

「そんな！」

「無論、交こう渉しようなり何なりで上う手まく仲間にできるならそれがいい。国が滅ほろびぬ結末もあるやもしれん。だが、妾わらわの勘かんでは百パーセント無理だ。妾わらわが幽ゆう閉へいされるのと同じよう、絶対になるようになってしまう」

　今度はミュリエルが俺おれの方を向いた。

「アランよ。未来に伝わっている歴史伝承は、大筋は合っていても人物の詳しよう細さいにおいてはだいぶ粗あらがあるようだな？　ならば妾わらわが『廃はい人じん同然に泣き暮らす』という未来も誤っているかもしれん。【暴ぼう君くん】の無様な死にざまを思い返しては、毎日笑い泣きをしておっただけかもしれん。幽ゆう閉へいされるのが避さけられんなら、妾わらわはその可能性に賭かけよう」

　だから早く行け、とミュリエルは俺おれたちを追おい払はらうように手を振ふった。

「しかるべき歴史の手順を踏ふまねば【暴ぼう君くん】は倒たおせぬ。そういう風になっているのだ。妾わらわを助けたいと思うなら、さっさと世界を巡めぐって『歴史どおりに』仲間を集めてこい。そしてなるべく早く助けに来い」

「……少し待ってくれ」

　突とつ拍ぴよう子しもない話の飛ひ躍やくで、さすがに俺おれもついていけなくなる。

「ミュリエルさん。未来は絶対に変わらないとか、歴史どおりに手順を踏ふまないと【暴ぼう君くん】は倒たおせないとか、あんたがそう言う根こん拠きよは何なんだ？　せめてそれだけは聞かせてくれ」

　なぜ、未来は変えられないのか。

　その理由を聞くまでは、とても「はいそうですか」とミュリエルの命令を受うけ容いれる気にはなれない。正義漢ぶるつもりはないが、むざむざ国が滅ほろびるのを待つより、助けて恩を売る方が旨うま味みがある。

　そしてグレイも、俺おれとは違ちがった主しゆ旨しながらミュリエルに異論があるようだった。

「よく分からないですけど、諦あきらめちゃいけませんよミュリエルさん。あなたの想像以上に私の力は凄すごいんですから。【暴ぼう君くん】とか倒たおすのに手助けなんかいらないんです。さあ一いつ緒しよに逃にげましょう」

　極きわめて能天気な説得だった。

　だが一理ある。

　歴史的事実として【暴ぼう君くん】を倒たおしたのはこのグレイなのだ。もし戦うことになっても、勝ち目がないとはいえない。だというのに、歴史の手順通りに仲間を集めて挑いどまなければ【暴ぼう君くん】は倒たおせない──そんな理り屈くつは眉まゆ唾つば物ものとしかいいようがない。

　俺おれとグレイがそれぞれ詰つめ寄よると、ミュリエルは面めん倒どう臭くさそうな顔になって耳穴を小指でほじった。

「ったく。つくづく愚おろかな連中じゃあのう。妾わらわがこんだけ懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやったというのに。馬ば鹿かは物分かりが悪くて困る」

「ちょっと！　誰だれが馬ば鹿かですか！」

「分かった分かった。そこまで言うなら、貴様らに賭かけてみることにしよう。この村から逃にげるんじゃな？」

　──え？

　あまりにも急な前言撤てつ回かいに俺おれは虚きよを衝つかれる。

　一方、グレイは元からよく理解していなかったということもあり、素す直なおに跳はねて喜んでいる。

「任せてください！　アランさんの知ってる歴史ではどうか知りませんが、この真の大だい英えい雄ゆうである超ちよう天てん才さいの私の前では誰だれ一人ひとりとして死なせたり攫さらわせたりなんてしませんから！　さあ日の高いうちに早く出発しましょう！」

「まあ待て。妾わらわとてこう見えて年とし頃ごろの乙おと女めなのじゃから、最低限の身み支じ度たくぐらいさせてくれてもよかろう。奥おくで荷物を整えてくるから、しばし時間を貰もらえるか？」

　年とし頃ごろの乙おと女めというよりは単なる子供としか見えない風ふう貌ぼうだが、わざわざ指し摘てきして無む駄だに時間を費ついやすこともない。俺おれたちが頷うなずくと、ミュリエルは自室らしき奥おくの部屋へと歩いていった。

「ふっ……これにて保護成功ですね。また一つ偉い業ぎようを増やしてしまいました」

「俺おれは別に見捨ててもよかったんだが……」

　まあ、多少は後味が悪くなるから、助けられるに越こしたことはない。

「それにしてもミュリエルさん、なんだか難しいこといろいろ言ってましたねえ。仲間を集めろとかなんとか。私、自じ慢まんじゃないですけどそういう面めん倒どうなの大の苦手ですよ」

「人望なさそうだからなお前」

「アランさん？　ひどくないですかそれは。私は仮にも未来の大だい英えい雄ゆうですよ？　カリスマの塊かたまりですよ？」

「本当にお前がカリスマの塊かたまりだったら、俺おれは感動してタダで杖つえを譲ゆずってるよ」

　じゃあタダにしてください！　と叫さけぶグレイを無視。

　俺おれはただ静かに、ミュリエルの言っていた内容を反はん芻すうしていた。

　──歴史は変わらない。

　そのとき。

　ミュリエルがいるはずの奥おくの部屋から、ガラスの砕くだける高音が鳴なり響ひびいた。

「ミュリエルさん!?」

　俺おれとグレイがほとんど同時に飛び出す。

　扉とびらを蹴け破やぶって奥おくの部屋に突つっ込こめば、ガラスの散乱した室内には誰だれもいない。

「アランさん！　あれ！」

　叫さけびとともにグレイが指差したのは窓の外。小屋の周りを囲う鬱うつ蒼そうとした雑木林だ。

　そこには、ミュリエルらしき少女を抱かかえ、木こ陰かげの向こうへと消えていく黒い人ひと影かげがあった。
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「追います！」

　人ひと影かげが雑木林の奥おくに消えた直後、グレイはすぐさま杖つえを掲かかげて叫さけんだ。

　途と端たんに俺おれとグレイの身が光球に包まれ、割れた窓から雑木林へと飛び出していく。

　光球の速度は人の足を遥はるかに凌しのぐ。すぐに追いつくものかと思われたが──

「おいグレイ！　待て！　引き返せ！」

「どうしてですか！　まだ十分追いつけます！」

「違ちがう！　周りをよく見ろ！　薄うす暗ぐらい！」

　雑木林の木々に覆おおわれた周囲は、日中といえど陽光のほとんどが遮さえぎられている。

　移動用の光球が放つ輝かがやきも弱々しく衰おとろえている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　薄うす暗ぐらくてもこのくらいなら戦えますから！」

「馬ば鹿か！　もし今の敵が【暴ぼう君くん】だったらどうする！　ハンデある状態で勝てる相手じゃないだろ！」

「それは」

　グレイが反論に迷ったとき、危き惧ぐしていた事態が起きた。

　──すぐそばの木こ陰かげから、人ひと影かげが飛び出してきたのだ。

　全身に黒いローブを纏まとい、目ま深ぶかに被かぶったフードで顔を覆おおい隠かくした人間。

　さきほど脇わきに抱かかえていたミュリエルの姿は既すでになく、その代わりに右の拳こぶしを振ふりかぶっている。

　その拳こぶしが光球に衝しよう突とつした。

「っきゃあ！」

「ぐぁっ！」

　激げき震しん。

　光球はまるでガラス細工のように砕くだかれ、俺おれとグレイは衝しよう撃げきでバラバラに吹ふき飛とばされる。

　背中から木の幹に打ち付けられた俺おれは息を詰つまらせるが、苦しんでいる暇ひまなど微み塵じんもなかった。襲しゆう撃げきしてきた謎なぞの人物が、すかさず俺おれに追つい撃げきを仕し掛かけてきたからである。

　ほとんど反射的に横へ跳とぶ。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、俺おれが寄りかかっていた木が轟ごう音おんとともにへし折れた。謎なぞの人物が放った拳こぶしが、容易たやすく木の幹を──さっきまで俺おれの頭があった位置を叩たたき砕くだいたのだ。

　冗じよう談だんじゃない。

　あんな攻こう撃げき、一発でも喰くらえば即そく死しだ。

「伏ふせてアランさん！」

　そのとき、周囲に拳こぶし大だいの光球が生じた。

　決して数は少なくない。数十個はある。今この明るさでグレイが出せる最大出力なのだろう。

「喰くらえっ！」

　一いつ斉せいに光球が襲しゆう撃げき者しやへと襲おそい掛かかろうとする。

　だが。

　唐とう突とつにすべての光球が消しよう滅めつした。

「ぃだっ！」

　その理由は、小さく悲鳴を上げるグレイの手元にあった。

　襲しゆう撃げき者しやが鋭するどく投げ放った小石が、彼かの女じよの握にぎっていた杖つえを弾はじき飛とばしていたのだ。

「グレイ！」

　何やってる、すぐ拾え。

　そう叫さけぼうとしたが、無情にも叶かなわなかった。

　立ち上がろうとしていた俺おれの脇わき腹ばらに、襲しゆう撃げき者しやの回まわし蹴げりが突つき刺ささったからである。

「がっ……」

　死んだ。一いつ瞬しゆんでそう確信した。

　胴どう体たいがちぎれてもおかしくない威い力りよくだったが、不思議と痛みは感じない。

　ただ他ひ人と事ごとのように自分の身が吹ふき飛とび、雑木林の中をゴミのように転がっていくのだけを感じた。

「アランさん！　このっ……よくもぉ！」

　グレイが怒ど気きを発したと同時、再び周囲が光球で満たされた。

　最後の力を振ふり絞しぼって俺おれが目を開くと、そこには再び杖つえを構えて敵に相対しているグレイの姿があった。

「降り注げ！」

　大量の光球が一いつ斉せいに敵へと襲おそい掛かかっていく。

　対する襲しゆう撃げき者しやは、地を踏ふみ込こみ──猛もう烈れつな勢いでグレイへと疾しつ駆くした。

　さすがに無む謀ぼうだ。

　いくら突とつ進しんの勢いを付けようと、あれだけの弾だん幕まくを突とつ破ぱできるわけがない。攻こう撃げきの物量に吞のみ込こまれて終わりだ。

　しかし。

　次の瞬しゆん間かんには、襲しゆう撃げき者しやはもうグレイの眼前に迫せまっていた。

　一いち撃げきたりとも光球を受けることなく。

　まるで素す通どおりするかのように弾だん幕まくを搔かい潜くぐって。

「逃にげろグレイ！」

　瀕ひん死しだったはずだというのに、俺おれは決死の声を上げた。

　だが何もできない。何も間に合わない。

　俺おれが傍ぼう観かんする前で、襲しゆう撃げき者しやの放った拳こぶしがグレイの胸へと吸すい込こまれた。

　衝しよう撃げきの余波で周囲の落ち葉が一いつ斉せいに巻まき上あがる。小こ柄がらなグレイの身が空中を舞まい、やがて受け身も取れぬまま地面へと落ちる。

　彼かの女じよが手にしていた杖つえもまた、からりと音を立てて地に転がる。

　なんてことだ。

　こんな事態になるのなら、やはり深追いなどすべきではなかった。いいや、そもそもミュリエルを助けに来る選せん択たくが間ま違ちがいだったのか──

　悔くやんでももうどうしようもない。

　俺おれとグレイの命運も、もはやここまでなのだから。

「……ん？」

　と思っていたが、様子がおかしい。

　じきに意識が遠のいて死ぬかと思いきや、むしろ視界は鮮せん明めいになり始めた。回まわし蹴げりを喰くらった腹部にも痛みはほとんどなく、唾つばを吐はいてみても血一いつ滴てきすら混ざっていない。

「うぐぅ～痛ぁ……ってあれ？　そんなに痛くない……？」

　どうやらグレイも同じようだった。

　殴なぐられて地面に転がっていたが、そこまでダメージがないことに気付いたらしく、もぞもぞと身を起こし始めている。

　手加減されていた？

　いいや、あの襲しゆう撃げき者しやの殺気は間ま違ちがいなく本物だった。俺おれが横よこっ跳とびでかわした初しよ撃げきなどは、現に木の幹を貫かん通つうするほどの威い力りよくだったのだ。

「貴様ら。特にグレイ。己うぬ惚ぼれていたようだが、ちょっとは力不足を思い知ったか？」

　そのとき、知った声が雑木林の中に響ひびいた。

　ミュリエルの声だ。

　だが見み渡わたしてみても周囲に彼かの女じよの姿はない。いったいどこから。

「妾わらわじゃ、妾わらわ」

　襲しゆう撃げき者しやがフードを上げた。

　顕あらわになった素す顔がおは──金きん髪ぱつの、妙齢の女性だ。

「えっ……？」

「ミュリエル……さん？」

　俺おれとグレイが当とう惑わくする。
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　当然だろう。ついさっきまで十歳さい児じくらいの見た目だったミュリエルが、完全に大人の姿になっているのだから。

「妾わらわのもう一つの魔ま法ほうは『老化抑よく制せい』じゃからな。こっちは要領が難しすぎるゆえ説明は省かせてもらうが、抑よく制せいできるもんは解除もできるのが道理じゃろ。抑よく制せいに使ってた魔ま力りよくを腕うでっぷしに回せば威い力りよくも上がる」

「え、えっと。待ってください。じゃあ逃にげるときに抱かかえられてたミュリエルさんは？」

「ありゃあ妾わらわの服に枕まくらを突つっ込こんだだけの変わり身人形よ。ほれ」

　そう言うと大人姿のミュリエルは近くの草むらから人形を引っ張り出した。

　ミュリエルの衣服に枕まくらが突つっ込こまれ、手足の位置には適当な棒切れが添そえられている。遠目で騙だまされてしまった俺おれたちが言うのもなんだが、ずいぶん雑な造りだ。

　ここで俺おれは睨にらみながら尋たずねる。

「おいミュリエルさん。なんでいきなり俺おれたちを襲おそったんだ？　冗じよう談だんにしちゃタチが悪すぎるぞ」

「決まっておろう。貴様らがあまりにも物分かりが悪いから、実じつ践せんで説明してやるしかないと思ったのよ」

　そう言うとミュリエルは指を立てた。

「まず。貴様らはまだ青い。実力不足もいいとこじゃ。世界最強なぞと豪ごう語ごしておいて、妾わらわ一人にすら弄もてあそばれていては笑い話にもならんぞ」

「で、でもミュリエルさんズルいじゃないですか！　こっちの杖つえを狙ねらってきたり、こんな薄うす暗ぐらい場所に誘おびき出だしたりして……」

「馬ば鹿か者ものが」

「あうっ」

　ぺちん、と。

　ミュリエルがグレイの額を指で弾はじいた。

「ズルではない、ただの戦略じゃ。敵がいつも正々堂々と戦ってくれると思うな。それに状じよう況きようのハンデを置くとしても、貴様の弾だん幕まくを正面から搔かい潜くぐってみせてやったろう」

「あ、あれ。どうやったんですか？　気付いたら目の前に近付かれててすごく怖こわかったんですけど……」

「なに。妾わらわの思考解読の応用じゃ。攻こう撃げき意思を読み取れば、軌き道どうの先読みなど容易たやすい」

「やっぱズルじゃないですかぁっ！」

「うるさいズルではないわ妾わらわの実力じゃ」

　賑にぎやかな押おし問もん答どうを繰くり広ひろげるグレイとミュリエルだが、俺おれはさっきから少しも緊きん張ちようを崩くずしていなかった。

「そいつに実力不足を思い知らせるため、っていうのは分かった。だけどミュリエルさん。あんた、俺おれたちを本気で殺しにかかってただろ？」

「──ほう？　分かったか？」

「当たり前だ。本気で殺しにかかってきたかどうかぐらい分かる」

　これまであまりロクな暮らしをしてこなかった分、命の危機を感じたことは何度もある。

　殺気の真しん贋がんを嗅かぎ分わけられるくらいの嗅きゆう覚かくがなければ、ならず者として生きてはこれなかった。

「うむ。妾わらわは本気で貴様らを殺しにかかった。どちらに撃うち込こんだ一いち撃げきも、容よう赦しやなく内臓を破は壊かいして血ち反へ吐どをぶちまけさせるつもりで撃うった」

　俺おれは喉のどを鳴らして生なま唾つばを飲んだ。

　グレイはこれをまだ冗じよう談だんと思っているのか「またまたぁミュリエルさんったら～」と吞のん気きに笑っている。こいつはダメだ。

　そこでミュリエルがローブの内側からナイフを取り出した。

　禍まが々まがしい厚あつ刃ばの輝かがやきに、俺おれは咄とつ嗟さに身構える。

「落ち着け。いまさらこれで貴様らを刺さそうというわけではない。ただ、ダメ押おしにちょっとした実演を見せてやろうと思ってな」

　そう言うなり。

　ミュリエルは、己おのが喉のど笛ぶえに勢いよくそのナイフを振ふりかざした。

「ミュリエルさん！」

　グレイが悲鳴に近い声を上げると同時、切っ先がミュリエルの喉のどに触ふれる。




　──そして、刃はが砕くだけた。




「……え？」

　粉々になった金属片へんが雑木林の地に落ちる。

　俺おれとグレイが揃そろって目を丸くする中、ミュリエルだけが愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「言っておくが、ナイフに細工をしていたわけではないぞ。貴様らに攻こう撃げきを加えたときと同じく、今の妾わらわは、本気で自害するつもりで喉のどに刃はを突つき立たてた。結果はこのとおりだ」

　ミュリエルが柄つかだけになったナイフを投げ捨てる。

「妾わらわも、貴様らも、ここで死ぬことはできんのだ。無理に押おし通とおして命を奪うばおうとすれば、『妙みような力』がそれを邪じや魔ましてくれる。今、このナイフを砕くだいた力のようにな」

「『妙みような力』？　それって、魔ま力りよくとは違ちがうんですか？　今ナイフが砕くだけたとき、魔ま力りよくっぽいものは感じませんでしたけど……ただの偶ぐう然ぜんとしか」

「おそらくは魔ま力りよくの一種じゃろう。だが、極きわめて異質な類のものといえる」

　グレイの問いにミュリエルは頷うなずいた。

「おそらく普ふ通つうでは感知することすらままならん。だが、妾わらわはこの『妙みような力』そのものでなく、そこに宿った意思を読み取ることができる」

　宿った意思？

　どういうことか。誰だれかが俺おれたちを死なせないように『妙みような力』とやらで守ってくれているのか。それなら都合がいいが。

「たわけ。そんなに都合のいい話があるか」

　俺おれの思考を読み取ったミュリエルが鼻で笑う。

　かと思ったら、次の瞬しゆん間かんには一いつ切さいの表情を消した。

「魔ま法ほうには行使する者の意思が色いろ濃こく宿る。呪じゆ文もんこそまさにその象しよう徴ちようみたいなものじゃな。妾わらわならば、直接触ふれさえすればその魔ま法ほうの効力や詳しよう細さいをそこから読み取ることができる」

　たとえば、とミュリエルはグレイを顎あごでしゃくった。

「ついさっき光球を殴なぐったときに、貴様の魔ま法ほうもおおよそ性質が分かった。まさしく【銀ぎん月げつ】というに相応ふさわしい魔ま法ほうだったぞ」

「え？　どんな魔ま法ほうなんですか？　実は私もよく分かってないんです」

　ミュリエルは呆あきれたため息をついて腕うでを組んだ。

「周囲の光を自身の魔ま力りよくに疑ぎ似じ変へん換かんして操あやつる能力じゃ。月は自ら輝かがやかず、陽光を反射して輝かがやく。貴様自身はゴミカスみたいな量の魔ま力りよくしか持っておらんが、光ある限り無む尽じん蔵ぞうの魔ま力りよく攻こう撃げきを行うことができる。規格外もいいところな超ちよう魔ま法ほうよ」

「えっ！　めちゃくちゃすごくないですかそれ！」

「ああ。立派な三階級の高等魔ま法ほうじゃな」

　グレイの顔が一転してコロッと渋しぶくなる。

「そこは四階級とかにならないんですか？　規格外な力なんですよね？」

「そもそも四階級なんて定義は存在せん。数字が上がれば上がるほど偉えらいなんて子供じみた発想をするでない。どんな魔ま法ほうも三階級までじゃ──と、妾わらわは思っていた。ついさっきまではな」

　ミュリエルは砕くだけて地に落ちたナイフの破は片へんを見た。

「妾わらわの自害を阻そ止ししたこの力は、ともすれば四階級と定義するに相応ふさわしいのかもしれん」

「私の魔ま法ほうの方が凄すごそうと思いますけどね。ナイフくらい千本だって砕くだけますよ」

「阿あ呆ほうが。そういう単純な威い力りよくの話ではない」

　ミュリエルは近くの木の根に手を伸のばし、あるものを引ひき抜ぬいた。禍まが々まがしい紅色をした一本のキノコだ。

「見てのとおりこれは毒キノコじゃ。普ふ段だんの妾わらわがこれをたらふく食ったら、適切な治ち療りようを受けん限りは死ぬじゃろう。しかし今食っても、さっきのナイフ自害が失敗したのと同じように、毒が無効化されて死なんはずだ。不ま味ずそうだから食わんがな」

「毒キノコの解げ毒どくも、そこまで難しい魔ま法ほうじゃなさそうですけど」

　自分ではできもしないグレイが強がる。ミュリエルは「そういう問題ではない」と切り捨てる。

「ナイフを砕くだくのは障しよう壁へきの魔ま法ほうが使えれば容易たやすかろう。毒キノコを無効化するは解げ毒どくの魔ま法ほうが使えれば容易たやすかろう。だが、妾わらわにかけられたのはそんなみみっちい魔ま法ほうの寄せ集めではない。もっとシンプルでおぞましいものだ」

　ミュリエルが己おのれの胸を親指で示す。

「【歴史は変わらない】。妾はまだここで死ぬべきではない。ただそれだけだ。そんな怨おん念ねんじみた思念を帯びた魔ま法ほうが妾わらわを護まもっている。纏まとわりついているといった方がいいか？」

　実をいえば、とミュリエルは繫つなげた。

「妾わらわが早々に逃にげる気を失なくしたのも、たぶんこの力のせいじゃ。思考誘ゆう導どうの洗脳効力かの。普ふ段だんの妾わらわはそこまで諦あきらめがいい方ではないのでな」




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　ミュリエルが先導するままに、俺おれたちは雑木林を抜ぬけて小屋へと戻もどる足を進める。その間も、ミュリエルは落ち着いて講こう釈しやくを垂れていた。

「通常の魔ま法ほうは、一つの術式につき一つの効果だけだ。『炎ほのおを発する』魔ま法ほうは『炎ほのおを発する』以外に能を持たん。しかし、こいつは違ちがう。【歴史は変わらない】という結果を実現するために、障しよう壁へきも解げ毒どくも洗脳も、あらゆる効果を逆算して生み出す。固定された結果ありきで因果を逆転させる前ぜん代だい未み聞もんの術理だ。まさに四階級といって過言ではない。妾わらわが研究者だったら因果魔ま法ほうとでも命名したかな」

「……誰だれがそんな凄すごい魔ま法ほうを？」

　尋たずねるグレイに対しミュリエルは達観したかのように冷静だ。

「思うに人にん間げん業わざではない。既き知ちの魔ま法ほうの埒らち外がいも埒らち外がいだ。時か、神か、世界か、運命か。そういった超ちよう常じよう的てきなものの力だろうよ。時間移動による矛盾パラドツクスを防ぐためのな。こんなものに纏まとわりつかれては、妾わらわもお手上げだ」

「……俺おれたちが来たせいか？」

　未来を変えようとした俺おれたちのせいで、ミュリエルにそのツケが回って来たということか。

　自責混じりの俺おれの問いにミュリエルは頷うなずく。

「ああ。貴様らに接せつ触しよくすると同時、伝でん染せん病びようみたいにこいつが妾わらわに憑とりついてきおった。だが恨うらんではおらんよ。何の前まえ触ぶれもなく拉ら致ちされるよりは、心穏おだやかに過ごせそうだ」

「そいつを取とり払はらう方法はないのか？」

「あるとも。貴様らがこれから歴史を忠実に辿たどるだけでいい。そうすればこの力は意味をなくして薄うすれよう」

　ミュリエルが喋しやべっているのか、それともその呪のろいじみた力が喋しやべらせているのか、俺おれには判断が付かなかった。

　ちょうど小屋の正面に着いたところで、ミュリエルは近くの木を背にして肩かたを竦すくめた。

「【暴ぼう君くん】の討とう伐ばつを急いでも無む駄だだと言ったのはそういうことだ。歴史の手順を踏ふまねば、たとえ【暴ぼう君くん】に攻こう撃げきをしてもこの力が邪じや魔まをするだろう。逆に、手順を踏ふみさえすれば貴様らの勝利は約束される。これを利用せぬ手はあるまい」

「嫌いやです」

　そこで、きっぱりとグレイが言い放った。

「そんな訳の分かんないものの力を借りなくても、私の魔ま法ほうでぶっ飛ばしてやりますよ。それを成してこそ私の凄すごさが証明できるってもんです」

「威い勢せいがいいものだな」

「当然ですよ。なんたって私は未来の大だい英えい雄ゆうなんですから」

　話をあまり理解していないがゆえの気楽さか。相変わらずの大たい言げん壮そう語ごを吹ふくグレイを前に、ミュリエルは笑った。

「妾わらわはもう半分以上は諦あきらめている。だが、これも外からの干かん渉しようのせいと思うと少しだけ気に食わん気持ちは残っていてな。一つだけ、打開の希望になるかもしれんことを教えておいてやる」

「何かあるのか？」

　うむと頷うなずき、ミュリエルはグレイの持つ杖つえを指差した。

　俺おれが未来から持もち込こんだ『世せ界かい樹じゆの杖つえ』を。

「その杖つえだ。ある意味ではこの『妙みような力』──歴史の修正力と呼ぶが──それ以上に得体が知れん」

「おぉっ！　やっぱり私の愛あい杖じようだけあって凄すさまじい力を秘めてるんですね！　まだまだこの杖つえには隠かくされた真の力が」

「おかしなことにな。どこからどう見ても、ただの木の枝でしかないんじゃ」

「はっ？」

　転びかけるグレイをよそに、手を伸のばしたミュリエルは世せ界かい樹じゆの杖つえに触ふれる。

「妾わらわは魔ま法ほうに宿った意思を読み取れる。歴史の修正力すら感知可能なほどにな。もし何らかの魔ま法ほうで木の枝に偽ぎ装そうしているとしても、そこには『偽ぎ装そうする』という術者の意思が残る。それを看破できぬ妾わらわではない。だが、その杖つえには偽ぎ装そうの痕こん跡せきすらない。正しよう真しん正しよう銘めい、何なんの変へん哲てつもないただの木の枝じゃ」

「これがただの木の枝？　本当ですか？　それじゃあ……」

　ショックを受けた様子のグレイが勢いよくこちらを振ふり向むく。

「ということは……アランさん！　やっぱり私を騙だまして木の枝を売りつけたんですね!?　酷ひどいですよ！　ちょっとはいい人かもしれないって信じてたのに！　まさか本当にただのペテン師だったなんて！」

「馬ば鹿かかお前は。その杖つえで今まで何度も魔ま法ほうを使ってきただろうが」

「実はぜんぶ私の実力だったんじゃないですか？　杖つえのおかげだと思おもい込こんでただけで、本当は自前の天才的センスによる芸当だった……とか」

　呆あきれるほどに馬ば鹿かな発言だったので、俺おれはぐしゃぐしゃと髪かみを搔かいた。

　そんなふざけたギャグみたいな話があってたまるか。

　苛いら立だちを抑おさえて俺おれはミュリエルに向き直る。

「変なこと言わないでくれ。これがただの木の枝じゃないってことくらい、あんたなら分かってるはずだろ」

「分かっておるからこそ不思議でならんのだ。大層な杖つえのはずだというのに、こうして目の前にすると木の枝としか見えん。しかしそんな木の枝が、担にない手てに握にぎられれば確かに効力を示す。未来においては時間移動の切きっ掛かけともなってみせた。常識外れにけったいな代しろ物ものよ」

　すなわち、とミュリエルが続ける。

「おそらくその杖つえには、歴史の修正力と同等以上に得体の知れない力が宿っている。この妾わらわにすら読み取れぬ何かが。もし未来を変えられるとしたら、その杖つえが鍵かぎとなろう」

「……俺おれのいた未来ではこれは『世せ界かい樹じゆの杖つえ』だって言われてる。この世の果てにある神聖な木らしい。心当たりはあるか？」

「ない。というか、デマくさいな。そんなお伽とぎ噺ばなしじみた木が実在するとは思えん。が、どこかの誰だれかがその杖つえを作ったことだけは間ま違ちがいあるまい。そうでなくばここに存在せんからな」

　俺おれは記き憶おくを洗い出し、杖つえの作製者の候補を探す。

　道具の作製に長たけた英えい雄ゆうといえば【百ひやつ器き夜や行こう】。将来的にグレイの仲間となった彼かれなら、杖つえの作製者として最有力の候補といえる。

「ということだ。妾わらわを助けたいと無茶を抜ぬかすなら、その杖つえに隠かくされた秘密をまずは暴け。時間移動すら可能にする力が手中にあれば、妾わらわの気分も変わるかも──」

　ぴたり、と。突とつ然ぜんミュリエルが言葉を止めた。

「どうしたんですかミュリエルさん？」

「逃にげろ貴様ら」

「え？」

「今すぐここから飛んで逃にげろ！　早く！」

　同時。

　雑木林の奥おくから、まるで津つ波なみのように黒い何かが押おし寄よせてきた。

　その正体は、黒い霧きりだ。

　ヴァリアを襲しゆう撃げきした巨きよ人じんの放っていた、魔ま力りよくを吸い取る黒い霧きりである。

「下がってください！」

　しかしグレイは飛んで逃にげることをしなかった。杖つえを構え、俺おれとミュリエルを守るように霧きりの前に立ちはだかったのだ。

「防げ！」

　グレイの詠えい唱しようとともに、俺おれたちを囲う半球状の光の障しよう壁へきが生じた。

　すぐさま黒い霧きりが押おし寄よせてくるが、障しよう壁へきは揺ゆらぐことなくそれを防ぐ。

「任せてくださいミュリエルさん！　こんな霧きりごときどうってことありませんから！」

「違ちがう！　こんなものはただの様子見じゃ！　本命は上」

　ミュリエルが声を荒あららげる。だが、その言葉が続くことはなかった。

　次の瞬しゆん間かん、信じられないことが起きたからだ。




　──グレイの杖つえが光線に撃うち抜ぬかれ、真っ二つに折れた。




「僕ぼくの『吸収』を防ぐとは大したものだ。だけど君は杖つえがなければ何もできない。そうなんだろう？」

　光線が降り注いできた方向。直上を仰あおぎ見みれば、そこに人間が浮ういている。

　紫むらさき色いろの髪かみをした紳しん士し風ふうの優やさ男おとこが。

「初めまして。愉ゆ快かいな話はすべて聞かせてもらったよ」

　こいつは。

　誰だれに言われるでもなく分かった。優やさ男おとこのような外見でありながら、凄すさまじい威い圧あつ感かんを放っている。さきほどのミュリエルの数百倍も恐おそろしい。

「しかし【暴ぼう君くん】か。僕ぼくもなかなか酷ひどい名で呼ばれたものだね」




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　最悪の事態だった。

　よりにもよって、こちらの要であるグレイの杖つえが破は壊かいされてしまった。

「……してやられたのう。妾わらわとしたことが、ここまで迂う闊かつに接近を許してしまうとは」

「いやいや、落おち込こむことはないさミュリエル嬢じよう。君の思念探知を搔かい潜くぐるのはなかなか面めん倒どうだったよ。『吸収』の霧きりで身を包んでいなければ、先手を打たれたのはこちらかもしれない」

　称しよう賛さんするような拍はく手しゆを鳴らしながら、【暴ぼう君くん】は薄うすく笑えんだ。

「だけどこうして姿を現した今は、もう僕ぼくの思考が読めるだろう？　読んだ上で、君はどうする？」

「……降参するしかないようじゃな」

　ミュリエルが諸もろ手てを挙げて無む抵てい抗こうの意思を示す。

「悪いな貴様ら。妾わらわは日ひ和よらせてもらう。奴やつに全面的に寝ね返がえるゆえ、これ以上の助言はできん。許せ」

「さすがは賢けん者じやだね。まさに賢けん明めいな判断だよ」

「降こう伏ふくした以上、捕ほ虜りよとしての待たい遇ぐうは敷しいてもらえるのじゃろうな？」

「もちろん。淑しゆく女じよには紳しん士し的てきに振ふる舞まうべきだからね」

　それで、と【暴ぼう君くん】は俺おれとグレイを交こう互ごに見た。

「君たちは僕ぼくを倒たおそうとしているんだったかな？　そういうことなら、とりあえず──」

　言いつつ、【暴ぼう君くん】が指を二ふた股またにして俺おれとグレイを指した。

　次の瞬しゆん間かん。

「がっ！」

　指先から放たれた光線がまっすぐに俺おれの胸に突つき刺ささった。さきほど杖つえを破は壊かいしたのと同じ攻こう撃げきだ。

　ミュリエルに蹴けられたとき以上の衝しよう撃げき。一いつ切さいの抵てい抗こう叶かなわず、俺おれの身は後方に吹ふき飛とばされる。

　だが、それだけだ。

　さしたる痛みもなければ、肉体にダメージもない。本来ならば、心臓を貫つらぬかれて絶命を免まぬがれなかったであろうに。

「うーん……やはり歴史の修正力があるというのは本当のようだね。こんな素しろ人うとに僕ぼくの攻こう撃げきが通じないなんて」

「ちょ！　ちょっと！　ちょっとそこの浮ういてるあなた！」

　そのとき、俺おれと同じく吹ふき飛とばされていたグレイが身を起こした。

　驚きよう愕がくや狼ろう狽ばいや恐きよう怖ふや憤ふん怒ぬ、さまざまな感情を同時に浮うかべようとして、珍ちん妙みよう極きわまりない表情になっている。

「私の杖つえ！　杖つえ！　折っちゃってくれて、どうしてくれるんですか！　あといきなり攻こう撃げきしてくるなんて！　てて、ていうか！　あなたが【暴ぼう君くん】なんですか!?　どうしてこんなことするんですか！　悪いことして喜ぶなんて性格拗こじれすぎですよ！　どこのクソガキですか！」

　説得を試みているのかもしれないが、語ご彙いが拙つたなすぎる。

　ただ馬ば鹿かがキレているだけにしか見えない。

「おいグレイ。逃にげるぞ」

　俺おれはその後ろからローブの襟えり首くびを引く。

「あっ、よかったです。アランさんも無事だったんですね」

「んな悠ゆう長ちようなこと言ってる暇ひまがあったら走れ。行くぞ」

　向こうの攻こう撃げきはこちらに通用しない。なら、必死に足あ搔がけば逃にげるチャンスはゼロではない。

　が、グレイは逃にげようとする俺おれの手に抗あらがい、その場に踏ふん張ばった。

「ダメですよ！　ここで私たちが逃にげたらミュリエルさんが！」

「もうあの女は寝ね返がえった。助けようとするだけ無む駄だだ」

「あんなの強がりに決まってるじゃないですか！」

　そんなことは俺おれだってよく分かっている。

　だが、この状じよう況きようでミュリエルを取とり戻もどせる手立ては何一つとして存在しない。杖つえを失なくしたグレイと俺おれの凡ぼん人じん二人で、【暴ぼう君くん】に太た刀ち打うちできるわけがない。

　いいや、正直いえば逃にげ切きれるかすら怪あやしいところだが──

「ああ？　逃にげるのかい？　逃にげるのなら止めはしないよ。どうやら今ここで君たちを殺すのは無理のようだしね」

　と思いきや、意外にも【暴ぼう君くん】は俺おれたちを見送るかのように手を払はらった。

「こちらも無む駄だな時間は使いたくなくてね。ミュリエル嬢じように協力いただいて、歴史を変える手段を早く探したいんだ。なんせこのままいけば、最終的に負けてしまうのは僕ぼくらしいから」

　そうか。

　今この場面だけ見ればこちらが窮きゆう地ちだが、最終的に敗北を運命づけられている【暴ぼう君くん】の方が長期的には追おい詰つめられているのだ。打開策を求めているのはあちらも同様。

　そのために『妙みような力』──歴史の修正力を感知できる、ミュリエルの身み柄がらを欲ほつしたと。

「そうですよ！　このままいけばあなたは私に負けちゃうんですから！　私が怖こわかったらさっさとミュリエルさんを諦あきらめて降参してください！」

「お前、よくこの状じよう況きようで上から目線の交こう渉しようができるな……」

　そこだけは少し感服する。しかし、こんな幼よう稚ちな言葉に応じる【暴ぼう君くん】ではなかった。

「残念だけど、杖つえのない君なんて何の脅きよう威いにもなりはしない。それに」

　言葉が止められるとともに、ぱちんと指が弾はじかれる。

　途と端たんに、俺おれたちの周りを取り囲んでいた黒い霧きりが再び一いつ斉せいに押おし寄よせてきた。

　今度は障しよう壁へきを張れない。

　俺おれとグレイはなすすべもなく黒い霧きりに吞のみ込こまれた。

「ぐぅ……」

　グレイが膝ひざをついて地面に倒たおれる。魔ま力りよくを吸われて動けなくなったのだ。

　興味深げに【暴ぼう君くん】が宙で唸うなる。

「殺したりダメージを与あたえることはできずとも、動きを封ふうじることはできるみたいだね。ミュリエル嬢じよう、このまま彼かれらも攫さらって幽ゆう閉へいすることはできると思うかい？」

「無理じゃろうな。妾わらわの喉のどを刺さしたナイフが壊こわれたように、どんな檻おりに閉とじ込こめても柵さくが不自然に壊こわれるはずじゃ」

「なるほど。貴重な意見に感謝するよ。これはいい参さん謀ぼうを得た」

「ついでにもう一つ情報提供じゃ。そっちのアランという男は、魔ま力りよくのない時代から来た人間ゆえ、今の黒い霧きりでは動きを封ふうじられんぞ。ここで歯向かってくるほど馬ば鹿かではないと思うが……おや」

　ミュリエルの指し摘てきは外れていた。

　黒い霧きりに吞のまれた後、俺おれはグレイと同じく地面に膝ひざをついていたのだ。

　とんでもなく息苦しい。呼吸ができなくなった感覚に近い。

　苦しむ俺おれの姿を見て、ミュリエルが掌てのひらを返す。

「訂てい正せいしよう。どうやらこいつも、この時代の空気に馴な染じんでいたようじゃな。魔ま力りよくを奪うばえばしっかり動きを封ふうじられる」

「ふむ……確かに演技ではないようだ。ところで、僕ぼくの『吸収』で歴史の修正力を吸い取れた様子はあるかい？」

「残念ながら。魔ま力りよくの一種ではあろうが、根本的に性質が違ちがうんじゃろうな」

　それでも【暴ぼう君くん】は確かく認にんをするかのように、俺おれとグレイにまた光線を浴びせてきた。膝ひざを折るだけでこらえていた姿勢が地に這はわされるが、やはりダメージはない。

「うん、確かに吸えてないみたいだ。これ以上は力の無む駄だ遣づかいだし、君を連れて撤てつ収しゆうするとしよう」

　紳しん士し然ぜんとした仕草で【暴ぼう君くん】がミュリエルに手を差し出そうとしたとき、




　──いきなり飛んだ光こう弾だんが【暴ぼう君くん】の顔に直ちよく撃げきした。




「逃にげてください。ミュリエルさん」

　振ふり向むけば、地に這はいつくばった姿勢でグレイが必死に手を伸のばしている。その周囲には小さいながら、光球がいくつか漂ただよっている。

「侮あなどらないでくださいよ。杖つえなしだって……あなたを倒たおすくらい簡単なんですから！」

　しかし光球のコントロールは心もとなく、点てん滅めつしながらあちこちに揺ゆれ動うごいている。

　火事場の馬ば鹿か力ぢからなのだろうが、とてもこれで戦えそうとは思えない。

　さらにいえば、光こう弾だんを浴びた【暴ぼう君くん】もまったくの無傷だった。

「やはり僕ぼくも運命に守られているようだね。今はまだ負けるべき刻ではない、か」

「いいえ！　ここで負かしてみせま──すっ」

　そこでグレイの身が浮うき上あがった。

　ミュリエルがボールでも蹴けるかのように、グレイの身を雑木林へと蹴けり飛とばしたのだ。さらに暗い林の中に落とされ、グレイの周りに漂ただよっていた光球は消える。

　舌打ちをしたミュリエルが、今度は俺おれの方に歩み寄ってきてしゃがむ。

「おいアランよ。動けるようになったらあの小こ娘むすめによく注意しておけ。くれぐれも妾わらわのことを追うなとな」

「……俺おれが言っても勝手に暴走するかもしれん」

「じゃろうな。面めん倒どうくさいのう」

　そう吐はき捨すてると、ミュリエルは声を落とした。

「ならば伝えておこう。妾わらわはもう自分の今後を案じてはおらん。拷ごう問もんも受けることはないじゃろう。廃はい人じんになる未来はほぼ誤りと見ていい。だから安心して歴史の順序を追え」

　なぜそう言えるのか。

　俺おれが疑問を感じると同時に、その答えは来た。

「あの優やさ男おとこは──そう悪い奴やつではない」

「【暴ぼう君くん】が？」

　世界を滅ほろぼそうとしている黒幕のどこがどう悪くないのか。

　だが、その続きを尋たずねる前に、ミュリエルは俺おれの身をも林の奥おくへと蹴け飛とばした。

「そういうわけじゃ。安心して貴様らは英えい雄ゆう譚たんをなぞれ。気長に待っているぞ」
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　ミュリエルの拉ら致ちを阻そ止しできなかった。

　それどころか、グレイの魔ま法ほうの命いのち綱づなである杖つえまで失われた。

　完かん膚ぷなきまでの敗北だった。




「……くそ！」

　八つ当たりの拳こぶしで思い切り地面を殴なぐる。

　身体からだを動かせるようになった頃ころには、既すでに【暴ぼう君くん】とミュリエルの姿はなかった。

　悔くやしがる道理はない。あの状じよう況きようで俺おれごときに何ができたはずもないのだ。生き延びられた幸運を思えば、むしろ喜ぶべきことだ。

　だというのに、腹立たしくてならなかった。

「……グレイ」

　身を起こしてふらふらと雑木林の中を探し歩む。

　俺おれは大おお馬ば鹿かだ。心のどこかで「グレイなら敵と遭そう遇ぐうしてもきっと勝てる」と楽観的に考えてしまっていた。

　いいや。それどころか、心のどこかで対決を見届けたいとすら思っていた。ヴァリアでグレイが勝利を遂とげたときの勇姿を、またこの眼めで見たいと愚おろかな願望を抱いだいてしまった。

　憧あこがれの大だい英えい雄ゆうグレイと、このポンコツグレイはまったくの別物だというのに。

　その挙句がこの始末だ。

　グレイが未熟なことは分かっていた。ならばミュリエル保護というリスクの高い冒ぼう険けんに及およばず、もっと地道に力を蓄たくわえるべきだった。過信して不相応な大役を押おし付つけた俺おれの責任だ。

「グレイ。どこだ。生きてるか！」

　冷静に考えれば生きているはずだが、万一を案じずにはいられない。

　しばらく歩いていると、うつぶせのまま倒たおれているグレイが見つかった。まだ覚おぼ束つかない足で必死に駆かけ寄より、その身を抱かかえ起おこす。

「おい大だい丈じよう夫ぶか。しっかりし」

　言いかけて、俺おれはぎょっと目を剝むいた。

　グレイが目を血走らせ、歯をギリギリと食いしばっていたからである。

「くぁあっ！　アランさん！　早く私を担かついで日の当たるところに運んでください！　今度こそあんちくしょうの腐くさったドタマに私の最大出力ビームをブチ込こんでやります！」

　こんな状じよう況きようで場ば違ちがいな感想だが、餌えさ場ば争いに負けた猿さるのような面だった。

「落ち着け、もう敵は逃にげた」

「じゃあ飛んで追います！　とにかく日の当たるところに！」

「杖つえもなしに飛べるわけないだろ」

　怪け我がはなさそうだったので、抱かかえていたグレイの身を地に転がす。

「とにかく、今のお前じゃ逆立ちしても敵かなわない。ここで少し頭冷やして待ってろ」

　グレイをその場に残したまま、俺おれは雑木林の中を駆かける。だいぶ身も軽くなってきた。

　向かった先はさきほど戦せん闘とうがあった場所だ。

　目当ては杖つえの残ざん骸がいである。

　杖つえは真っ二つに折られて地に落ちた。せめてその断だん片ぺんだけでも──と思ったのだが、見つかるのは枯かれ枝えだばかりで、杖つえらしいものは一いつ向こうに見当たらない。あるいはミュリエルがグレイを蹴けり飛ばした際、その巻まき添ぞえでどこかに吹き飛んでしまったのかもしれなかった。

　しばし探したものの、やがて徒と労ろうと諦あきらめる。再びグレイの元へ引き返そうとしたとき、

「う、うぅ。なんで置いてくんですか……。早く追いかけなきゃいけないのに……」

　ずるずる、と。

　グレイがナメクジのごとく雑木林の奥おくから這はい出だしてきた。白いローブは土と葉にまみれて汚よごれきっている。

「馬ば鹿か。もう諦あきらめろ。いまさら追いかけるなんて無理だ」

「嫌いやです！　きっとやれるはずです！　さあ光よ舟ふねとなれ！」

　陽光を浴びながらグレイが叫さけぶと、辺り一帯が眩まばゆい光に包まれた。

　まさか。いけるのか。

　俺おれが僅わずかな希望を抱いだいた、次の瞬しゆん間かん。




　──ミュリエルの家が消し飛んでいた。




　完全に暴走してコントロールを失った光が、巨きよ大だいな光線となってミュリエルの家を地面ごと抉えぐり取とったのだ。

「え、えーと……」

　壮そう絶ぜつにやらかしたグレイが、よろめいて立ち上がりながら目を泳がせる。

「お、おのれ！　ミュリエルさんを攫さらっただけでなく、ついでに家まで壊こわしていくとは！　あの【暴ぼう君くん】とかいう人はなんて悪党なんでしょう！」

　下手な一人ひとり芝しば居いを繰くり広ひろげるグレイを、俺おれはこの上なく冷めた目で見る。

「……アランさん。これからミュリエルさんを助けてあげたら、家を消しちゃったくらい帳消しになりますよね？」

「知るか」

「あんな小屋ですし、貴重品なんてありませんよね？　あんまり高いものとかあったら弁べん償しようできないかも……でも、うん！　助ければオールオッケーですよね!?　命の恩人に高額請せい求きゆうとかしてきませんよね!?」

「知るか」

　この期に及およんで、なんて余計なことをしてくれたのだ。

　せめてミュリエル宅を家探しすれば、有用な情報や道具が少しは得られたかもしれないのに。

「ああくそ……今のでお前がもう役立たずってのは自覚できたろ。分かったら早く行くぞ」

「助けに行くんですね！」

「馬ば鹿か。そんな無む謀ぼうに付き合わないって言ってるだろ。ミュリエルさん……いやもう呼び捨てでいいな。ミュリエルに言われたとおり、まず仲間集めに行くんだよ。特に杖つえをまた作り直せる奴やつを探さなきゃいかん」

　向かうべきは、やはりミュリエルとの会話の中で挙げられたマグヴェルト王国か。

　杖つえの手て掛がかりとなる【百ひやつ器き夜や行こう】バゼル・ロウはもちろんとして、無能となったグレイの戦力を補う【迅じん剣けん】クラン・ララ・アルヒューレの力も欠かせない。

　俺おれは踵きびすを返かえし、鉱夫たちの村へと戻もどろうとする。

　だが、村へ戻もどろうとする俺おれの肩かたをグレイが摑つかんだ。

「本当にそれでいいんですかアランさん。確かに地道に仲間を集めた方が確実なのかもしれません。だけどそうやって私たちが時間をかけている間に、ミュリエルさんは苦しむことになるんですよ」

「……お前」

　振ふり向むくと、そこには死ぬほど顔を蒼あおくして、ミュリエル宅（跡あと地ち）をチラチラと窺うかがうグレイの姿があった。心臓の動どう悸きが聞こえそうなほど息を荒あらくしている。

「弁べん償しよう請せい求きゆうされるのがそんなに怖こわいのか？」

「怖こわいに決まってるじゃないですかぁっ！　だってあんなに性格悪そうなミュリエルさんですよ!?　大して価値のあるもの置いてなかったとしても、絶対にホラ吹ふいてとんでもない額を要求してきますって！　そうさせないために、泣いて私に感謝するくらいの恩を売らないと！」

　ガクガクと涙なみだ目めで俺おれの両りよう肩かたを揺ゆすってくるグレイ。

「それにそれに。そんな借金上乗せの事態になったら、アランさんの杖つえの代金だって払はらえなくなっちゃいますよ？　いいんですか？」

「いいよ」

「ほら。やっぱりアランさんも困るんじゃな……えっ!?」

　信じられないという顔になってグレイが俺おれから後ずさった。

「いったいどんな風の吹ふき回まわしですか？　金の亡もう者じやのアランさんが……」

「元はといえばミュリエル保護なんか言い出したのは俺おれだ。そのせいで壊こわされちまったんだから、もうお前にこれ以上請せい求きゆうするつもりはない」

　我ながら空々しい建前だ。

　あくまでこの旅路は、杖つえ代だい回収の私利私欲だと思っていた。

　しかし、俺おれも想像以上に馬ば鹿かだったらしい。グレイの敗北を目まの当あたりにし、杖つえも失われた今になって、はっきり分かった。

　結局のところ。俺おれは誰だれよりも間近で、【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】グレイ・フラーブが歩む英えい雄ゆう譚たんを目まの当あたりにしたかったのだ。昔から心を躍おどらせたあの大だい英えい雄ゆうが、華はな々ばなしく世界を救うまでの顚てん末まつを。

　しかし、もはやそんな夢は消え去った。

　あるのは苦々しい『力不足』という現実だけだ。

「今は金なんて気にするな。そんなもん生きてりゃどうにだってなる。だからもう行くぞ」

「でも」

「だいたいお前、もう飛べもしないだろ。どこに向かうとしても、まず村に戻もどらなきゃ何も始まらん」

　無論、村に戻もどったところでそこから勝算のない救助などに向かわせるつもりはない。

　このグレイは俺おれが憧あこがれた英えい雄ゆうではない。

　最強無敵で、どんな敵をも華か麗れいに打うち倒たおす【不ふ没ぼつの銀ぎん月げつ】とは程ほど遠とおい。

　俺おれの説得を聞きながら、グレイはローブの裾すそを拳こぶしで握にぎった。

「……お金だけの心配じゃないです。だってミュリエルさん、このままだと廃はい人じんになっちゃうかもって」

「そう心配するな。ミュリエルは大だい丈じよう夫ぶだ。【暴ぼう君くん】の心を去り際に読んだみたいだが、身の安全のアテがあるみたいだった」

「強がってるだけとか」

「あれは自じ己こ犠ぎ牲せいで虚きよ勢せいを張るような性格じゃないだろ」

　そう悪い奴やつではない──【暴ぼう君くん】を評したその一言の真意は分からないが、差さし迫せまった危機はないと見ていいだろう。

　しかし、ミュリエルは精神に何らかの干かん渉しようを受けていると吐と露ろしていた。あるいはその態度すら、俺おれたちに手を引かせるための方便だったとすれば。

「それはそうですけど……。ミュリエルさん、なんだかよく分からない魔ま法ほうのせいで、逃にげる気がなくなってたんですよね」

　都合の悪いことに、グレイも同じことに気付いてしまった。

「それは……。いいや、そのくらい得体の知れない力が邪じや魔ましてるんだ。ミュリエルの自害が防がれたのを見ただろ？　俺おれたちもあれだけ攻こう撃げきされて傷一つ負わなかったし」

「おかしくないですか？」

　俺おれの言葉を遮さえぎったグレイが唇くちびるを曲げて悩なやみ顔がおを見せる。

「おかしいって、何が」

「歴史の修正力とか言ってましたっけ？　その変な力が、ミュリエルさんを助けるのを邪じや魔ましてるんですよね？　逃にげるのを諦あきらめさせたり」

「そうだ」

「じゃあどうして、私はまだ諦あきらめてないんですか？」

　グレイは自分のローブの胸を親指でつつく。ミュリエルと戦ったときに拳こぶしで思い切り殴なぐられた場所だ。

「このまま尻しつ尾ぽ巻くなんてクソ格好悪いじゃないですか。御ご免めんですよそんなの私は。杖つえがなくても雑に撃うつくらいはできます。あんちくしょうに一発ぶちかましてやらないと気が済みません。さてさて、なんで私はここまで諦あきらめないんでしょうね？」

　簡単です！　とグレイが吠ほえる。

「私が強いからです。よく分からない力なんかに負けないくらい強いからです。超ちよう天てん才さいで志高い英えい雄ゆうの私は、誰だれかの干かん渉しようで決意を曲げるほど軟なん弱じやくな精神をしていないわけです。変なバリアだって全力出せばぶち破れます！」

「……」

「ミュリエルさんは杖つえこそが切り札と言いましたけど、とんだ大おお間ま違ちがいですね！　この私という存在こそが歴史も未来も変える最大の切り札と知らしめてくれましょう！」

　俺おれは黙だまって聞いていた。

　内容そのものはいつものグレイの自信過か剰じようだが、単に戯たわ言ごととは切り捨てられない。

「……なあグレイ。ミュリエルの保護を最初に言い出したのは俺おれだったよな」

「はい？　手て柄がらを主張するつもりですか？　そういうのは言い出しっぺじゃなく、実際に助けた功労者こそ讃たたえられるものですよ」

「違ちがう。俺おれたちが本来ここでミュリエルに接せつ触しよくするのは歴史的におかしかった。それなら、俺おれが【悲ひ愴そうの賢けん者じや】ミュリエル・ラヴァの知識を思い出せるはずなかったんだ。ミュリエルが逃にげる気を失ったのと同じように」

　この事実が示すことは一つ。

「俺おれとお前に対しては、歴史の修正力ってやつは半はん端ぱにしか効いてない。少なくとも思考に干かん渉しようはされてない」

「私だけじゃなくてですか？　アランさんって私ほど心が強そうには見えないですけど」

「そんな精神論で済ませるな。別に理由があるはずだ」

　杖つえのおかげ？　だが、砕くだけ散ちった今もなお効果があるとは思えない。現にグレイは魔ま法ほうの制せい御ぎよを失っている。

「何だ……？　俺おれたちだけが例外でいられる理由……？　杖つえの他に何かあるのか……？」

　一人呟つぶやきながら考えていると、いきなりグレイがくすくすと笑い始めた。

「おい。何がおかしい」

「だってアランさん。さっきまで諦あきらめろって説得してきたくせに、真しん剣けんに考かんがえ込こんじゃうなんて。やっぱり本心では諦あきらめたくないんじゃないですか」

「何言ってんだ。俺おれはあんな性しよう悪わる女おんながどうなろうと知ったことじゃないぞ」

　俺おれは眉まゆを顰ひそめる。とんだ買かい被かぶりだ。俺おれは危険を冒おかしてまでミュリエルを救うべきだなどとは毛ほども思わない。最初に保護を提案したのも、その能力が有益だと判断したからだ。

　俺おれが今考かんがえ込こんでいたのは、ただ。

　何だ。

「私の活かつ躍やくを見たいんでしょう」

「はぁ？」

「最初から分かってますよ。憧あこがれのグレイ様が、誰だれかを助けるのを諦あきらめるところを見たくないんでしょう？　だから、私が諦あきらめなくていい理由を探してくれてるんでしょう」

「誰だれが憧あこがれのグレイ様だ」

「心配は無用です」

　俺おれの抗こう弁べんを聞きもせずグレイは胸を張る。

「私は諦あきらめるなんてダサい真ま似ねをしません。どんな人も華か麗れいに見事に助けてみせます。アランさんは黙だまってついてきて私の背中を眺ながめてればいいんです」

　いかにも英えい雄ゆうらしい口上を述べるグレイだったが──よく見たら、その膝ひざがプルプルと小刻みに震ふるえていた。

「……お前、ビビッてないか？」

「え？　これは、アレですよ。武む者しや震ぶるいってやつで」

「無理してカッコつけんな」

「ちょ、ちょっとくらいは無理しますよ！　だって素の私は正直あんまりカッコよくないんですから、背せ伸のびぐらいしないと誰だれもカッコよく見てくれないじゃないですか！」

　俗ぞく物ぶつ根こん性じよう丸出しの理り屈くつ。この期に及およんでまだそんなことを。

「命懸かけてカッコつけて何になる。何の得もないだろ」

「得なら前に一度ありましたよ。とびきりのが。馬ば鹿かな誰だれかさんがコロッと騙だまされて、私のことを本物の英えい雄ゆうだって信じてくれました」

　俺おれは押おし黙だまった。

　グレイは宙に手を振ふって、杖つえをかざすような動きをしてみせる。

「はい！　論破したんで私の勝ちですね！」

　こいつは特別気高いわけでも勇ゆう敢かんなわけでもない。自じ己こ顕けん示じ欲よくを満たすため、後先考えずその場限りの虚きよ勢せいと虚きよ言げんを重ねているだけだ。

　そんな馬ば鹿かだからきっと、杖つえの有う無むだとか勝算なんて最初から眼中にないのだろう。

　己おのれの身を挺ていして、俺おれを助けてくれたときと同じように。

「さあ！　殴なぐり込こみに行きましょう！　大だい丈じよう夫ぶですよ巨きよ人じんのときも奇き跡せき的てきに勝てたんですから、今回だって私に英えい雄ゆう的てきな奇き跡せきが起きて勝てるはずです！　神に愛され勝利を約束された超ちよう天てん才さいのこの私は、どんな敵にだって負けはしません！」

　と、そのとき。

　村の方から大量の人ひと影かげがこちらに歩いてきた。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男たち。ツルハシとヘルメットによる完全武装。臨戦態勢の殺気。




「おい兄ちゃんたち。すげえ音がしたと思ったら……どういうこった？　俺おれたちの目にゃ、長老の家が吹ふっ飛とんでるように見えるんだけどよ」




　俺おれとグレイは即そく座ざに両手を上げて降参姿勢を取った。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「するってぇと、何だい？　悪党の魔ま術じゆつ師しが長老を攫さらってったってわけか？」

　鉱夫たちに取り囲まれ、俺おれたちは村の隅すみで事情聴ちよう取しゆを受けていた。

「そうなんですそうなんですそうなんです！　私は撃げき退たいを試みたんですが、敵は私の隙すきを衝ついてミュリエルさんを攫さらい……おまけに家まで壊こわしていったんです！」

　俺おれは白い目線をグレイに送る。グレイはさっと目を背そむける。

「てめえら、今の話どう思うよ？」

「噓うそっ臭くせえな。だけど、長老がこんなガキにやられちまうとも思えねえし……」

「だっ、誰だれがガキですか！　ミュリエルさんの方が見た目はガキだったでしょう！」

「おいコラ！　俺おれらの長老に対してガキとは何だガキとは！」

　性格最悪なミュリエルだったが、その分詐さ欺ぎ師しとしては卓たく越えつしていたらしく、鉱夫たちの心しん酔すい具合は本物のようだった。長老を自じ称しようしつつも実じつ年ねん齢れいは十九だったことは伏ふせておく。

「すまん。俺おれたちが信用できないのは分かる。もし疑うならヴァリアの魔ま導どう学院に連れん絡らくを取ってくれ。身元は保証してくれると思う」

　この時代には遠えん隔かく地ちを結ぶ連れん絡らく手段がある。こんな辺境の地であれど、金の採さい掘くつをしているなら商取引に用いる連れん絡らく手段は通じているはずだ。

「ヴァリアの魔ま導どう学院？　有名所じゃねえか。お前らそこの生徒か何かか？」

「こっちの灰色の方がそうだ」

　自主退学済ではあるが、必要書類を出していないのでまだ籍せきは残っている。噓うそはついてない。

「ええそうです！　何を隠かくそう、私は学院始まって以来の天才と言われているんです！」

「はっ、見みえ透すいた噓うそつきやがって。いいぜ確かく認にん取ってやるよ。もし噓うそなら袋ふくろ叩だたきを覚かく悟ごしな」




　十数分後。




「ン申し訳ありませんでしたっ！」

　威い勢せいのいい土下座を前に、グレイは極限まで鼻を高くしていた。

「まさか、ヴァリアを単身で壊かい滅めつから救った凄すさまじい魔ま術じゆつ師しの御お方かたとは露つゆ知しらず……どうか俺おれたちをお赦ゆるしください」

「いいんですよぉ～。私ってば心がすごく広いですからぁ～」

　想定通り、魔ま導どう学院はかなりグレイに対して好意的な説明をしてくれた。しかし、ここまで男たちがひれ伏ふしているのにはまた別の要因があった。

『グレイさん。誤解は解けましたでしょうか？』

「ええ、ありがとうございますファリアさん！　おかげでみなさん私のことを信用してくれました」

　その理由こそ彼かの女じよ──ファリア・エスベルである。

　村にある取引事務所。グレイはそこで、ラッパじみた形の送話機を使って会話している。といっても、会話の大半は興奮気味のファリアの声だ。

『いえいえ！　お礼には及およびません！　わたくしはただ事実をありのままに説明しただけですから……ああ！　思い出しただけでも感動で鳥とり肌はだが立ちますわ！　ヴァリアの街を崩ほう壊かいさせんとする謎なぞの怪かい物ぶつを、グレイさんが聖なる光条で打ち破ったあの活かつ躍やくときたら！』

　鉱夫たちが魔ま導どう学院に連れん絡らくを取った際、特に俺おれたちと親しかったということでファリアも会話口に呼ばれたという。

　それから彼かの女じよの独演会が始まった。

　しかも、ファリアの実家たるエスベル商会は金取引にも関かん与よしていただけあって、男たちもよく知っていた。さらにファリア自身も『エスベル商会の令れい嬢じようにして魔ま導どう学院首席の才さい媛えん』と有名人だった。そんな彼かの女じよの口から物もの凄すごい熱量でグレイの活かつ躍やくが語られたのだから、どんな誤解も一発で解けようものである。

　ちなみに魔ま導どう学院の教師や職員たちも送話機の向こうにいるはずなのだが、ファリアに勢いがありすぎて誰だれも割わり込こんでこない。

『して、グレイさん！　首しゆ尾びの方はいかがでしょうか！　実はわたくし気がかりすぎて昨日から全っ然眠ねむれておりませんの！　かの賢けん者じや様の保護には成功されましたか!?』

　一いつ瞬しゆんグレイが言葉に詰つまる。が、ファリアからの期待と、さらに背後で控ひかえる鉱夫たちからの熱視線を浴び、覚かく悟ごを決めたかのように喉のどを鳴らす。

「残念ながら、あと一歩のところで敵に攫さらわれてしまいました……しかし！　明らかに実力は私の方が上回っていました！　なんせ奪だつ還かんを試みる私を前に、敵は情けなく尻しつ尾ぽを巻いて逃にげるばかりでしたから！　しかるべき対策を立てて再戦すれば恐おそれるに足りません！」

　おおっ！　と男衆が驚きよう嘆たんの声を上げる。

『ぜひぜひ、無事に事が済んだら詳くわしく聞かせてくださいませ！　ご武運を祈いのっておりますわ！　ところで話は変わるのですが、先日のヴァリアでの活かつ躍やくを演劇にしようという案が』

「あー……すまん。ファリアさん。一いつ旦たん話はそのへんで」

　あまりグレイに見み栄えを張られ過ぎると後で収しゆう拾しゆうがつかなくなるかもしれない。横から会話に割わり込こんだ俺おれは、ファリアを宥なだめた上で機械の通信を断った。

「ふっ、演劇ですか。演目を増やせるよう、私も武ぶ勲くんを増やして凱がい旋せんせねばなりませんね」

　調子に乗りつつも、どこか己おのれを奮い立たせるような調子でグレイが呟つぶやく。それから、仰ぎよう々ぎようしい仕草で鉱夫たちに向き直った。

「さて、ミュリエルさんを攫さらった悪党は、ヴァリアを襲おそった怪かい物ぶつの親玉と見ていいでしょう。なんせ同じ技わざを使っていましたから。つまり、勝てる見み込こみがあるのはヴァリアを救った実績のある私だけとなります！」

「敵がどこに逃にげたか知ってるんですかい!?」

「おそらくはこの地の西に聳そびえる忌いみ地ち……アルガン砦とりででしょう。西方より闇やみの波動がひしひしと感じられます」

「おお！　そんなことまで！」

　最初から知っていた情報を、さも自分の慧けい眼がんのように語るグレイ。

　しばらく鉱夫たちに囲まれてやいのやいのと激げき励れいを受けたグレイは、やがて得意げにこちらへと歩み戻もどって来くる。

「アランさん。ここの人たちが、砦とりでへの移動手段を用意してくれるそうですよ。これも私の人徳ってやつですよね」

　そこで鉱夫たちが俺おれに視線を集めた。

「そっちの兄ちゃんも一いつ緒しよに行くのか！　っていうことは、あんたも大層な御お方かたなのかい？」

「……うん？」

「あっはっは。違ちがいますよ」

　俺おれが当とう惑わくしていると、すぐ横でグレイが笑う。

「この人はですね、私の熱ねつ烈れつなファンです。追っかけです。私の英えい雄ゆう的てきな活かつ躍やくを見届けたいみたいで、ず～っとついてくるんです。人気者の宿命ではありますけど、正直困っちゃいます～」

「おいコラ悪質な冗じよう談だんはやめろ」

「え～？　だって本当のことじゃないですか」

　んなわけあるかと黙もつ考こうする。

　しかし、即そく座ざに異を唱えられる箇か所しよが出てこない。いろいろと語ご弊へいのある言い方に文句はあるのだが、本質的には痛いところを突つかれている気がする。

「さあ！　それじゃさっそく出発しましょうか！　ミュリエルさん救出作戦開始です！」




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　グレイの立案した救出作戦はこうだ。

　砦とりでに到とう着ちやく次し第だい、不意打ち。【暴ぼう君くん】をフルパワーで吹ふき飛とばす。勝利。ミュリエル連れて帰る。

　以上。

　頭の悪さが存分に窺うかがえる内容である。

　鉱夫たちの村からアルガン砦とりでまでは約三時間。

　午前中のうちに出発できたので、順調に進めば日の最も高い時間帯──グレイの魔ま法ほうが最高威い力りよくを発揮する時間帯での到とう着ちやくとなる。

　しかし到とう着ちやく時刻ばかり気にして出発を急いだあまり、肝かん心じんの作戦がスカスカのままだった。

「だけど実際、今はそれ以外ないんだよな……神かみ頼だのみもいいとこだ」

　俺おれはげんなりとする。

　なぜか俺おれとグレイには歴史の修正力が半はん端ぱにしか効いていない。そのよく分からない奇き跡せきの助力を信じて、フルパワーの一いち撃げきに賭かけるしかない。

「あと、呪のろいが効かないことも祈いのっとかなきゃですね」

　もう一つ、不安材料もある。砦とりでの呪のろいはかなり広こう範はんに及およんでいる。もちろん中心地に近付くほど苛か烈れつとなり、あらゆる生命を喰くらい尽つくすようになる。

　呪のろいの強さの目安として村人たちから受け取ったのは──

「ところで、これ少しだけ食べていいですか」

「ダメだ。それが腐くさってきたら危険地帯の印だからな」

　豚ぶたの足を一本そのまま使った巨きよ大だいな干し肉である。俺おれの時代の干し肉といえば、水分を抜ぬいた保存特化の硬かたい代しろ物ものだったが、この時代では食味を良くする目的の方が大きいらしい。

　そんな塊かたまり肉にくが、グレイの膝ひざの上に鎮ちん座ざしている。

　鉱夫たちが用意してくれた移動手段は、鉱石を運ぶ作業車両だった。軌き道どうが通じていない区画を往来するためのもので、四本の鉄てつ輪りんをガタガタと鳴らしながら荒こう野やを走っている。馬もなしに勝手に回る車輪には相変わらず驚おどろかされるが、乗のり心ごこ地ちははっきりいって最悪に近い。

　一人乗りの運転席には俺おれが跨またがり、曳ひかれる貨車の中には肉を抱かかえたグレイが収まっている。

　アルガン砦とりでの呪のろいは、兵ひよう糧ろう攻ぜめに遭あった兵士たちの『飢き餓が』という怨おん念ねんである。

　呪のろいの効力範はん囲いの外周に入ると、まず人間や生きた動物よりも先に食しよく糧りようが黒く腐くさって消える。

　食しよく糧りようが腐くさった地点に人間が数分間留まっていれば、手足の末まつ端たんがじわじわと黒化して腐くさり落おちることになる。呪のろいの外周ですらその危険度なのだから、中心部では一秒も経たたずに白骨化が推測される。

　俺おれとグレイの身は歴史の修正力とやらで護まもられている。呪のろいも無効化されるとは思ったが、念のため肉が腐くさり始めたら車を戻もどし、俺おれが実験台となって手指に症しよう状じようが出ないか確かく認にんするつもりだった。黒化すぐなら治ち療りようも間に合うという。

　つまり目の前の肉にく塊かいは一種の危険探知機なわけで、それを食うなど言語道断だった。

　俺おれは背後のグレイを振ふり返かえって呆あきれた息を吐はく。

「それにしてもお前、よく食う気になれるな。こんな状じよう況きようで食欲湧わくか？」

「いえいえ。思い出してみてくださいよ。最後にご飯食べたのって昨日の昼じゃないですか。お腹なかくらい空きますよ」

「そういえばそうか」

　ローブを買い終えてファリアの情報収集を待っていた間に、学院の食堂に寄ったのが最後だ。

「っていうかアランさん。前々から思ってましたけど、空腹にやたら強くないですか？」

「未来じゃ飯を三度食えることなんてほとんどあり得なかったからな」

「なるほど。貧びん乏ぼうだったんですね。だから盗とう掘くつなんかしてたと」

「貧びん乏ぼうっちゃ貧びん乏ぼうだけど、俺おれだけが特別ってわけじゃない。一部の金持ちを除いたら、普ふ通つうの庶しよ民みんも腹はら一いつ杯ぱい食うなんて暮らしとは無む縁えんだ」

　車を進める俺おれの前には、草一本も生えていない乾かわいた荒こう野やが延々と広がるばかりである。風に巻まき上あがる砂さ塵じんが霧きりのごとく遠方を覆おおっており、アルガン砦とりでの影かげすらまだ見えない。

　飢うえと渇かわきが蔓延はびこる土地。

　奇くしくも、俺おれの知る未来の光景とこの地はよく似ている。

「魔ま法ほうが消えたくらいでそこまで貧びん乏ぼうになっちゃうもんなんですねぇ。うちの田舎いなかとか魔ま術じゆつ師しなんて滅めつ多たにいませんでしたけど、別にあんまり困りませんでしたよ」

「遠回しに恩おん恵けいがいろいろあるんだろ」

「そうですか？　うちの村で頼たよってたのなんて、せいぜい肥料とか暖だん房ぼう器具とか照明とかぐらいですよ。そういえば薬とかも街から買ってました。魔ま法ほうで作った成分から調合したやつで」

「十分すぎるほど依い存ぞんしてるじゃねえか」

　グレイにとっては魔ま法ほうがあることが当然すぎるのだろう。恩おん恵けいに対するありがたみが希き薄はくだ。

「そもそも魔ま法ほうがなくなるっていうのがよく分かんないんですよね。魔ま術じゆつ師しが生まれなくなったとかじゃなくて？」

「前にも言ったろ。世界中の魔ま力りよくが枯こ渇かつしたんだよ。それだけ使いまくってたら当然だな」

　この時代でもう少し節制してくれたらと恨うらむ気持ちもないではないが、そうしたところで焼け石に水くらいの効果だったろう。掘ほり尽つくされた資源が戻もどることはないのだ。

「枯こ渇かつ？」

　しかしグレイはまだピンと来ていない。

「井い戸どの水が枯かれるようなもんだよ。どんな物だって使いすぎたらなくなるのは当たり前だろ」

「いやいや。だって魔ま力りよくは空気みたいなもんですよ。使ってもなくならないですって」

　以前ファリアも似たようなことを言っていた。魔ま力りよくが消えることなど信じがたいと。

「だけどな、事実なくなったんだっての」

「ちょっと待ってください」

　グレイはこめかみを指でぐりぐりと押おし始めた。

「ほら、学院の授業で言ってたじゃないですか。魔ま力りよくは人間が空気から吸すい込こんだ魔ま素そを元に生み出すって。あの後ちょっとは復習したんですよ私」

「そういえば、んなこと言ってたような……。でもそれがどうした。その魔ま素そってやつが使いすぎで枯こ渇かつしたんだろ」

「違ちがうんです。空気と一いつ緒しよなんです。魔ま力りよくを使ったら、また呼吸と一いつ緒しよに吐はき出だされて空気中の魔ま素そに戻もどるんです。つまり減るなんてことはありえないはずです」

「その理り屈くつが間ま違ちがってたんじゃないのか？」

「そう言われたら困りますけど」

　魔ま法ほう喪そう失しつの対策については、ミュリエルを保護してからその千里眼に頼たよろうと考えていた。しかしミュリエルの千里眼が噓うそ八はつ百ぴやくと分かった以上、この先彼かの女じよを保護できても対策を練るのは困難となる。

「まっ、どんな理由があるにせよ、この私にかかれば魔ま法ほうが消えないようにするなんてお茶の子さいさいです。あの憎にくたらしい悪党を倒たおしてミュリエルさんを助けたら、それからゆっくり対策を考えましょう」

「……そうだな」

　今は目先の戦いが先決だ。魔ま法ほう喪そう失しつの原因を探さぐるのは勝った後でいい。

「いいかグレイ。【暴ぼう君くん】が視界に入ったら、先制攻こう撃げきの不意打ちで全力全開だ。それが通じなかったら諦あきらめて逃にげる」

「もちろんです。一発でノックアウトしてやります」

　どうせ死ぬことはないというのは先刻承知済み。それなら、イチかバチかの全力攻こう撃げきを仕し掛かける。分は悪いが失うものはない。ダメなら逃にげるまでだ。

　正直にいえば、俺おれはこの救出作戦をあまり支持してはいない。ミュリエルの指示通り、安全策で歴史を辿たどるべきだと今でも思っている。

　ただ、何を言ってもグレイは絶対に引かないと確信してしまった。

　そのままズルズルと同行を決めてしまったのは、結局グレイの言う通りなのだろう。俺おれはこの眼めで、本物の英えい雄ゆう譚たんを見届けたいのだ。

「なあグレイ。もし俺おれが足あし手で纏まといになったら──」

「何言ってんですか。『もし』も何も、現時点で立派に足あし手で纏まといですよぉ～。魚の糞ふんよろしく私にくっついてるだけじゃないですか～」

　変顔を作ってとことんこちらを煽あおってくるグレイ。しかし俺おれは狼ろう狽ばいしない。

「茶化すな。お前の言う通り、俺おれが同行してるのはただの野次馬根こん性じようだ。何の役にも立たない。もし邪じや魔まになったら見捨てて逃にげろ」

　この時代において俺おれが果たすべきだった役目は、グレイに杖つえを渡わたすまでだ。その役目をとうに終えた今、グレイの世界を救う旅路において、俺おれには何の価値も残ってはいない。

「卑ひ怯きようですねアランさん。そんなこと言ったって、私が見捨てて逃にげたりしないことくらい分かってるでしょう？」

　グレイは鼻でせせら笑った。

「だいたい、観客がいないと張り合いがないじゃないですか。時間を越こえてまで私の活かつ躍やくを拝みにきたファンが近くにいれば、私のやる気も段だん違ちがいですよ」

「誰だれがファンだ。そもそも時間を越こえてまでって……お前が呼んだんだろ」

「え？　そうなんですか？」

「そうだろ。お前の杖つえがきっかけになったわけだし」

　それに、俺おれが時間移動をしたとき『アランさん。私のことを、どうかよろしくお願いします』という声が聞こえた。今にして思えば、その声はグレイとまったく同じだった。

「ん～？　でも、私って時間移動の魔ま法ほうとか使えないですよ」

「誰だれかと協力したんだろ」

　そう言ってから気付くが、時間移動の魔ま法ほうが使える魔ま術じゆつ師しなんて英えい雄ゆう譚たんの異説にも聞いたことがない。

　そういえば。

　あのとき、グレイの他にも声が聞こえた気がする。不思議と馴な染じみ深ぶかい声が。

　あの声は誰だれのものだったのか──杖つえの作製者？　違ちがう。もっと俺おれがよく知る──

「アランさん！　あれ！」

　俺おれが俯うつむいて物思いに耽ふけっていると、グレイが貨車の中で立ち上がって前方を示した。

　砂すな埃ぼこりの舞まう悪視界の向こうに、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを誇ほこる岩山と、その上に建てられた巨きよ大だいな城じよう塞さいの影かげがうっすらと見える。

　装そう飾しよく過多の華か美びな城ではない。無骨に角ばったその造形には、純じゆん粋すいな軍事拠きよ点てんとしての威い風ふうがある。俺おれは目を見開いて危険探知機たる肉にく塊かいを振ふり返かえった。腐くさるような様子は少しもない。

「呪のろいが消えてる？」

「みたいですね……。なんかこう、大して禍まが々まがしい気配もしないですし」

【暴ぼう君くん】が呪のろいを消したのだろうか。数千の兵が末まつ期ごに刻んだ膨ぼう大だいな怨おん念ねんを、ただの一人で。

　こちらの接近に対し、砦とりでからの反応はない。

「いまさらですけど、本当にここにいるんですかね。最終決戦がここだったっていうだけで、今は別のところに隠かくれてたりは」

「だったらお手上げだな。呪のろいも消えてるし、スカってことはないと思うが」

　車が砦とりでの正面まで来ても、まだ誰だれも出てくる様子はない。かといってそのまま虎こ口こうに飛とび込こむのは自殺行こう為いだ。

　うるさい車輪の回転を少し緩ゆるめ、俺おれは息を吸すい込こんでから呼び出しの言葉を叫さけぶ。

「聞け【暴ぼう君くん】！　俺おれたちは戦うつもりはない！　交こう渉しように来た！」

　返事はない。構わず続ける。

「このまま歴史どおりに事が運べば、お前はグレイに負けて死ぬ！　何が目的かは知らんが、大人しく降こう伏ふくしろ！　そうすればそっちの要求も聞いてやる！」

　安い説得だ。こんなものではそんじょそこらの強ごう盗とうですら耳を傾かたむけまい。ゆえにもう一ひと押おし。

「俺おれたちは歴史を変える手段に心当たりがある！　もしミュリエルの身み柄がらをこっちに寄よ越こすなら、情報を提供してやってもいい！」

　敵は敗北を宿命付けられている。ある意味ではこちら以上に追おい込こまれている状じよう況きようだ。歴史を変える手段となれば、少しは食い付いてくるはずだろう。

　固かた唾ずを飲んで返答を待っていると、

「──その提案は、少し興味深いね」

　砦とりでから声が響ひびいた。

　肉声ではない。空気を強制的に震ふるわせているような、どこか不自然で歪ゆがんだ声である。

　やがて砦とりでの最上部に小さな影かげが姿を現す。

　そこから悠ゆう然ぜんと宙を舞まい、俺おれたちの前に降り立ったのは、紫むらさき髪がみを揺ゆらす優やさ男おとこ──【暴ぼう君くん】その人だ。

「僕ぼくもミュリエル嬢じようから話を聞いている途と中ちゆうでね。あの世せ界かい樹じゆの杖つえとやらはかなり興味深かったけど、それ以外に何か情報があるのかい？」

「ええ。とっておきのがありますよ」

　グレイが貨車から身を乗りだし、俺おれの頭あたま越ごしに拳こぶしを前へと突つき出だす。

「っしゃ───────────っ！　くたばれ悪漢────────っ!!」

　グレイの怒ど声せい。

　交こう渉しようするつもりなんて最初からない。こうやって表に呼び出すための方便だ。

　しかしてグレイ渾こん身しんの必殺魔ま法ほうの効果は。

「はは。くたばれとはご挨あい拶さつじゃないか」

　スカ。

　防がれたのではない。グレイの拳こぶしの先が「ぴかっ」と光った程度にしか発動しなかったのだ。

「どうやら交こう渉しようなんて噓うそっぱちのようだね。演技にしても、もう少し敵意を隠かくすものだよ」

「う、うるさい！　もう一発うらぁ！」

　グレイが拳こぶしを振ふり回まわす。今度は特大の光条が炸さく裂れつした。ただし、明後日あさつての方角の空へと。

「なんの！　当たらないなら当たるまで撃うてば！」

　グレイが魔ま法ほうを乱発するが、まともに威い力りよくのありそうな攻こう撃げきは十発に一度出ればいい方で、その一度も【暴ぼう君くん】へ命中しそうにはない。

　不意打ち作戦失敗。俺おれがそっと車のハンドルを握にぎり直なおすと、

「そうですアランさん！　そのまま轢ひき逃にげで援えん護ごを！」

「馬ば鹿か！　逃にげるんだよ！」

　と、そのとき。

　ゆっくりと。緩かん慢まんな仕草で【暴ぼう君くん】がこちらに掌てのひらを向けた。

「愉ゆ快かいな花火を見せてくれたからね。僕ぼくからも返礼を見せてあげよう」

　明確な殺気。

　俺おれとグレイは、反射的に車を捨てて脇わきへと飛び出した。

　次の瞬しゆん間かんには、車が消しよう滅めつしていた。

　いや、車だけではない。その背景に続いていた荒こう野やが、地平線の先まで深々と抉えぐられている。

「なかなかのものだろう。今、このアルガン砦とりでの呪のろいをすべて『吸収』し尽つくしたところでね。力が有り余っているんだ」

　こちらを見下すように【暴ぼう君くん】は薄うす笑えみを作った。

「君たちなど相手にする価値もない。お引き取りを願おう」

　再び俺おれたちに掌てのひらが向けられる。いくら死なないとしても、地を果てまで抉えぐるような攻こう撃げきを浴びたらどこまで吹ふき飛とばされるのか。やはり今は、どう足あ搔がいても勝負すらできないのか。




「待て」




　制止の声。

　それを放ったのは、砦とりでから歩いてくる人ひと影かげだ。

　ミュリエルだった。

　初めて会ったときの子供形態の姿。外傷は見当たらない。

「何な故ぜ止めるんだい？　ミュリエル嬢じよう」

「まさか杖つえを折ってなおここまで追ってくる馬ば鹿かどもとは思わんでな。このまま放っておいたら、勝手にチョロチョロ動いて不測の事態を起こしてくれるやもしれん」

「なるほどね。迂う闊かつにお引き取りを願うのも危あやういと。では、君はどう判断するんだい？」

「少しばかり妾わらわに預けろ。聞き分けよくなるよう説得なり調教なりしてやる」

「分かった。【賢けん者じや】たる君の提案なら、僕ぼくとしても任せるに異存はないよ」

　様子がおかしい。

　とても幽ゆう閉へいされている捕ほ虜りよの発言ではない。ミュリエルの無事を喜ぶ表情を見せかけたグレイも、今は怪け訝げん顔がおとなっている。

「あの、ミュリエルさん？　助けに来たんですけど？」

「助けに来る？　飛んで火に入る夏の虫の間ま違ちがいではないか？　この愚おろか者ものどもめ」

　邪じや悪あくな表情を浮うかべるミュリエル。

「妾わらわはこいつに寝ね返がえると言ったろう。あの言葉に偽いつわりはない。そういうことだ」




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「おい貴様。なんじゃその手て抜ぬき掃そう除じは？　箒ほうきを振ふり回まわしているだけで掃そう除じになると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ。窓も拭ふいただけでいいと思ってるのか？　ほれ、窓まど枠わくにまだ埃ほこりが」

　アルガン砦とりでの内部。

　砦とりでの最上階層にて、俺おれはなぜか廊ろう下か掃そう除じに従事させられていた。傍かたわらには、俺おれの手て際ぎわの悪さを姑しゆうとめのようにいびってくるミュリエルがいる。

「ミュリエルさん。俺おれたちはあんたを助けに来たんだが……」

「余計なお世話と言ったろうが。妾わらわとあの優やさ男おとこはなかなか気が合ってな。それなりの待たい遇ぐうを敷しいてくれるというから、正式に参さん謀ぼうになってやることにしたのだ」

「仲なか違たがいしてこれから廃はい人じんにされるかもしれないだろ」

「たぶんそりゃ妾わらわの演技だ。廃はい人じんぶってりゃ責任能力ないってことで共犯も無罪だろうしな」

　変わり身の早さ。狡ずる賢がしこさ。

　これまで抱いだいてきたミュリエルの人物像に違たがわぬ、卑ひ劣れつな手管だった。

「……本当か？」

　それでも、その態度はいささか露ろ悪あく的てきに過ぎる気がした。

　ミュリエルは村の鉱夫たちに慕したわれていた。本気で相手を謀はかろうとするなら、ここで汚きたない本音を語るのではなく、それこそ脅きよう迫はくされているフリをしたことだろう。その方が後で言いい逃のがれしやすくなる。

「……ふむ。やはり貴様はあの灰色の馬ば鹿か娘むすめよりは少しばかり賢さかしいな」

　噂うわさをすればというやつか、俺おれたちの目の前の部屋の大おお扉とびらが「ばん！」と音を立てて開いた。

「ミュリエルさん、部屋のお掃そう除じ終わりましたよ！　ぜひチェックしてみてください！」

　グレイである。

　こいつはミュリエルから掃そう除じを促うながされるや、めちゃくちゃ迅じん速そくかつ積極的に動き始めたのだ。今は頭に三さん角かく巾きん、ローブの上にエプロンを纏まとい、久方ぶりの小間使いスタイルとなっている。

「む、ずいぶん早いな？　妾わらわの部屋は結構広かったろう？」

「任せてくださいって。なんせ私は元・スーパー小間使いのキャリア持ちですよ？　魔ま導どう学院で習得したすべてをこの掃そう除じにぶつけました」

　グレイが任せられていたのは、ミュリエルが寝しん室しつとする予定の部屋である。

　元は高等将官専用の部屋だったらしいが、さっき覗のぞいたときは床ゆかも壁かべも家具も半ば風化したような状態で、砂すな埃ぼこりに埋うめ尽つくされていた。

　だが、グレイの掃そう除じが終わった今は違ちがった。

「ほう」

「うぉ……」

　扉とびらから部屋の内部を覗のぞき込こみ、俺おれとミュリエルは驚きよう嘆たんの声を漏もらした。

　床ゆかと壁かべはおろか、天てん井じようまでピカピカに磨みがかれ、窓には両開きの木き扉とびらが嵌はめこまれている。

　ちょっとした掃そう除じどころではない。今すぐにでも人が住める状態だった。

「本当は加か湿しつも兼かねて観葉植物が欲ほしかったんですが、こればっかりは即そつ興きようじゃどうにもならないですからね。窓の木き扉とびらは壊こわれてた家具から板材を剝はがして作れましたけど。もう少し待ってもらえたら、他の部屋のボロ家具を組み合わせて棚たなとかベッドも用意しますよ」

　正直いうと、こいつが初めて魔ま法ほうを使ったときと同じくらい驚おどろいた。

　基本的にあらゆることにおいてダメっぽい空気感を漂ただよわせているグレイだが、こんなところで無む駄だな有能っぷりを発揮するとは。今まで吹ふかしてきた大おお仰ぎような自じ称しようの中で、唯ゆい一いつ『スーパー小間使い』だけは噓うそ偽いつわりがなかったらしい。

「じゃあ次は厨ちゆう房ぼうの掃そう除じですかねー。ちゃんと直ったら、私が腕うでを振ふるっちゃいましょうか？　掃そう除じと同じくらい得意なんですよ。あっでも食材がないですね～残念」

　半ば呆あきれ、半ば感心しながら俺おれは呟つぶやく。

「お前、魔ま法ほうよりこっちの方が才能あるんじゃないか……？」

「何を言うんですかアランさん。そりゃあ私は万ばん事じの天才ですけど、魔ま法ほうの才能が一番に決まってるじゃないですか。このスーパー小間使いとしての腕うで前まえは、才能というよりも頑がん張ばって努力で磨みがいたんですよ」

「そこまで頑がん張ばる必要あったのか？」

「そりゃあそうですよ！　だって、一いつ生しよう懸けん命めい働いて学院の人たちの印象よくしてたら、次の入試でちょっと点数をオマケしてくれるかもしれないじゃないですか！　もし落ちても、小間使いとして優ゆう秀しゆうなら翌年も継けい続ぞくで雇やとってくれるでしょうし……！」

　ぺしりとグレイの後頭部にミュリエルの手刀が落ちた。

「雑談とはいいご身分じゃな。妾わらわの家を消し飛ばしてくれおったくせに。しばらく徹てつ底てい的てきに下げ僕ぼくとして扱こき使つかってやるから、便所でも磨みがいてくるがいい」

「あ、あの。ミュリエルさん。その件は置いてですね、やっぱり逃にげません？　今なら【暴ぼう君くん】さんもいないですし」

「たわけが。奴やつなら砦とりでの屋上で見張っておるわ。妾わらわが外に出たら一発で連つれ戻もどされよう。もっとも、参さん謀ぼうとして迎むかえられたのだからわざわざ逃にげるつもりはないがな。はっ」

　グレイの尻しりを蹴けり、部屋の外へと押おしやるミュリエル。

　歯は嚙がみして悔くやしがりながらグレイは「せっかく来てあげたのに！」と舌を出す。

　しかし律りち儀ぎに腕うでまくりして便所の方に向かっていったあたり、妙みようなところで職務忠実である。

「どうじゃ。あの小こ娘むすめは妾わらわが寝ね返がえったと信じたと思うか？」

「さあな。あんたなら自分で読めるだろ」

「ああ。半信半疑といった具合だ。妾わらわの性格を最悪だと憤いきどおりながら、それでも事情があるのではと疑っている。隙すきあらば助けようという姿勢にも変わりはない」

　ミュリエルが窓の木き扉とびらを開ける。殺風景な荒こう野やから、室内へと乾かわいた風が吹ふき込こんでくる。

「本当に愚おろかな小こ娘むすめよ」

　風に髪かみを靡なびかせながらミュリエルがため息をつく。

「アランよ。提案なのじゃが、妾わらわと同じく貴様もこちらに寝ね返がえるつもりはないか？」

「はあ？」

「無論、貴様がグレイ・フラーブの信しん奉ぽう者しやだということはよく知っている。その上で頼たのみたい」

　ミュリエルが窓の外に手を伸のばし、合図のように指を弾はじいた。

　すると、宙を舞まって【暴ぼう君くん】が窓から部屋へと入ってきた。俺おれは焦あせって後ずさるが、向こうの表情にすぐ違い和わを見つけた。さっきまでの嫌いや味みな余よ裕ゆう顔がおと違ちがい、神しん妙みようさすら漂ただよう深刻な表情だったのだ。

「ミュリエル嬢じよう。彼かれに話は通じたかな？」

「いいや。今から説得するとこだ。貴様も事情を話してやれ」

　脅おどされての協力関係には見えない。なんせ【暴ぼう君くん】を貴様呼ばわりだ。

「妾わらわが村を去る直前、この優やさ男おとこのことを『そう悪い奴やつではない』と評したのは覚えているな？」

「……ああ」

　教えてやる、とミュリエルが俺おれに向く。

「こいつの真意は、まさしく世界を滅めつ亡ぼうから救うことだ」
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「ヴァリアに出現した首無の巨きよ人じん。あれは魔ま獣じゆうという。もっとも、単に僕ぼくがそう呼んでいるというだけのことだけどね」

　ミュリエルの話を継つぎ、【暴ぼう君くん】が語り始めた。

「正体は不明。個体の形状や大きさも安定しない。周囲の魔ま力りよくを『吸収』し、吸うだけ吸ったらすべてを『放出』して爆ばく弾だんのように辺り一帯を消し飛ばす。もしヴァリアに現れた個体が退治されなかったら、あの街は住民ごと壊かい滅めつしていたはずだ」

　現状倒たおす手段は一つ、と【暴ぼう君くん】は指を立てる。

「奴やつらの『吸収』能力を上回る規模の魔ま力りよく飽ほう和わ攻こう撃げきを仕し掛かけることだけ。それだけの威い力りよくが出せる人間は世界中探してもそういない。現状では僕ぼくとグレイ嬢じようだけだと思う」

「お前も？」

「気付いてるだろうけど、僕ぼくの魔ま法ほうは奴やつらの『吸収』『放出』とほとんど同じなんだ。そのせいかは分からないが、不思議と連中の出現に鼻が利きいてね。以前から先回りしてずっと奴やつらを処分し続けてきた」

　しかし、もう限界が近いと【暴ぼう君くん】は続けた。

「数年前までは、年に数体出れば多い方だった。だけど頻ひん度どがどんどん上がっていっている。今では十日に一度はどこかで出現する。これからもっと増えていくかもしれない。一体で数十万人を殺せる怪かい物ぶつがね」

　それがどれだけの脅きよう威いかは、俺おれにも容易に理解できた。

「世界を滅めつ亡ぼうから救うっていうのは……その魔ま獣じゆうを倒たおすってことか？」

「少し違ちがうかな。次から次に出てくる魔ま獣じゆうを逐ちく一いち倒たおしても、焼け石に水でしかない。やがて処理が追いつかなくなる。そもそも出現しないように根絶するしか道はない」

「どうやって」

「僕ぼくにも見当が付かなかった。だから、千里眼の占うらない師しとして評判だったミュリエル嬢じようを訪ねた。ヴァリアでの出現個体に対処が間に合わず、僕ぼくもかなり追おい詰つめられていたからね」

　ミュリエルが腕うで組ぐみをして【暴ぼう君くん】に咎とがめる視線を送る。

「そんで悪あく趣しゆ味みなことに、妾わらわたちの話を盗ぬすみ聞ぎきしてくれおったらしい」

「それについては謝あやまろう。君がただの詐さ欺ぎ師しか本物の占うらない師しか、念のため事前に確かく認にんしておきたかったんだ」

「ま、結果的に妾わらわは詐さ欺ぎ師しだったわけじゃが、それでもこやつは天てん啓けいを得た。『魔ま法ほうを失った未来』から来た者の存在を知ってな」

　天てん啓けい。どういうことか意図が摑つかめず当とう惑わくする俺おれに、ミュリエルは指を突つきつけた。

「鈍にぶい。魔ま獣じゆうの正体がなんであれ、あれはどう見ても魔ま法ほう由来の産物じゃろう。世界に魔ま力りよくがなけりゃ存在できん。貴様のいた時代に魔ま獣じゆうはいたか？」

　理解とともに俺おれは目を見開く。自然に魔ま力りよくが枯こ渇かつすることはないとグレイは言っていた。となると、まさか魔ま法ほうの喪そう失しつは、魔ま獣じゆうを消すため人じん為い的てきにもたらされたものだというのか。

「荒あら療りよう治じではあるけどね。君のいた未来では、おそらくそういう解決を経へたんだろう」

「……そうか。あの黒い霧きりで、世界中から魔ま力りよくを吸すい尽つくすつもりなんだな？」

　俺おれは警けい戒かいに身を構える。この砦とりでの膨ぼう大だいな呪のろいはあの霧きりによって『吸収』し尽つくされたという。ヴァリアでも猛もう威いを奮ったあの力を思えば、あながち不可能とも思えない。

　しかし【暴ぼう君くん】からは否定の言葉が返ってきた。

「いや、それは無理だ。吸える量には上限もあるし、『吸収』したからといって魔ま力りよくが消えるわけじゃない。あくまで僕ぼくの身に蓄ちく積せきされるだけで、世界全体での魔ま力りよく総量は常に一定のままだ」

「じゃあ、どんな手を使うつもりだ？」

「困ったことに、具体的な策はまだ何もない。なんせ世界の在り方を一変させる大仕事だからね。世界中のありとあらゆる魔ま術じゆつ師しが血ち眼まなこになって手段を探して、ようやく方法が見つかるかどうかの話だと思う」

　少なくとも、今すぐ強きよう硬こう手段に出るつもりではないようだった。態度にも噓うそ偽いつわりの気配はなさそうだが、それでもまだ若じやつ干かんの違い和わ感かんは拭ぬぐえない。

「そういうことなら、なんでもっと早く話さなかった？　それだけ重大な話なら、あちこちに警告して広めておくべきだっただろう。魔ま獣じゆうってヤバい奴やつがいるんだって」

　魔ま獣じゆうの根絶のために多くの知ち恵えが必要だというならなおさらだ。魔ま法ほうごと消しよう滅めつさせるという手法には賛成しかねるが、世界的に危機が共有されればもっといい手も見つかるかもしれない。だというのに、それをしないというのは妙みようだった。

「もう十年以上も昔になるかな」

　静かに【暴ぼう君くん】は頷うなずいた。

「ある村が一晩で跡あと形かたもなく消失した。ただ一人生き残った少年は、救助された後に目もく撃げきしたすべてをありのままに話した。『黒い怪かい物ぶつが村のすべてを消し飛ばした』とね。だけど──」

　彼かれが諦てい念ねん混じりに瞑めい目もくする。

「村の跡あと地ちから検出された魔ま力りよくは、生き残った少年のものと一いつ致ちした。村の消失は、少年の魔ま法ほうの暴走によるものだとみなされた。言ったろう。僕ぼくの能力は奴やつらと同質なんだ。そんな人間を誰だれが信用すると思うかい」

「……その後、どうしたんだ？」

「逃にげたよ。今も村を滅ほろぼした凶きよう悪あく犯はんとしてお尋たずね者もの扱あつかいかもしれない」

　俺おれはしばし押おし黙だまった。それから、苛いら立だち混じりに頭を搔かく。

　──この時代に来てから何度も経験したことだが、まさか【暴ぼう君くん】までこの始末とは。

「ったく、またこういう流れか。つまりお前が歴史上で【暴ぼう君くん】なんて呼ばれるハメになってるのは、その能力のせいで魔ま獣じゆうの親玉とか誤解されたせいなんだな？　ったく……本当にどの伝承もアテになりゃしねえ」

　そういうことなら「寝ね返がえるつもりはないか？」と誘さそってきたミュリエルの意図も理解できる。

「要するに。俺おれとグレイがお前に代わって、魔ま獣じゆうとかいうやつの危険性を説き回ってくればいいんだな？　そういうことなら協力するさ」

「三十点じゃな。いささか発想が吞のん気きに過ぎる」

「あん？」

　ところが予想外なことに、俺おれの言葉に対してミュリエルは首を振ふってきた。

「よいか。世界が危ないなどと口先だけで言われて真に受けてくれる奴やつなどまずおらん」

「ヴァリアの事件を引き合いに出せばいい。あれが魔ま獣じゆうの仕業だって伝えれば──」

「あの件で一人でも死者は出たか？」

　すかさず返してきたミュリエルが腕うでを組む。

「それが現実じゃ。ヴァリアで目まの当あたりにした当事者はこの上なく脅きよう威いと感じたろうが、客観的には大した事件ではない。どこの国の偉えらいさんも、現状では様子見の姿勢を崩くずすまいよ」

「それも連中の厄やつ介かいなところでね」

　困ったように【暴ぼう君くん】が肩かたを落とす。

「吸すい込こんだ魔ま力りよくを爆ばく弾だんのように『放出』する前に倒たおしてしまえば、被ひ害がいはほとんど出さずに済む。無事に倒たおせている間は、脅きよう威い度どを過小評価されやすいんだ。あるいは、グレイ嬢じようがヴァリアに出た個体を仕し留とめ損そこなっていたら、危険性をより周知できたかもしれないけどね」

「……グレイが余計な真ま似ねをしたとでも言いたいのか？」

「さすがにそこまでは言わないよ。犠ぎ牲せいがあまりにも大きすぎる」

　弁明するように手が振ふられる。

「だけど、もし。都市壊かい滅めつより少数の犠ぎ牲せいで済むとしたら、君は容よう認にんするかい？」

「は？」

　唐とう突とつな問いかけに俺おれは当とう惑わくする。

「たとえば、一体の魔ま獣じゆうが出現したとする。そいつは甚大な被害をもたらして脅威を存分に周知させるが、都市を壊滅まではさせない。ある程度の犠牲を出したら去っていく。そんな都合のいい個体が出現したら、一挙に状じよう況きようが好転するとは思わないかい？」

　何を言っているのかよく分からない。

「仮定の話をしてもしょうがないだろ」

「そいつがいたら、君たちはずいぶん動きやすくなる。共通の脅きよう威いが認にん識しきされていれば各地での協力も、仲間も集めやすい。事実として、君の知る英えい雄ゆう【迅じん剣けん】と【百ひやつ器き夜や行こう】も、故郷の国が滅ほろぼされたから仲間に加わったんだろう」

「そりゃまあ、そうかもしれないが……そんな都合のいい敵がいるわけ」

　不ふ穏おんな空気を感じて、俺おれは途と中ちゆうで言葉を止めた。

　まだ、これまでの説明の中で一つだけ解決していない疑問がある。決して忘れていたわけではない。しかし、心のどこかで【暴ぼう君くん】との敵対を避さけたいと願うあまり、追つい及きゆうを後回しにしていたように思う。

　それを今、確かめておかねばならない気がした。

「……一つ、聞いていいか」

「なんだい」

「あんたは、どうしてグレイの杖つえを壊こわした？」

　お尋たずね者もの扱あつかいでどうせ誰だれにも信用されない。そんな諦てい念ねんを抱かかえていたとしても、あの場でわざわざ明確な敵対行動を取る必要などなかったはずだ。




「僕ぼくがその敵になろうとすれば──必ずグレイ嬢じようは邪じや魔まをするからだよ」
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　決然とした面おも持もちで【暴ぼう君くん】が告げた。

「本当はここまで話すつもりはなかった。杖つえさえ壊こわせば、君たちに当面の勝算はなくなる。大人しく歴史を辿たどって動いてくれるものと踏ふんでいた」

「しかし予想以上に貴様らが馬ば鹿かじゃった。勝算もなしにノコノコ来おってからに」

　ミュリエルが俺おれの眉み間けんに向けて指を立てる。

「寝ね返がえれといったのは、そういうことじゃ。この優やさ男おとこが悪役として動くのを酌くんで、貴様らは対たい抗こう勢力のまとめ役として的確に動け。これ以上、無む駄だな行動をするな。そうすれば手っ取り早く世界中が結けつ託たくできよう」

「……グレイはそんな提案受け付けないぞ」

　あのカッコつけたがりが、『少数の犠ぎ牲せいを容よう認にんする』なんて方策を承知するとは思えない。あいつは『この天才が誰だれか一人でも見殺しにすると思いますか？』と豪ごう語ごする奴やつだ。特に何の代案もなく。

「だからこうして貴様だけに話している。貴様なら必要性を理解して、上う手まくあの小こ娘むすめを誘ゆう導どうしてくれると思ったのでな」

「なんで、そう思う」

「綺き麗れい事ごとばかりで世が回らんということを、貴様はよく知っているじゃろう」

　腹が減って盗ぬすみを働いたこともあれば、取とり締しまり官かんから逃にげるために同業者を囮おとりにしたこともある。俺おれのこれまでの生き様を、ミュリエルはすっかり承知していた。

「だとしても……そんな作戦が上う手まくいくのか？　本当の敵は魔ま獣じゆうなんだろう？　お前が黒幕だなんて騙かたったら、かえって魔ま獣じゆうの方が見過ごされちまうんじゃないのか？」

「そうだね。だから僕ぼくはグレイ嬢じように敗れて、早めに退場するつもりだ」

　悲痛さの欠片かけらもなく【暴ぼう君くん】は言った。

「そして、死しに際ぎわにこう遺のこすつもりだ。『この世に我わが呪のろいあれ』とね。最さい凶きよう最さい悪あくの魔ま術じゆつ師しが遺のこした呪のろい──魔ま獣じゆうはそう認にん識しきされる。たった一人で世界を蹂じゆう躙りんした男と同じ魔ま法ほうを扱あつかう化物が、際限なく無数に湧わいてくる。そんな状じよう況きようなら、世界はどんな手を使ってでも奴やつらを消そうと試みるはずだ。たとえ魔ま法ほうを喪うしなうことになろうとも」

「……」

　俺おれは何も答えることができない。

「もうじき僕ぼくらはここを発たつ。もともと、砦とりでの呪のろいを『吸収』して魔ま力りよくを補給するためだけに寄ったんだ。これ以上ここに留まる理由はない。後のことは──グレイ嬢じようの誘ゆう導どうは頼たのんだよ」

「……俺おれはその作戦に乗るなんて言ってないぞ。もし俺おれがそのままグレイに事情を伝えたらどうする」

「伝えても彼かの女じよを苦しめるだけだよ」

　諭さとすような口調だった。

「僕ぼくがこれから多くの命を奪うばうことは紛まぎれもない事実だ。そうなれば当然、グレイ嬢じようは僕ぼくを討うちに来なければならない。僕ぼくに勝てるのは彼かの女じよだけだ。僕ぼくの真意を伝えた上で、彼かの女じよに僕ぼくを殺させるのかい？」

　俺おれは言葉の無む為いを悟さとった。既すでにこいつは覚かく悟ごを決めている。俺おれが協力を受けようと拒こばもうと、決意を揺ゆるがすことはないのだろう。

「どうしてだ」

　止める代わりに尋たずねる。

「そこまでやる理由はなんだ。汚お名めいを被かぶって手を汚よごして、それで最後には殺されるんだぞ。お前に何の得がある」

　俺おれには理解ができなかった。

　たとえ計画通りに事が運んで世界が滅めつ亡ぼうから救われても、【暴ぼう君くん】には何も救いがない。世界最悪の魔ま術じゆつ師しとして歴史に残り、多くに恨うらまれこそすれ、誰だれに感謝されることもない。

　そんなクソな運命に殉じゆんじる馬ば鹿かがどこにいる。

　理解できなかった。そこまでの無益な自じ己こ犠ぎ牲せいを払はらう理由がどこにあるというのか。

「毎日のように悪夢を見るんだ。奴やつらに故郷を滅ほろぼされた日からずっと」

　と、そこで【暴ぼう君くん】が悲しげに言った。

「誰だれ一人ひとりいない荒こう涼りようとした世界で、僕ぼくだけが生き残っている。そして大量の魔ま獣じゆうどもが、僕ぼくに向かって跪ひざまずいている。まるで奴やつらの王に忠誠を示すかのように」

　言葉には、抑おさえようのない嫌けん悪おが滲にじんでいた。

「理由なんて、その悪夢が現実にならないだけで十分だ。だから何の同情も憐れん憫びんも要いらない。これはあくまで僕ぼくのエゴだ。世界を救うだなんておこがましいことは言わない。僕ぼくは、僕ぼくの自己満足のためだけに多くを殺す。世界に仇あだなす魔ま獣じゆうどもの王【暴ぼう君くん】として」

　俺おれは俯うつむいた。なぜか自然と笑いが零こぼれる。

「いや……俺おれは、エゴとは思わない。誰だれがどう言おうと、あんたは立派な英えい雄ゆうだ」

「そうかい。だったら、僕ぼくらに協力して──」

　そこで俺おれは不意打ち気味に拳こぶしを振ふるった。

　しかし【暴ぼう君くん】の顎あごを狙ねらった横からの一いち撃げきは、あえなく指一本で止められていた。どうせ効かないとは思ったが、簡単に止められ過ぎて笑える。

「僻ひがみ根性で悪いけどな、俺おれはそういうご立派な英えい雄ゆうサマが大だいっ嫌きらいなんだ。見てるだけで、自分が惨みじめになっちまう」

「……どういうつもりだい？」

「どうもこうも、俺おれは世界が滅ほろびようがどうだっていいんだよ」

　ミュリエルの言う通り、俺おれは誰だれが犠ぎ牲せいになろうと感傷を覚えるような神経は持ち合わせていない。だから世界の行く末なんてどうでもいい。正義じみた目的のために、つまらない茶番劇に延々と付き合ってやるなんてありえない。

　そんな結末の知れた物語なんかよりも。

　俺おれは、あのみっともない小こ娘むすめが、それでも見事に世界を救ってみせるところが見たいのだ。

　その必死な背中が「俺おれにも何かできるかもしれない」と思わせてくれるから。




　──俺おれはグレイ・フラーブの勇姿を見届けるためにここにいる。




「おいグレイ！　いつまで便所掃そう除じやってる！　今すぐこっち来い！」

　叫さけんだ次の瞬しゆん間かん、俺おれの身は扉とびらを破って部屋の外へと叩たたき出だされた。殴なぐられたわけでも蹴けられたわけでもない。ただ【暴ぼう君くん】に指を向けられただけで凄すさまじい衝しよう撃げきが走ったのだ。

「少しは賢さかしいかと思ったが、こっちも馬ば鹿かじゃったか」

「どうするミュリエル嬢じよう」

「こうなりゃ放ほっといて出発するしかあるまい。どうせ杖つえなしのこいつらでは妾わらわたちを追ってこれん……」

　そう言って窓の外を示したミュリエルだったが、いきなり目を見開いてこちらを振ふり向むいた。

　たった今、俺おれが考えていたことを読んだらしい。

「まずい。優やさ男おとこ、『吸収』だ。アランの魔ま力りよくを吸すい尽つくせ！」

「ミュリエル嬢じよう？」

「急げ！」

【暴ぼう君くん】の掌てのひらから魔ま力りよくを吸すい尽つくす黒い霧きりが放たれる。未いまだ壁かべに背をついたままの俺おれは逃にげるべくもなかったが、

「アランさん！」

　突とつ如じよとして光の障しよう壁へきが出現した。

　俺おれの身だけを的確に包つつみ込こみ、黒くろ霧ぎりに魔ま力りよくを吸われるのを阻はばんでくれている。

　見ればグレイが、手を正面に翳かざしながら通路をこちらに駆かけ寄よってきていた。

　この光景を目まの当あたりにして、【暴ぼう君くん】が初めて目を鋭するどくする。

「どういうことだい？　杖つえがなければグレイ嬢じようはまともに魔ま法ほうを使えないはずだろう？」

「しくじった。妾わらわとしたことが、とんだ読よみ違ちがいだった」

　俺おれが理解したのは、ごく単純な事実だった。

　未来の世界で杖つえを拾ったときに聞こえた、グレイとは別の声。何と言っていたか判然はせずとも、俺おれにとって馴な染じみ深ぶかく響ひびいた声。

　あの声はこう言っていた。

　──お前の望むものを見せてやる、と。

　俺自身の声で。

　杖つえなんて目印に過ぎなかった。あの杖つえは正しよう真しん正しよう銘めい、ただの木の枝に過ぎなかったのだから。

　この時代に俺おれを呼んだのは、他ならぬ俺おれ自じ身しんの力だ。

　最初にグレイが河原で振ふったとき、何の効果もなかったのがその証左だ。本当に効果が発揮されたのは。巨きよ人じんを撃げき退たいしたとき。

　俺おれがグレイを本物の英えい雄ゆうだと信じたときだ。

「グレイ。あいつらはいい奴やつだ」

　服をはたいて立ち上がりながら、俺おれは駆かけつけてきたグレイに告げる。

「詳くわしい事情は後で話す。今は全力であいつらを止め──」

「うっしゃあっ！　魔ま法ほうが使えりゃこっちのもん！　喰くらえうらぁっ！」

　俺おれの話を聞いてか聞かずか、最初っから戦意全開だったグレイは【暴ぼう君くん】に向けて宙に拳こぶしを振ふるった。パンチの延長かのように光こう弾だんが飛び、【暴ぼう君くん】はそれを掌てのひらで受け止め、

「っ！」

　触ふれると同時に血相を変えた。歯を食いしばる様子を見せ、掌てのひらから紫むらさき色いろの魔ま力りよくを噴ふん出しゆつして強ごう引いんに光こう弾だんを握にぎり潰つぶす。

　しかし、その防ぼう御ぎよを終えた彼かれの手は僅わずかに火傷やけどでダメージを負っていた。

　当然だ。グレイの真の力の前には、歴史の修正力だろうと何だろうと関係ない。どんな敵にも負けてはならず、どんな障害にも挫くじけてはならない。

　そうでなくてはならない。

「ふざけた魔ま法ほうの使い手もいたものよ」

　俺おれとグレイ、【暴ぼう君くん】とミュリエルがそれぞれ対たい峙じして睨にらみ合あう。

「あの杖つえの能力の正体は、そやつが無意識に使っていた魔ま法ほうだ。歴史の修正力と同種の四階級・因果魔ま法ほう。その効力は──【グレイ・フラーブの活かつ躍やくを見届ける】こと」




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　強い魔ま力りよくを浴びれば、魔ま術じゆつ師しとしての覚かく醒せいを促うながされる。

　それはグレイが学院に小間使いとして居い座すわっていた理由の一つだ。




　時間移動という理外の現象に、どれだけ莫ばく大だいな魔ま力りよくが用いられたことか。その対象となった俺おれに、何かしらの魔ま法ほうが宿るのも不思議なことではない。

「え～。ちょっとちょっとどういうことですかぁ～？　アランさんも魔ま術じゆつ師しだったんですかぁ？　っていうか、それより何ですかその気持ち悪い魔ま法ほう～。どれだけ私のことが大好きだったらそんな魔ま法ほうが使えちゃうんですかやだ～」

　戦いを前に、場ば違ちがいな挑ちよう発はつを見せてくるグレイ。ふざけた面をこちらに向け、からかうように俺おれの額を指で突ついてくる。

「馬ば鹿か！　こっち向いてる暇ひまがあるか！」

「その通りだよ。敵に背中を向けるとはね」

　瞬しゆん間かん、視界すべてが爆ばく炎えんに包まれた。

　天てん井じようも壁かべも床ゆかも、見み渡わたす限りの砦とりでのすべてが砕くだけて地に崩くずれ落おちていく。【暴ぼう君くん】の放った攻こう撃げきが砦とりでの一角もろとも俺おれとグレイを吞のみ込こんだのだ。

「は！　背中向けてる暇ひまなんてありありのありですよ！　今の私に敵はいません！」

　しかし、俺おれとグレイは無事だった。空飛ぶ光球に包まれ、崩くずれゆく瓦が礫れきをよそに平然と宙に浮ういている。しかもグレイは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、相手に背を向け腕うで組ぐみをしている。

　煙けむりの向こうから現れた【暴ぼう君くん】とミュリエルは、グレイと同じく魔ま力りよくらしき球体に包まれて浮うかび、完全に警けい戒かいの表情となっている。

「ミュリエル嬢じよう。その妙みような魔ま法ほうは……単に『特定人物を見る』というものではないのかい？」

「そんな望遠とは桁けたが違ちがう。因果魔ま法ほうの本質は事象の捻ねじ曲まげ。【グレイに活かつ躍やくさせるため】【それを自分が見届けるため】なら、たとえ時間移動だろうと可能にするトンデモだ。見てのとおり、その影えい響きよう下かではあの無能な小こ娘むすめが『理想の英えい雄ゆう』らしく完かん璧ぺきに魔ま法ほうを制せい御ぎよできている」

　そして、最たる効力はそのいずれをも凌しのぐ。

「優やさ男おとこよ。貴様がダメージを負わされたのもそのせいだ。お膳ぜん立だてされたグレイの英えい雄ゆう譚たんを見ることを奴やつは望んでいない。グレイが歴史を変える活かつ躍やくをすることを望んでいる。その幼よう稚ちな願望が、歴史の修正力をも中和してくれおった」

「……場合によっては、僕ぼくの負けもありうるということかな？」

「そうならんことを期待しているぞ」

　ミュリエルが見物とばかりに身を引くと、空気が変わった。身が痺しびれるほどの殺気が大気を満たし、俺おれとグレイが僅わずかに竦すくむ。

　その隙すきに【暴ぼう君くん】が先手を取った。

　小細工はない。魔ま力りよくを真っ向から放っただけの巨きよ大だいな砲ほう撃げきだ。それが回かい避ひ不能な速度で、俺おれとグレイの入った光球に衝しよう突とつした。

「まぁた無む駄だな真ま似ねを！　そんなのいくらだって……」

　ぴしり、と。

　鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを誇ほこっていた光球にあっけなくヒビが入った。日は空の頂点に昇のぼっている。最大限の光量で防ぼう御ぎよしてもなお足りていない。

「う、うぉおあぁあっ!?」

　ヘッポコな悲鳴を上げてグレイが光球を魔ま力りよく砲ほうの奔ほん流りゆうから離り脱だつさせようとした。だが、球はその場から微び動どうだにしない。【暴ぼう君くん】の放った魔ま力りよく砲ほうが軌き道どうを曲げ、大だい蛇じやのようにとぐろを巻いて光球をその場に押おし留とどめていた。威い力りよくも技術も、今のグレイを遥はるかに凌しのいでいる。

　修復すら間に合わない。全方位からの圧力で、光球はヒビに覆おおい尽つくされていく。

「ままま、待った！　いいんですか!?　これ以上は私も手加減してあげられませんよ!?　今すぐ降参した方が得策だと思いますけどね！　さもないと本気出しますよ！」

　鼻の穴を拡ひろげてグレイが叫さけぶ。説得力の欠片かけらもない脅おどし文句。向こうは聞く耳を持つ様子もない。当たり前だ。こんな見え見えの虚きよ勢せいに騙だまされる奴やつなどいない。

　たった一人を除いて。

「勝てるんだな」

「へっ」

「本気出せば、あいつらなんか余よ裕ゆうでぶっ飛ばせるんだな？」

「そ、そりゃあ余よ裕ゆうですよ。でも瞬しゆん殺さつするのも可哀かわい想そうだから付き合ってあげ……ぐぐぬっ！」

　いつもの調子で劣れつ勢せいを認めないグレイだが、途と中ちゆうで顔を真っ赤にして息を詰つめた。

　満まん身しん創そう痍いと思おぼしきグレイの背を、俺おれはぐっと掌てのひらで支える。

「なら、胸張れ。格下相手にオロオロするな。お前は世界最強なんだろ」

　見み栄えっ張ぱりの噓うそだということは重々承知している。

　それでもいい。強がれ、己おのれを誇ほこれ、大だい胆たん不ふ敵てきに笑え、そして勝て。どこまでも噓うそを貫つらぬき通とおせ。

　俺おれは、そんな陳ちん腐ぷな噓うそが現実になっていくところを見たい。

　目を閉じる。瞼まぶたの裏に浮うかべるのは、無敵の英えい雄ゆうの背中。どんなときも諦あきらめず、あらゆる苦難から華か麗れいに人々を救う。グレイ自身が『そうありたい』と願うであろう理想の姿。

「──噓うそじゃねえとこ、見せてやれ」

　俺おれの身に巡めぐる魔ま力りよくが、自然と言葉を紡つむがせた。

　目を開く。視界に飛とび込こんでくるのは、懸けん命めいに踏ふん張ばるちっぽけな背中だ。理想のイメージとは程ほど遠とおい。それでも、俺おれの目にだけは確かに、理想と現実の光景が重なって見える。

　幻げん視しした無敵の英えい雄ゆうが笑う。その像と重なるかのように、グレイが笑う。

「だ、れ、がぁっ！」

　瞬しゆん間かん、変化が起きた。限界が近かったグレイの光球から光が溢あふれ出だし、周囲を覆おおう魔ま力りよく砲ほうの渦うずを消し飛ばしたのだ。

「噓うそなんてつくもんですか！　噓うそつくのはもう飽あき飽あきなんですから！」

　間かん髪はつ入いれずに次の攻こう撃げきが迫せまる。グレイの光球を嚙かみ砕くだかんと、【暴ぼう君くん】の放つ魔ま力りよくが巨きよ大だいな獣けものの咢あぎとを象かたどる。

　甘あまい。そんな攻こう撃げきくらいで、

「この私を仕留められると思ったら、大おお間ま違ちがいですよ！」

　杖つえの代わりにグレイが右みぎ腕うでを大きく振ふり下おろした。天から光柱が降り注ぎ、獣けものの咢あぎとを脳天から射うち抜ぬく。

「はっ！　どう足あ搔がいてもそっちに勝ち目はないんですから、さっさと降参……──」

　急速にグレイの声が遠ざかり、俺おれの視界がぐらりと歪ゆがんだ。天地が逆さまになったように平へい衡こう感覚が狂くるい、猛もう烈れつな頭痛に頭を押おさえる。

　だが、戦せん況きようから目を逸そらすわけにはいかない。己おのれの額を殴なぐり付つけ、意識に活かつを入れて強ごう引いんに視線を上げる。

　次に飛来したのは、楔くさびのような形をした無数の魔ま力りよく弾だんだ。貫かん通つう力りよくを高めるためか、一つ一つが高速で回転している。

　俺おれの瞳ひとみが、まったく異なる二つの戦況を同時に捉とらえる。




　一つは、無数の楔くさびがグレイの光球に突つき刺ささり、穿うがち抜ぬこうとしている光景。

　もう一つは、小こ技わざをものともせず、グレイが一いつ閃せんですべての魔ま力りよく弾だんを消しよう滅めつさせている光景。




　その相反する二つの光景が、俺おれの視界の中で重なり合って展開される。

　どちらが現実かなど、考えるまでもなかった。現に、楔くさびが刺ささったせいで光球を容易に修復できず、慌あわてふためきまくっているグレイの声も聞こえる。

　俺おれは再び、グレイの背中に両目の焦しよう点てんを合わせた。

　理想と現実が混じりあう。俺おれが見んとする光景を実現させるため、この世のあらゆる理が歪ゆがめられていく。

「こんな、小こ技わざごときぃっ！」

　果たして理想は現実を塗ぬり替かえる。グレイのヤケクソじみた掛かけ声ごえとともに光こう爆ばくが炸さく裂れつし、視界一面の魔ま力りよく弾だんを一いち撃げきで蒸発させた。

　だが、またしても俺おれの身を強きよう烈れつな不快感が襲おそい、こみ上げた胃液が喉のどまでを焼いた。

「なるほど。やはり、相応の反動はあるようだね」

　見み透すかしたように【暴ぼう君くん】が俺おれを見み据すえた。

「グレイ嬢じようが身みの丈たけに合わない力を発揮するたび、アラン君にそのしわ寄せが押おし付つけられる。その様子だと、魔ま力りよくの消しよう耗もうだけじゃなく、肉体の方にもかなり負担があると見た」

　動どう揺ようを誘さそうように言葉は続く。

「ここでやめておくのが賢けん明めいだよグレイ嬢じよう。それ以上の無理をしては、杖つえだけでなく彼かれも壊こわしてしまうことになるかもしれない。君もその力がおかしいとはもう分かっているだろう？」

「グレイ」

　耳を貸すな、そう言いかけたが、それより先にグレイが言葉を遮さえぎった。

「はてさて？　一体全体、何の話ですか？　これこそ私の真の力ですよ。そんなデタラメで脅おどしてくるなんて、よほど追おい詰つめられているんですね」

「本気で言っているのかい？」

「ええ、まったく本気も本気です。でも、もし仮に、あなたの言うことが本当だとしても」

　グレイが堂々と腕うでを組んで【暴ぼう君くん】とミュリエルに相対した。俺おれを振ふり返かえる気配など微み塵じんも見せずに。

「他人が命いのち懸がけの意地っ張りしてるときに、気ぃなんて使うのは野や暮ぼってもんでしょう！」

　勝利宣言のようにグレイが右みぎ拳こぶしを天高く掲かかげる。

「あと一分で決めます！」

　それは、あと一分は死んでも耐たえろという合図だ。上等だと呟つぶやいて、俺おれは血けつ痰たん混じりの笑えみとともにグレイの雄ゆう姿しを瞳ひとみに映す。




「遍あまねく光よ、我わが槍やりとなれ。必殺──天てん蓋がい落おとし」




　決意を秘めた静かな咆ほう哮こうとともに、空が落ちた。

　晴天に満ちていた陽光のすべてが、攻こう撃げき力りよくを帯びた瀑ばく布ふとなって見み渡わたす限りの大地に降り注いだのだ。白銀の破は壊かい光こうが空一面を埋うめ尽つくす光景は、天の裁きを思わせる。堅けん牢ろうなアルガン砦とりですら、光線を浴びただけで溶とけるように消えていく。

「夜も寝ねずに考えた我わが奥おう義ぎ！　いざ喰くらえっ！」

　逃にげ場ばはない。荒こう野やの地平の先までを埋うめ尽つくす莫ばく大だいな攻こう撃げき範はん囲いだ。【暴ぼう君くん】とミュリエルの光球は光の瀑ばく布ふに吞のまれ、地に落ちていく。

　しかし、これで容易たやすく終わってくれる相手ではなかった。

「悪いけど、僕ぼくもここで負けるわけにはいかないんだ」

　地上から【暴ぼう君くん】の声が響ひびくと同時、光の瀑ばく布ふを突つき破やぶって、俺おれたちの光球目がけて紫むらさき色いろの魔ま力りよく砲ほうが襲おそってきた。落下してすぐ態勢を整えて放ってきたのだ。

「もちろんこっちも負けませんよ！」

　グレイも動く。『天てん蓋がい落おとし』の膨ぼう大だいな光をすべて収束し、一筋の光条として【暴ぼう君くん】の砲ほう撃げきを迎むかえ撃うった。

　双そう方ほうの攻こう撃げきは空中で衝しよう突とつし、白と紫むらさきの光が互たがいを激しく喰くらい合う。

　光はしばし拮きつ抗こうを続ける。だが、徐じよ々じよにグレイの攻こう撃げきが優勢となって押おし込こみ始める。

　光球ごと近付いて攻こう撃げきを押おし込こむにつれ、地上の【暴ぼう君くん】の顔も見えるようになる。その決死の顔に、余力は感じられない。今にも地に膝ひざをつきそうなほどだ。

　あと一息。

　そう思ったとき、【暴ぼう君くん】の背を支える小さな影かげがあった。

　ミュリエルだ。

「どうした。よもやこの期に及およんで、弱気に流されたのではなかろうな？」

　攻こう撃げきの衝しよう突とつに負けぬほどの声で、ミュリエルが挑ちよう発はつじみた言葉を放った。

「……ミュリエル嬢じよう」

「ここで諦あきらめれば貴様は楽じゃろう。手を汚よごさずともよい。誰だれに恨うらまれることもない」

　じゃが、とミュリエルは続ける。

「その挙句に世界が滅ほろべば、誰だれより悔くやむもまた貴様だぞ。確実に救える道を知りながら、易やすきに流れてそれを棄すてたのだからな」

「……ああ」

「なればこそ、本気で挑いどめ。己おのれにも言い訳をできぬ全力を出せ。その上で──負けるがいい。貴様が【暴ぼう君くん】たろうとすることを、真っ向から実力で完全否定されてこい」

　そこで【暴ぼう君くん】は薄うすく笑った。自じ嘲ちよう的てきなようで、しかし愉ゆ快かいそうに。

「ったく、おかしな奴やつよ。妾わらわに心を読まれて、そこまで嬉うれしそうにするとはな。おかげですっかり調子が狂くるってしまった」

　ミュリエルが【暴ぼう君くん】の肩かたに飛び乗り、激げき励れいするかのように髪かみを搔かき乱みだす。

「なぁに、もし勝ってしまっても心配するな。そのときでも、このミュリエル・ラヴァだけは、貴様の悲ひ愴そうなる勇姿を最さい期ごまで覚えておいてやろうではないか！　殉じゆんずるに不服はあるまい！」

「そのときは泣いてくれるかな？」

　冗じよう談だんめいた口調で【暴ぼう君くん】が問いかける。ミュリエルはとぼけた風に笑い返す。

「は。涙なみだの一つは流してやろう」

「そうかい。では僕ぼくも淑女レデイの涙なみだに応えなければね。全力でやろう。悔くいも未練も言い訳も、何一つ残らないよう全力でやって──」

　目の色が変わる。限界に見えていた【暴ぼう君くん】の手から、さらなる魔ま力りよくが溢あふれ出だす。

「勝ってみせよう！」

　グレイの攻こう撃げきが徐じよ々じよに押おし返かえされていく。

　まずい。

　俺おれはいよいよ限界が近い。魔ま力りよく切ぎれはもちろん、意識を保っているのすら危あやうい。おそらくあと十数秒。それでグレイは無能に逆ぎやく戻もどりしてしまう。割れんばかりの頭痛に歯は嚙がみしつつ、俺おれは懸けん命めいに𠮟しつ咤たを叫さけぶ。

「くそ……！　グレイ！　こんなとこで負けるなよ！」

　しかし、窮きゆう地ちに焦あせる俺おれと違ちがって、グレイはむしろ落ち着いていた。

「大だい丈じよう夫ぶです。負けませんよ」

　光球の中。眼下の【暴ぼう君くん】とミュリエルに向け、グレイは穏おだやかに掌てのひらを翳かざしている。

「アランさん。言ったことありましたっけ。私、ヴァリアに出てくる前に一度だけ魔ま法ほうを使えたことがあったんです」

　河原で流木をへし折ったとき「一度だけ腕わん力りよく強化に成功したことがある」と言っていた。

　だが、今この状じよう況きようでその話がどうしたというのか。

「故郷で山道を歩いてたとき、家族の上に降ってきた落石を殴なぐり砕くだいたんです。まあ、そんなに大きい石でもなかったですけど……とにかく、そのときに一度成功したんです」

　二度目の成功は、とグレイは繫つなげる。

「あの黒い巨きよ人じんから、アランさんを逃にがそうとしたときです。あのときも自然に魔ま法ほうが使えました。要するにですね──私は誰だれかを倒たおすときよりも、助けるときの方がずっと根こん性じよう入るってことです」

　グレイが拳こぶしを握にぎりしめる。指の間から光が溢あふれ、灰はい髪がみがふわりと舞まい上あがる。

「だから負けませんよ絶対！　なんとなくですけど、あの二人も嫌いやな人じゃないってのは分かりました！　なら、ここで倒たおして私の部下にでもなってもらおうじゃないですか！」

　もはや俺おれの魔ま力りよくは空に近く、理想の英えい雄ゆう像ぞうを視界に捉とらえることも叶かなわない。瞳ひとみに映るのは何の虚きよ飾しよくもない、等身大のグレイの背中だけだ。

　それでも構わない。

　最初に俺おれが魅みせられたのは、その背中なのだから。




「ぶ、ち、ぬ、けぇ───────────────っ!!」




　全ぜん身しん全ぜん霊れい。

　目を焼かんほどの閃せん光こう。グレイの元にありったけの光が集つどい、空が一いつ瞬しゆんだけ日食のごとき暗転を見せる。
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　轟ごう音おん。

　光条が【暴ぼう君くん】の攻こう撃げきを打ち破り、着ちやく弾だんとともに地ち殻かくを津つ波なみのごとく舞まい上あげていく。大地を揺ゆるがす激げき震しんは、世界の果てへも届いたに違ちがいない。

　──そこでついに限界が来た。

　俺おれの魔ま力りよくが底を突つく。グレイもぷっつりと糸が切れたかのように倒たおれていく。俺おれたちを包んでいた光球も維い持じできなくなる。

　勝敗を確かめる暇ひまもなく、俺おれとグレイは地面に落下していった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　そのまま落下死ということにはならなかった。

　撃うち合あいの鍔つば迫ぜり合あいの中で、こちらが押おし込こんで高度が下がっていたことが幸いした。

「……生きてるか？」

「なんとか……」

　どちらも大きな怪け我がは負っていないが、もはや立ち上がることすら危あやうい。鉄の匂においを感じて鼻先を擦こすってみれば、手にべっとりと鼻血がこびりついている。あの眩暈めまいと頭痛を思えば頭の血管が切れてもおかしくなかった。この程度で済んだのは幸運といえるだろう。

　いや、幸運かどうか決めるのはまだ早い。

　──今ので勝てたのか？

　俺おれは這はいつくばったまま【暴ぼう君くん】の方へと視線を向ける。

　そこには、

「まったく大したものだよ」

　未いまだ意識を保ち──しかし、地面に仰あお向むけに倒たおれている【暴ぼう君くん】がいた。

「僕ぼくのすべてを込こめた一いち撃げきだったんだけどね、正面から押おし負まけるとは思わなかった」

「……へへへ。これが私の力です。降参するつもりになりましたか」

　グレイの魔ま法ほうは高こう威い力りよくながらも攻こう撃げき対象を選別できるらしい。ヴァリアで巨きよ人じんを倒たおした砲ほう撃げきも、大規模攻こう撃げきながら街に一いつ切さいの被ひ害がいをもたらさなかった。今回も、対人ダメージは行動不能にする必要最小限に抑おさえたのだろう。

「ああ。僕ぼくの完敗だ」

「っしゃ！」

　浮うかれるグレイの横で、俺おれはふと違い和わ感かんを覚えた。

　一いつ瞬しゆんだけ考え、すぐその正体に気付く。

　ミュリエルがいない。

「おい油断するなグレイ！　敵はまだ」

「気付いたところで手て遅おくれだよ、アラン君」

　地に倒たおれていた【暴ぼう君くん】の身体からだが、下から無造作に持ち上げられる。

　地面に掘ほられた穴から這はい出でてきたのは、ミュリエルだ。

「間かん一いつ髪ぱつのところで僕ぼくが地面を穿うがって、彼かの女じよを逃にげ込こませたのさ。あとは僕ぼくが上から覆おおいかぶされば、君の攻こう撃げきは届かない。人間に対して手加減したのが命取りになったね」

　やられた。

　自身の敗北を悟さとった上で、【暴ぼう君くん】は次の手を打ってきていたのだ。味方であるミュリエルを庇かばい、最後の切り札として残そうと。

「僕ぼくは負けたが、僕ぼくらは負けていない。さあミュリエル嬢じよう、そこの二人を捕とらえてくれ。その間に僕ぼくらはここを発たって──」

　ダメだ。もうこいつらを止める術すべはない。

「嫌いやじゃの」

「ぐふっ」

　どすん、と。

　ミュリエルが【暴ぼう君くん】の背中に勢いよく座すわり込こんだ。いきなり背中に落ちてきた重さに、【暴ぼう君くん】は苦く悶もんの表情を浮うかべる。

「な、なぜだい？　君はこちらの味方になってくれたんじゃ……？」

「妾わらわは単に勝算の高い方に付く主義じゃ。だからさっきまでは、歴史の修正力が味方している貴様に寝ね返がえった。それに従うのが、一番確実な道じゃったからの」

　ミュリエルが仰ぎよう々ぎようしく髪をなびかせる。

「しかし、もう消えた」

「……え？」

「さっきの凄すさまじい衝しよう突とつで貴様が負けたとき、あの力は消え去った。少なくとも、もう妾わらわには感知できん。もはや修正が利きかんくらい歴史が塗ぬり替かえられてしまったんじゃろうな」

　そういうわけじゃ、と呟つぶやいてからミュリエルは【暴ぼう君くん】を足あし蹴げにした。

「妾わらわは勝ち馬に乗る日和ひより見み主義ゆえ、ここからは再び寝ね返がえる。歴史を変えられるくらいの力を持つ連中なら、この先も魔ま獣じゆうくらいどうにかしてくれそうだしの」

　げしげしと面おも白しろそうに【暴ぼう君くん】を蹴けり続けるミュリエル。

「ま、待ってくれミュリエル嬢じよう」

「待たぬ。妾わらわはこう見えて性格が悪いとよく言われる方でのぉ。迂う闊かつにこちらを信用してくれたのが貴様の運の尽つきよ。本当に騙だまそうとする相手には特に巧こう妙みようにやるからな妾わらわは」

　鉱夫たちがミュリエルを心から敬愛していたのを思い出す。なるほど、こういう手口で引ひっ掛かけたというわけか。グレイは「さすがミュリエルさん。味方だって信じてましたよ！」と声せい援えんを送っている。たぶん、おだてて家を吹ふっ飛とばした件をうやむやにする気だ。

「まあ、しかし。妾わらわに頭ん中を覗のぞかれて喜んだ変態はこれまでに貴様だけだ。そこを気に入ったのは本当だぞ」

「それなら手を貸してくれないかな」

「それとこれとは話が別じゃ」

　ミュリエルから裏切られ、【暴ぼう君くん】はとうとう観念したように息を吐はいた。

「だったら、もう行くといい。君たちの旅路が上う手まくいくことを祈いのっているよ」

　その言葉には、突つき放はなした響ひびきがあった。

「……一いつ緒しよに来るつもりは、ないのか？」

「この程度で僕ぼくは方針を変えるつもりはない。敵かたき役やくがいた方が都合がいいというのは事実だ。嫌いやというなら、ここでトドメを刺さしていくんだね」

　もちろん俺おれやグレイにそんな選せん択たく肢しはない。場合によってはそういう手段を選びそうなミュリエルも、【暴ぼう君くん】のことは憎にくからず思っているようだし──

　と、俺おれはあることに気付いて口を開いた。

「なあ、あんた。未来の歴史で『ミュリエルを辱はずかしめて廃はい人じんにした』ってことになってるのは知ってるか？」

「そこのグレイ嬢じようの伝承と同じで、ただの誇こ張ちようだろう。そんな真ま似ねはしないよ」

「いや。さっきのあんたらのやり取りを見る限り、辱はずかしめどころか実は普ふ通つうに仲良くなってたんじゃないかって気がしてな」

「……何が言いたいんだい？」

「つまり辱はずかしめじゃなくて、普ふ通つうに絆ほだされたんじゃないか未来のあんた」

　沈ちん黙もく。

　気まずそうに表情を歪ゆがめた【暴ぼう君くん】に、もう一人の当事者であるミュリエルから追つい撃げきがくる。

「あー、そうだな。心を読んでみたが、この優やさ男おとこ、少しばかり妾わらわに気を持っとるな」

「待ってくれ」

　掌てのひらを広げてくる【暴ぼう君くん】。

「無む駄だな盤ばん外がい戦術はやめよう。そんな話をしたところで何の意味があるんだい？」

「純粋にお前への嫌がらせだよ。もしお前がこの先も意地張って悪党ぶるなら、幼女趣しゆ味みの変態だって世界中に広めて回ってやる」

　ミュリエルは実じつ年ねん齢れいこそ十九だが、通常時は十歳さいばかりの子供の姿である。これに好意を持った時点で人として終わっているのは間ま違ちがいない。

「……その程度の汚お名めいで僕ぼくの決意が揺ゆらぐとでも？」

「お。結構効いとるな。だいぶ迷ったぞこいつ」

「ミュリエル嬢じよう」

　やっぱりそうだ。戦いの最後の最後。折れかけた【暴ぼう君くん】はミュリエルの言葉で闘とう志しを取とり戻もどした。その勇姿を覚えておいてやるという一言で。

　きっとグレイと同じだ。大義や使命感だけではない。どこかでカッコつけたい気持ちがあったから、世界すべてを敵に回して戦えたのだ。人間、誰だれだってそんなものだ。

　なら、そこを徹てつ底てい的てきに貶おとしめてやればいい。

　具体的には、いわれのない最悪な風評を流すことで。

「もしこの先も俺おれたちの邪じや魔まをするなら、お前は未来で『世界を滅ほろぼそうとした幼女趣しゆ味みの悪党』って語かたり継つがれることになる。っていうか、俺おれたちがそう広めまくってやる」

　なんせこちらには歴史を変えるほどの力があるのだ。事実にちょっと反した噂うわさを広げるくらい、たぶん造作もない。

「え？　待ってください。この人って、そういう趣しゆ味みの人だったんですか？　ミュリエルさんを攫さらったのも、本当はそういう理由で……？　うわぁ……」

　そして早くも一人、根も葉もないデマに騙だまされそうになっている馬ば鹿かがいる。よく考えたら、この場で一人だけ状じよう況きようをほとんど理解していなかったのだ。

「どうする。あんたがまだ強ごう情じような態度を取るようなら、グレイにはそういう感じで説明するぞ。取り返しのつかないことになる前に、本当のことを説明してやったらどうだ？」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたかのような渋じゆう面めんで【暴ぼう君くん】は俺おれを睨にらんだ。卑ひ怯きようだぞと言わんばかりに。

「……まさかこんなところで、こんなにダサい負け方をするハメになるとは思わなかった」

　そうして、弱々しく続けた。

「僕ぼくの名はカスパー・ベルツだ。【暴ぼう君くん】を名乗るのは、とりあえず諦あきらめるよ」
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【暴ぼう君くん】を倒たおしたからといって、すべてが終わったわけではない。

　正体不明の魔ま獣じゆうという存在への対策。魔ま法ほうを失わずにそれらを根絶する方法の模も索さく。

　これからやるべきことは山積みだ。

　むしろここからが本番といってもいい。歴史という『確実な』指針をなくした今、ようやく本当のグレイ・フラーブの英えい雄ゆう譚たんが始まるのだ。

　俺おれがまったく知らない、新しい歴史書の一ページ目が──




「いっや～。勝利の美酒は格別ですねぇ！　かんぱーい！」

　グレイがブドウジュースの入ったジョッキを高々と掲かかげて叫さけんだ。

　ここはミュリエルがいた鉱夫村の大衆酒場である。数時間かけて魔ま力りよく切ぎれの状態から立ち直った俺おれたちは、日暮れ前になんとかこの街まで辿たどり着つくことができたのだ。

「さすがだぜ嬢じようちゃんっ！　本当にあの砦とりでから長老を連つれ戻もどしてくれるなんてよぉ！　今日の飲のみ代だいは俺おれたち全員からの奢おごりだ気にしねぇでいくらでも好きに飲んでくれ！」

「もう飲んでますよぉ～！　どんどんおかわりくださ～い！」

　感かん涙るいにむせぶ男たちに褒ほめそやされご満まん悦えつのグレイ。その後ろではミュリエルが「長老！　長老！」と歓かん喜きの胴どう上あげを受けている。

　俺おれと【暴ぼう君くん】──改めカスパーはその光景を、酒場の隅すみから静かに眺ながめていた。

　先刻のとおり、俺おれはこの村において悪質なグレイのストーカーという認にん識しきを受けている。カスパーに至っては「なんか砦とりでに幽ゆう閉へいされてたらしい人」の扱あつかいだ。

　水の入ったグラスを傾かたむけながらカスパーがぼやく。

「それで、君たちはこれからどうするつもりだい？」

「さあな。グレイ次し第だいだ」

「彼かの女じよは計画性がないだろう。僕ぼくのやり方を否定してくれた以上、もっと具体的なプランを用意してもらわないと困るよ」

「……俺おれもいろいろ考えてはいる。お前との戦いがなくなるとしても、魔ま獣じゆうと戦うために【迅じん剣けん】とか【百ひやつ器き夜や行こう】は説得してなるべく仲間にしたい。それと、俺おれの魔ま法ほうをもうちょっとマシにするために一いつ旦たんヴァリアに戻もどるのもありかもしれん」

　今の俺おれでは、グレイの全力を一分程度しか維い持じできないと今日の戦いで分かった。学院で魔ま法ほうの扱あつかいを学べば、僅わずかなりとも時間を延ばしたり、反動を抑おさえたりできるかもしれない。

「つっても、俺おれの案なんて素しろ人うと考えばっかりだ。そういう立案はミュリエルの方が得意だろ」

「まあ、そうだね。会議は淑女レデイが二人とも戻もどって来きてからにしようか」

　俺おれとカスパーの座すわるテーブルは四人掛がけ用だ。もともとは今後の予定を話し合うために設けた席だったが、その場のノリでグレイとミュリエルが担かつぎ上あげられてしまったのだ。

　ミュリエルの家が消し飛んでいなければそこで落ち着けたのだが。

「騒さわがれるのに飽あきたら戻もどってくるだろ。それまで飯だ。さすがに俺おれも腹減った」

　街から離はなれた村だけあって、そこまで豪ごう奢しやな食事というわけではない。それでもしっかりと肉の入ったシチューは、俺おれの時代ではあり得ないほどのご馳ち走そうだ。

「……個人的な意見だけどな。やっぱり、魔ま法ほうがあった方がいろいろ便利だと思うぞ」

「分かってはいるよ。ただ、背に腹が代えられない状じよう況きようだってあるだろう。僕ぼくだって、もし可能なら魔ま法ほうを存続させたいと──」

「よーぉ！　なんじゃあ貴様ら辛しん気き臭くさい面をしおって！　今日ぐらいは憂うき世よを忘れて飲まんか飲まんか！」

　と、ここで胴どう上あげを脱だつしたミュリエルがこちらに歩み寄ってきた。

　顔は真っ赤で、猛もう烈れつに酒さけ臭くさい。

　実じつ年ねん齢れいは十九だからギリギリ法的にはセーフらしいが、いかんせん見た目は十歳さい児じである。見た目だけでいろいろ不ま味ずいように思える。

「その、ミュリエル嬢じよう。その姿で酒を嗜たしなむのは控ひかえた方がいいんじゃないかい？」

「あぁ？　何を言っておるか。この村の連中はみな妾わらわを長老と崇あがめているのだぞ。咎とがめる者などいるものか。妾わらわがこの村の法だ」

「そうではなく。ほら。酒の巡めぐりも早くなることだしね」

「少ない酒ですぐ酔よえる！　うわはは！　得しかないではないか！」

　完全にオッサンじみた泥でい酔すい状態になっている。この状態では作戦会議などできはしない。

「ま、よく考えたら今日は連中の奢おごりだからそんなケチ臭くさいことをせんでもええのう。んじゃデカくなってやるか」

　ミュリエルはワンピースの背のリボンを解ほどくと、急速にその背丈を伸のばした。見れば見るほど摩ま訶か不ふ思し議ぎな魔ま法ほうだ。

「あっ！　すごいミュリエルさん。その服ちゃんと身体からだの伸び縮みに対応してるんですね」

　それを見たグレイがすたこらと近付いてくる。ヴァリアでもローブ選びにかなり悩なやんでいたし、衣服関係は結構好きなのかもしれない。

「なかなかよいじゃろう。ま、リボンをベルト代わりにしとるだけじゃが」

「いえいえ！　その紐ひもリボン、とってもいいと思いますよ！　小さいときはもちろん可か愛わいいですし、大きくなったときも胸の寄せ上げに使えてるじゃないですか。ミュリエルさんほとんど絶ぜつ壁ぺきですけど、そのリボンで胸下縛しばってるときはちょっとだけ膨ふくらんで見えっ」

　いきなり顔面を鷲わし摑づかみにされるグレイ。

　ミュリエルは凍こおり付ついたような笑えみをたたえ、そのままグレイを店の外へと引きずっていく。

「助けてくださいアランさん！　いや誰だれでもいいです！　助けっ！　助けっ──」

「いい機会じゃ小こ娘むすめ。歳とし上うえへの礼れい儀ぎというものを教えてやる」

「悪気はなかったんです本当に！　ごめんなさいってばミュリエルさん！　ミュリエル様ぁ！」

　陽気だった酒場の男衆も、逆げき鱗りんの巻まき添ぞえは御ご免めんと誰だれ一人ひとり目を合わせない。途と端たんに静かになった酒場からは、一人また一人と客が去っていく。触ふれてはならない村の不文律をグレイは犯おかしてしまったようだ。

「なんか、真面目な話するのが馬ば鹿からしくなってきたな」

「そうだね。今日だけは、先のことを考えるのは棚たな上あげとしようか」

　なんとなくカスパーと共感しあっていると、荒あら々あらしく酒場の戸を開けて二人が戻もどってきた。

「う～。酷ひどい目に遭あいました」

「自じ業ごう自じ得とくじゃろうが」

　グレイは、脳天にでかいタンコブを作って涙なみだ目めになっていた。それから酒場の中をきょろきょろと見み渡わたし、

「あれ？　ずいぶんお客さん減りましたね？」

「お前が出てる間に帰ったよ」

「ふーん……じゃ、今度は身内で打ち上げといきますか！　説教も終わったところですし、仕切り直しで乾かん杯ぱいし直しましょう！　ね？　ミュリエルさん。それで仲直りでいいですよね？」

　グレイがご機き嫌げんを窺うかがうと、ミュリエルはふんと鼻を鳴らした。

「まっ、ええじゃろ。今日は歴史が変わっためでたい日じゃからの。元の歴史ならこうして酒を囲むなど到とう底ていあり得んかったことじゃ」

「ひとえに私の頑がん張ばりのおかげですね！」

「うんにゃ。たぶん分ぶん岐き点てんはもうちょっと前だ」

　ミュリエルがその辺の棚たなから勝手に酒さか瓶びんを取って栓せんを抜ぬく。

「本来の歴史ならば、そもそも貴様らは妾わらわと会えなかったはずだし、優やさ男おとことここまで早く戦うことにもならなかった。おそらく本来は、もう少し遅おくれてこの村に着いていたのではないか？　心当たりがあるじゃろ？」

「遅おそく……あっ」

　指し摘てきされて俺おれは思い出した。ファリアが手配してくれた飛行船を待たず、グレイが半ば暴走気味に出発を強行したことを。

「……もしかして、あれが分かれ目だったのか？　あんなくだらないことが？」

「さあのう。そういう考え方もできるというだけじゃ」

　俺おれは少しばかり複雑な気持ちになる。新たな歴史の一ページ目が、あの無様な見み栄えっ張ぱり事件から始まっていたとは。いや、それもグレイらしいといえばらしいのか。

　当然ながらグレイはその説を採用しないようで、

「い～え。私が死し闘とうの果てに勝利したからですよ。百パーセントそのおかげです。そんな理由はあり得ません。ということで店員さ～ん。一番いいブドウジュースくださ～い。お料理もお任せで追加で～」

　都合の悪い意見に耳を塞ふさぎ、ぶんぶんと手を振ふって注文をしている。

　俺おれはそっとその肩かたをつつき、

「あんまり無む暗やみに追加注文するな。さっきまでは他の客が金を出してくれたけど、今はもう俺おれたち以外にほとんどいない。もし奢おごってもらえなかったら俺おれが立たて替かえるが……その分は将来のお前のツケだぞ」

「どうしてですか？」

「は？」

　何を言っているのだこいつは。

　旅の飯代宿代はツケとして杖つえ代だいに加算すると前に説明しただろうに──いや待て。

「結局、あの杖つえはただの木の枝だったんですよね？」

　グレイが俺おれの顔を覗のぞき込こんで陰いん険けんに笑う。

「それはそうだが……」

「じゃあ、やっぱり結局はインチキ商品だったんですよね？　世せ界かい樹じゆの杖つえだなんて噓うそっぱちだったんですよね？」

「……何が言いたい？」

　つまり！　と叫さけんでグレイは俺おれの懐ふところを指差した。

「アランさんの懐ふところにあるその金貨！　杖つえ代だいとして没ぼつ収しゆうされたそのお金は、私に全額返金されるべきなんですよ！　だって詐さ欺ぎだったんですから！　さあ今すぐこっちに渡わたしてください！」

「どこが詐さ欺ぎだ。ちゃんと杖つえの代わりに俺おれが魔ま法ほう制せい御ぎよしてただろ」

「え～？　だってそれはアランさんが好きで私についてきただけですよね～？　私の活かつ躍やくが見たいから勝手に制せい御ぎよしてるだけですよね～？　別に私は頼たのんでないですけど～？」

　今なら利子は勘かん弁べんしてあげますよ？　と囁ささやきながら返金を催さい促そくしてくるグレイ。

　もちろん嫌いやである。

　確かに俺おれがグレイの活かつ躍やくを見たいことは否定しないが、かといってそれ以外の欲をすべて捨てたわけではない。儲もうけて成り上がるチャンスがあるならしっかり摑つかみたい。

　ゆえに、俺おれは席を立った。

「あれれ？　どうしたんですか？　まさか逃にげるつもりですか～？」

「いいからちょっと待ってろ。すぐ戻もどる」

　酒場から出て、数分もしないうちにまた舞まい戻もどる。

　そして、外で拾ってきたあるものを卓たく上じように置く。

　その辺に転がっていた、ちょうどいい木の枝を。

「……なんですかこれ？」

「正しよう真しん正しよう銘めい本物の『世せ界かい樹じゆの杖つえ』だ。お前の魔ま法ほうを制せい御ぎよする効果がある」

「はぁ？」

「いいから振ふってみろ」

　グレイが振ふると、卓たく上じように小さな光球が生まれた。

「いや……制せい御ぎよできてますけど、これアランさんがやってますよね？」

「俺おれは知らん。その杖つえの効果だ」

　この程度なら反動の負ふ荷かもない。俺おれが素知らぬ顔で水を飲むと、グレイが必死の形相で立ち上がった。

「なんですかその雑な詐さ欺ぎの手口は！　私がこんなので騙だまされると思いますか！」

「結局は効果同じなんだから木の枝でもなんでもいいだろうが。杖つえの効果は保証してやるから金は俺おれが貰もらう」

「ずるい！　せめて半分！　半分でいいですから！」

　追加注文をミュリエルとカスパーが平らげる中、俺おれとグレイは延々と押おし問もん答どうを続ける。

　そして互たがいに疲つかれ果はてた頃ころ、ふとグレイが気付いたように言った。

「あれ？　でもこの木の枝、なんだか前の杖つえとそっくりじゃないですか？」

　指し摘てきされて、俺おれは記き憶おくの中の『世せ界かい樹じゆの杖つえ』と見比べる。

　そういえば、枝分かれの形状はそっくりだ。磨みがいて柄えを作ればほとんどその通りになるかもしれない。

　きっと偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだろう。

　偶ぐう然ぜんだろうが──

　俺おれは木の枝を卓たく上じようから拾って、ぼきりと先せん端たんを折って短くした。

「……何してるんですか？」

「未来のお前と同じ杖つえじゃつまらんだろ。ちょっと足りないくらいがお前にはぴったりだ」

　このグレイは、未来に伝わっていた完全無欠な大だい英えい雄ゆうとは別物だ。ただの身みの程ほど知しらずのポンコツ小こ娘むすめである。

　不格好な杖つえの方がその相棒には相応ふさわしい。

「ばっ！　馬ば鹿かにしてるんですか!?　私の杖つえだっていうなら、もっかい表に出てカッコいい形の木の枝探してきてくださいよ！」

「その辺に世せ界かい樹じゆが転がってるはずあるか。それで我が慢まんしろ」

「むむむ……アランさんの意地悪！　銭ぜにゲバ！　貧びん乏ぼう性しよう！　ばーか！」




　その後もグレイからの悪口は続いたが、俺おれは断固として金を返さなかった。











あとがき






（電でん撃げき文庫では）はじめまして。榎えの本もと快かい晴せいと申します。

　苦手なものはあとがきです。ここまで書くのに七時間かかりました。

　他レーベル（スニーカー文庫）で刊行している『邪じや竜りゆう認にん定てい』『最さい低てい皇おう子じ』といったシリーズでも、ほぼ毎回『あとがき苦手』という内容のあとがきを書いています。もはや、あとがきが苦手であるということが、あとがきを乗り切る唯ゆい一いつの命いのち綱づなと化しています。

　しかし、苦手を克こく服ふくしないままでは人として成長がありません。そこで、なぜ自分はあとがきが苦手なのか、冷静に分ぶん析せきしてみることにしました。




　たぶん、カッコつけたいからだと思います。




　おそらく本当は、独創的でセンスのあるあとがきを書いて、読者の皆みな様さまに「おもしれーやつ」と一目置かれたいのです。ですが逆立ちしてもそんな内容は捻ひねり出だせないので、あとがき苦手という自じ虐ぎやくネタに逃にげているわけです。最初から苦手と開き直ってしまえば、もし滑すべっても無敵なので。

　本作のテーマは、だいたいそんな感じです。

　どういう感じだって言われるかもしれませんが、実は自分でもよく分かりません。もう既すでにあとがきを書き始めて十二時間以上が経過しているので、テーマと絡からめたいい話っぽくして字数を稼かせぎたいというのが正しよう真しん正しよう銘めいの本音かもしれません。

　テーマはどうあれ、グレイたちのドタバタ活かつ躍やく劇を楽しんでいただけたなら、それに勝まさる喜びはありません。

　読者の皆みな様さま、読んでくださって本当にありがとうございます。




　林はやしけゐ先生。素す敵てきなイラストをありがとうございます。データをいただくたびに声を出して喜んでおります。このあとがきを書いている最中も、幾いく度どとなくイラスト眺ながめて英気を養っておりました。

　編集様。本作の改かい稿こうにあたり、多くのアドバイスをしてくださったことに感謝いたします。そして何より、あとがきの提出が遅おそくなっており大変申し訳ありません。今すぐ出します。







　　　　　約十三時間であとがきを書き終えた榎えの本もと快かい晴せい
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